
来

迎

図

の

展

関

清

水

主主
仁コ

三二ーは

来遺方

法

論

じ

め

の

整

理

n 
ロロ

。〉

検

討

迫

の

「
場
」

Iま

じ

め

iこ

平
安
中
期
(
十
世
紀
)
以
降
、
阿
弥
陀
仏
に
対
す
る
信
仰
(
浄
土
教
信
仰
)
が
隆
盛
と
な
る
に
つ
れ
て
、
西
方
浄
土
の
光
景
を
絵
画
に
え
が
く

阿
弥
陀
浄
土
図
(
阿
弥
陀
浄
土
変
)
の
制
作
が
増
加
す
る
。
そ
の
中
心
を
占
め
た
も
の
は
、
ゅ

よ

こ

は

ぎ

の

お

と

と

(

図

1
、
2
)

横
関
大
臣
の
娘
が
現
世
を
厭
い
、
河
弥
陀
の
浄
土
を
慕
っ
て
感
得
し
た
と
伝
え
る
当
麻
受
奈
羅
、
同

(
岡
山

3
V

が
奈
良
時
代
の
中
期
に
感
得
し
た
と
さ
れ
る
智
光
受
奈
羅
、

ωけ

奈
良
時
代
の
天
平
宝
字
七
年
(
七
六
三
)
、

元
興
寺
の
僧
智
光
(
奈
良
時
代
に
生
存
)

〈
岡
田

4
)

平
安
時
代
中
期
の
僧
清
海
が
感
得
し
た
と
い
う
薄
海
受
奈
羅
の
三
形
式
で
、

し、

ず
れ
も
平
安
・
鎌
倉
再
代
を
通
じ
て
多
数
の
写
本
が
流
布
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
同
の
智
光
受
奈
羅
と
け
の
清
海
品
工
茶
羅
は
、
図

像
的
に
は
仙
の
当
麻
受
奈
羅
を
原
本
と
す
る
変
形
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。



当
麻
長
奈
羅
は
阿
弥
花
関
係
の
基
本
的
な
経
典
で
あ
る
阿
弥
詑
三
部
経
の
一
つ
観
無
量
寿
経
の
注
釈
本
、
唐
信
善
導
(
六
一
三

i
六
八
一
)
に

の
所
説
に
も
と
づ
い
て
絵
画
化
さ
れ
て
い
る
。
当
麻
受
奈
羅
の
主
題
と
形
式
は
本
論
の
課
題
で
あ
る
来
迎
国
の
主
題
・
形

よ
る
「
観
経
四
枯
疏
」

式
と
ふ
か
く
関
保
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
以
下
必
要
と
思
わ
れ
る
範
毘
に
限
り
、
そ
の
概
要
を
略
述
す
る
こ
と
と
す
る
。

(忍
2
)

ま
ず
図
は
附
中
央
部
と
、
左
右
お
よ
び
下
辺
の
周
縁
部
に
分
れ
る
。
左
辺
周
縁
部
は
、
釈
迦
が
観
無
量
寿
経
を
説
く
に
い
た
っ
た
縁
起
を
記
す

王
の
妃
章
提
希
夫
人
の
苦
悩
と
夫
人
が
阿
弥
陀
浄
土
を
渇
望
す
る
に
い
た
る
経
過
を
十
一
の

「
序
分
義
」
で
、

「
間
関
世
王
物
語
」
と
呼
ば
れ
、

場
面
に
え
が
い
た
も
の
。
場
面
は
下
方
か
ら
上
方
に
進
展
す
る
。

つ
づ
く
右
辺
周
縁
部
は
、
釈
迦
が
章
提
希
夫
人
の
求
め
に
応
じ
て
阿
弥
陀
浄
土

の
荘
厳
を
観
想
す
る
方
法
と
し
て
説
い
た
「
阿
弥
陀
十
六
観
」

の
う
ち
、
最
初
の
十
三
観
に
当
る
「
定
善
義
」
で
、
第
一
日
想
観
か
ら
、
第
二
水

想
観
、
第
三
宝
地
観
、
第
四
宝
樹
観
、
第
五
宝
池
観
、
第
六
宝
楼
観
、
第
七
華
座
観
、
第
八
形
像
観
、
第
九
真
身
観
、
第
十
観
吾
観
、
第
十
一
勢

至
観
、
第
十
二
普
観
、
第
十
三
雑
想
観
ま
で
の
十
三
の
観
想
の
内
容
を
国
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
趣
旨
は
、

ま
ず
第
一
日
想
観
に
よ
っ
て
西

山
に
没
す
る
夕
日
を
拝
し
浄
土
の
所
在
を
観
想
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
、
以
下
、
浄
土
の
重
要
な
部
分
の
観
想
を
つ
み
重
ね
、
最
後
に
阿
弥
陀
如

来
の
支
(
身
と
脇
侍
で
あ
る
観
斉
・
勢
至
両
菩
薩
の
観
察
を
行
い
、

そ
れ
ら
部
分
の
観
想
を
総
合
す
る
こ
と
に
よ
り
画
面
中
央
部
の
阿
弥
陀
浄
土
全

体
の
観
想
(
「
玄
義
」
)
が
可
能
に
な
る
と
す
る
、
浄
土
観
察
の
過
程
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
下
辺
周
縁
部
は
、
阿
弥
陀
十
六
観
の
う
ち
、

の
こ
る
十

四
、
十
五
、
十
六
の
一
二
観
(
三
輩
観
)
を
説
く
「
散
善
義
」
で
、
九
口
仰
に
分
け
、
河
弥
陀
の
九
品
来
迎
(
往
生
の
側
か
ち
す
れ
ば
、
往
生
の
九
段
階
〉

ふ
さ
乙
ん

を
図
解
す
る
。
九
品
往
生
は
往
生
者
の
機
根
(
仏
の
慈
悲
に
こ
た
え
得
る
能
力
、
あ
る
い
は
教
え
を
開
い
て
修
業
し
う
る
能
力
の
こ
と
。
通
俗
的

に
は
「
生
前
の
善
行
し
と
し
て
理
解
さ
れ
る
)

に
応
じ
て
往
生
の
形
態
に
上
口
以
上
生
か
ら
下
品
下
生
ま
で
の
九
段
階
の
差
異
が
あ
る
こ
と
を
い
う

も
の
で
、
下
辺
右
よ
り
左
へ
、
第
十
四
観
の
上
品
上
生
、
中
生
、
下
生
、
第
十
五
観
の
中
口
向
上
生
、
中
生
、
下
生
、
第
十
六
観
の
下
品
上
生
、
中

生
、
下
生
の
あ
わ
せ
て
九
品
を
図
示
す
る
。
そ
の
形
式
上
の
特
色
は
、
各
品
の
画
面
右
方
に
屋
形
と
そ
の
な
か
で
合
掌
す
る
往
生
者
を
配
し
、
屋

外
に
(
あ
る
い
は
上
沼
に
)
聖
衆
を
と
も
な
っ
た
阿
弥
陀
仏
が
白
雲
に
乗
っ
て
飛
来
す
る
有
様
や
、
往
生
者
の
魂
を
救
い
と
っ
た
あ
と
浄
土
に
も



ど
る
阿
弥
陀
の
一
行
(
対
り
来
迎
)

を
え
が
く
。
経
説
を
尊
び
、
最
高
の
善
行
を
つ
ん
だ
者
の
往
生
(
上
品
上
生
)

で
は
、
荘
厳
を
き
わ
め
た
華

一
世
な
阿
弥
詑
聖
衆
の
来
迎
を
う
け
る
が
、

以
下
機
根
に
乏
し
く
、
善
行
の
お
と
る
に
つ
れ
て
聖
衆
の
数
は
減
じ
、
最
後
の
五
逆
十
悪
を
犯
し
た
極

忠
人
の
場
合

(ド
H

山
下
作
一
)

で
は
河
弥
陀
仏
は
そ
の
姿
を
あ
ら
わ
さ
ず
、

日
輪
中
に
蓮
台
の
み
が
現
じ
て
往
生
者
を
極
楽
に
引
導
す
る
と
い
う
有

様
を
段
示
し
て
い
る
ヘ
U

以
上
が
観
無
社
民
い
い
々
り
引
の
所
説
を
絵
雨
化
し
た
当
麻
問
中
正
奈
羅
の
構
成
で
あ
る
が
、

当
麻
日
受
奈
羅
は
、

第
一
に
は
、

観
経
で
は
一
一
-
一
口
葉

(
文
学
)

に
よ

っ
て
説
か
れ
た
観
怨
の
内
容
を
詳
細
に
民
示
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
第
二
に
は
、
そ
れ
ら
各
観
想
の
総
介
を
経
て
は
じ
め
て
中
央
大
画
面
の
浄

土
の
総
体
が
観
察
さ
れ
う
る
と
い
う
構
成
を
と
る
点
で
、
注
形
的
・
視
覚
的
性
格
を
つ
よ
く
持
つ
と
い
え
よ
う
。
勿
論
、
設
住
…
量
寿
径
の
所
説
を

(立
2
)

絵
両
化
す
る
こ
こ
ろ
み
は
日
本
に
お
い
て
は
じ
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
七
・
八
世
紀
の
造
営
に
な
る
敦
建
石
語
の
壁
画
に
先
例
が
あ
り
、
ま

(

2

3

}

(

誌

4
)

た
掛
一
格
形
式
の
も
の
で
は
、
京
都
長
香
手
「
観
経
十
六
観
変
相
国
」
や
奈
良
河
弥
陀
寺
「
観
経
十
六
観
変
相
図
」
が
の
こ
る
。
長
香
寺
本
、
河
弥

の
原
本
と
な
っ
た
も
の
は
、

い
ず
れ
も
唐
代
(
八
・
九
世
紀
)

前
者
は
鎌
倉
中
期
(
十
三
世
紀
)

(
2
5
v
 

の
変
相
留
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
画
面
の
構
成
は
と
も
に
当
麻
受
太
一
色
維
の
構
成
と

の
写
本
と
考
え
ら
れ
る
が
、
模
写
の
捺

陀
寺
本
自
体
は
制
作
年
代
が
蜂
り
、
後
去
は
宋
代
末
(
十
三
世
紀
)
、

相
違
し
、
当
麻
長
十
余
羅
に
み
え
る
左
辺
町
縁
部
の
序
分
義
と
中
央
部
玄
義
を
え
が
か
ず
、

さ
ら
に
当
麻
受
茶
援
で
は
右
辺
周
縁
部
に
記
す
る
定
善

義
(
第
一
観
↓
第

i
J
一
観
)
を
上
方
と
左
右
周
縁
部
に
分
け
て
え
が
き
、

そ
れ
に
つ
づ
く
第
十
四
観
か
ら
第
十
六
観
に
い
た
る
三
輩
観
の
浄
土
雪

を
、
画
面
中
央
市

ιド
方
か
ら
上
方
に
向
う
傾
序
で
三
場
面
に
え
が
き
分
け
て
い
る
(
し
た
が
っ
て
当
麻
長
奈
羅
に
み
る
よ
う
な
九
品
来
通
図
は

こ
の
よ
う
に
、
長
香
寺
本
お
よ
び
時
弥
陀
寺
本
は
当
蘇
受
奈
羅
と
著
し
く
構
成
を
異
に
す
る
も
の
と
は
い
え
(
再
本
の
構
成
は

小
国
の
元
照
大
智
律
師
の
撰
述
に
な
る
「
仏
説
観
無
量
寿
仏
経
義
疏
」
に
依
拠
す
る
と
い
う
説
が
あ
る
)
、

つ
く
ら
な
い
)
。

観
無
量
寿
経
の
所
説
を
掛
椙
形
式
に

え
が
く
例
は
す
で
に
小
国

唐
代

に
流
布
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
が
日
本
に
お
け
る
独
創
と
考
え
る
こ
と
は
盟
難
で
る
る
。

し
か
し

少
な
く
と
も
、
観
無
量
寿
経
の
所
説
を
絵
画
化
す
る
擦
に
、

ま
ず
浄
土
の
各
部
や
九
品
の
阿
弥
陀
来
通
の
有
様
を
観
想
し
、

そ
の
各
部
の
観
想
内



四

容
を
漸
次
総
合
的
に
つ
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
阿
弥
陀
の
浄
土
全
体
(
「
玄
義
」
〉
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
趣
旨
に
立
っ
て
蔓
茶
羅
密

を
精
教
に
構
成
し
た
の
は
、

日
本
に
お
け
る
創
意
と
推
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
当
麻
蔓
奈
羅
の
形
式
が
、

い
い
か
え
る
と
造

形
的
・
視
覚
的
性
格
の
つ
よ
い
画
像
形
式
が
日
本
に
お
い
て
多
量
に
流
布
し
、

そ
の
変
形
も
い
く
つ
か
成
立
し
た
こ
と
は
、
平
安
中
期
以
降
に
風

察
し
た
浄
土
教
信
仰
自
体
が
造
形
的
・
視
覚
的
性
格
を
つ
よ
く
も
ち
、

か
つ
浄
土
教
信
抑
の
こ
う
し
た
特
殊
な
面
を
い
っ
そ
う
強
調
す
る
こ
と
に

よ
り
、
浄
土
教
信
抑
の
流
布
と
伝
播
が
可
誌
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
推
察
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

(凶
4

)

(

図
3
)

清
海
受
奈
羅
と
智
光
蔓
茶
羅
は
当
麻
蔓
奈
羅
の
構
成
に
比
べ
て
、
中
央
部
「
玄
義
」
の
構
成
に
多
少
の
変
化
が
み
ら
れ
る
ほ
か
、
周
縁
部
の
序

分
義
、
定
善
義
、
散
善
義
が
脱
落
し
て
い
る
。
当
麻
蔓
奈
羅
以
下
、
智
光
、
清
海
の
三
菱
奈
羅
の
遺
品
は
、
当
麻
寺
本
(
奈
良
時
代
後
半
と
い
わ

れ
る
)
を
の
ぞ
け
ば
い
ず
れ
も
鎌
倉
以
降
(
十
三
世
紀
以
経
)

の
写
本
で
る
る
。

こ
れ
ら
観
無
量
寿
経
の
所
説
を
絵
画
化
し
た
浄
土
変
に
対
し
、
平
安
中
期
以
降
、
阿
弥
陀
仏
が
聖
衆
を
し
た
が
え
て
往
生
者
を
迎
え
に
飛
来
す

る
と
い
う
主
題
を
絵
画
化
し
た
来
迎
図
(
来
通
絵
画
)
が
流
行
す
る
。
来
迎
図
は
、

(A) 

構
図
上
、
刊

阿
弥
陀
聖
衆
が
正
面
向
き
の
構
図
で
飛
来
す
る
も
の
、
同
門

画
面
左
上
か
ら
右
下
方
に
向
い
斜
め
構
図
で
飛
来
す
る
も
の

(
こ
の
逆
も
あ
る
)

に
分
か
れ
、

ま
た
、

3
 

阿
弥
陀
聖
衆
の
数
で
も
、
川
刊

阿
弥
陀
が
独
尊
で
飛
来
す
る
も
の
、
同

観
音
・
勢
至
の
両
菩
薩
を
と
も
な
う
も
の
、
川
口

多
数
の
聖
衆

を
し
た
が
え
る
も
の
、
等
の
区
別
が
あ
り
、

(c) 

往
生
者
の
描
写
で
も
、
仰

画
中
に
往
生
者
や
往
生
者
の
待
つ
屋
形
を
え
が
く
も
の
と
、
同

え
が
か
な
い
も
の
、

る
。
さ
ら
に
天
蓋
の
有
無
や
、
台
座
形
式
、
光
背
の
構
成
や
白
雲
の
処
理
な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
、

な
ど
そ
の
形
式
は
き
わ
め
て
多
様
で
あ

(註

7
〕

よ
り
複
雑
な
分
類
が
可
能
で
あ
る
。
従
来
か
ら

(詮
S
)

こ
れ
ら
多
様
な
形
式
の
来
迎
図
を
い
く
つ
か
の
系
譜
に
整
理
し
よ
う
と
す
る
こ
こ
ろ
み
は
多
く
、
議
論
の
分
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
一
一
隅
の

(D) 

自
然
の
描
写
で
も
、

ω
画
中
に
自
然
の
景
観
を
か
き
入
れ
る
も
の
と
、
同

入
れ
な
い
も
の
、



画
幅
に
来
迎
の
光
景
を
え
が
く
掛
幅
形
式
の
来
通
留
が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
成
立
し
た
か
と
い
う
成
立
の
問
題
に
つ
い
て
も
、

主
お
定
説
を

み
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

「
往
生
要
集
」
を
著
わ
し
、
天
台
浄
土
教
の
発
展
に
大
き
い
役
割
を
果
し
た
恵
心
僧
都
源
信
(
九
四
二
;
一

O
一
七
)

が
横
川
首
梼
厳
院
に
こ
も
っ
て
来
迎
図
(
迎
接
受
奈
羅
)
を
考
案
し
た
と
す
る
伝
承
も
確
か
で
な
い
。
恵
心
増
都
以
前
に
来
通
留
が
え
が
か
れ
て

い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
一
つ
に
前
述
当
麻
長
奈
羅
中
の
阿
弥
陀
第
十
四
観
か
ら
十
六
観
(
散
善
義
)
と
し
て
説
か
れ
る
九
日
如
来
迎
国

が
あ
る
。
画
面
下
辺
周
縁
部
を
右
方
よ
り
九
区
劃
に
分
け
、

上
品
上
生
か
ら
下
品
下
生
ま
で
の
九
来
速
の
光
景
を
え
が
く
そ
れ
で
る
る
。
し
か
し

こ
こ
で
は
、
観
無
量
寿
経
に
説
か
れ
る
阿
弥
陀
浄
土
観
察
の
一
過
程
と
し
て
え
が
か
れ
る
も
の
で
あ
り
、
各
場
面
の
来
迎
の
主
題
そ
れ
自
体
が
礼

拝
の
対
象
で
あ
っ
た
り
、

の
ち
に
の
べ
る
よ
う
に
、
往
生
者
の
導
き
手
と
な
る
「
臨
終
の
本
尊
」
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

し

た
が
っ
て
造
形
的
に
も
、
九
品
来
迎
図
の
各
光
景
を
独
立
し
た
画
幅
に
え
が
き
わ
け
る
こ
と
を
し
て
い
な
い
。
ま
た
当
麻
長
奈
羅
中
の
来
迎
図
の

よ
う
に
、
画
中
に
阿
弥
陀
主
従
と
と
も
に
往
生
者
や
そ
の
屋
形
を
え
が
き
こ
む
構
成
は
、
来
迎
図
の
歴
史
で
は
時
代
の
降
る
鎌
倉
中
期
以
降
に
あ

ら
わ
れ
る
形
式
で
も
あ
る
。
当
麻
昌
又
奈
羅
中
の
九
口
如
来
迎
図
と
平
安
中
期
以
降
に
流
行
す
る
画
幅
形
式
の
来
迎
図
を
直
接
の
発
展
関
係
に
お
い
て

み
る
こ
と
に
は
な
お
問
題
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

恵
心
僧
都
の
時
代
に
先
行
す
る
も
う
一
つ
の
来
迎
図
は
、
平
安
前
期
(
九
世
紀
)
中
葉
か
ら
は
じ
ま
る
天
台
系
阿
弥
陀
堂
(
常
行
堂
)
の
四
方

(
8
5
)
 

四
壁
に
え
が
か
れ
た
九
品
来
迎
国
で
あ
る
。
現
存
遺
品
で
は
宇
治
平
等
院
恩
鳳
堂
の
九
品
来
通
図
が
こ
の
系
譜
に
つ
ら
な
り
、
時
代
は
降
る
が
、

(蚤

8
)

滝
上
寺
に
の
こ
る
掛
幅
形
式
の
九
口
問
来
迎
国
(
十
三
世
紀
)
も
、
本
来
な
ら
ば
阿
弥
陀
堂
の
内
壁
や
扉
に
え
が
か
れ
る
べ
き
も
の
を
九
幅
の
掛
幅

に
え
が
き
、

必
要
に
応
じ
て
室
内
の
四
方
に
か
け
、
阿
弥
陀
堂
(
常
行
堂
)

と
同
じ
修
法
の
場
を
し
つ
ら
え
荘
厳
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
現

存
す
る
再
遺
品
は
い
ず
れ
も
恵
心
増
蔀
以
降
の
制
作
で
あ
る
が
、
吉
行
堂
系
九
品
来
迎
図
の
源
流
は
ふ
る
く
、
文
献
か
ら
、
仁
寿
元
年
(
八
五
一
)

(誌

9
V

円
仁
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
叡
山
東
塔
常
行
三
味
堂
内
壁
の
九
品
来
迎
図
に
は
じ
ま
る
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
。

承
和
五
年
(
八
三
八
)
入
著
し
た
丹
仁
は
、

ま
ず
長
安
に
お
も
む
い
て
大
輿
善
寺
の
元
致
、

青
竜
寺
の
義
真
に
師
事
し
て
密
教
を
学
ん
だ
の

五



ノ、

ち
、
山
西
省
五
台
山
竹
林
寺
に
巡
礼
し
、

か
つ
て
法
全
(
法
照
、

八
世
紀
の
人
)
が
創
始
し
た
五
台
山
念
仏
を
修
得
す
る
。
法
全
流
の
五
台
出
念

仏
は
、
阿
弥
陀
浄
土
の
七
宝
樹
林
が
清
風
を
う
け
て
妙
な
る
五
音
(
五
会
の
妙
音
)
を
発
す
る
と
説
く
無
量
寿
経
の
所
説
に
し
た
が
っ
て
、
発
声

の
方
法
に
五
種
の
緩
急
曲
調
を
と
り
ノ
入
れ
た
念
仏
・
声
明
の
こ
と
を
い
う
。
僧
出
た
ち
は
五
会
念
仏
を
和
唱
し
な
が
ら
阿
弥
陀
仏
の
周
密
を
巡
行

す
る
う
ち
に
、
彼
ら
の
唱
す
る
念
仏
の
五
音
と
阿
弥
陀
浄
土
の
五
音
が
合
致
し
、

お
の
づ
と
浄
土
に
往
す
る
境
地
、
梧
り
の
境
地
に
入
る
こ
と
を

得
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
円
仁
は
帰
国
後
、
直
ち
に
叡
山
東
塔
常
行
三
昧
堂
を
建
て
、
九
十
呂
問
、
不
断
の
五
会
念
仏
を
修
す
る
常
行
三
味
を
創

始
し
た
。
叡
山
関
係
の
基
本
的
な
文
献
で
あ
る
「
山
門
堂
舎
記
」
と
「
叡
岳
要
記
」
に
よ
る
と
、

こ
の
と
き
の
常
行
三
味
堂
は
檎
皮
葺
五
関
の
堂

で
、
堂
上
に
金
銅
如
意
宝
珠
形
を
の
せ
、
内
部
の
四
壁
に
は
「
九
品
浄
土
国
」
な
ら
び
に
大
部
等
の
影
像
が
え
が
か
れ
て
い
た
。
尊
像
は
、
中
央

に
金
色
阿
弥
詑
像
一
程
と
協
侍
で
あ
る
四
摂
菩
寵
象
(
金
割
界
長
奈
羅
の
外
蔀
東
西
高
北
に
位
置
す
る
金
制
鈎
、
金
剛
索
、
金
制
鎖
、
金
問
鈴
の

四
菩
産
)
が
本
尊
で
あ
っ
た
。
勿
論
こ
の
と
き
の
常
行
堂
は
現
存
せ
ず
、
文
献
の
短
い
記
述
か
ら
壁
画
の
国
様
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か

し
思
思
堂
の
「
九
品
来
迎
国
」
と
常
行
三
味
堂
の
「
九
品
浄
土
留
」
は
そ
の
名
称
を
異
に
す
る
も
の
の
、
阿
弥
陀
堂
の
四
壁
に
九
品
の
光
景
を
え

が
き
わ
け
る
と
い
う
構
成
上
の
類
似
か
ら
、
同
局
恩
堂
の
九
品
来
通
図
が
円
仁
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
天
台
系
常
行
堂
内
壁
の
九
品
浄
土
図
に
そ
の

図
像
上
・
形
式
上
の
源
流
を
も
つ
の
で
は
な
い
か
と
す
る
推
定
も
可
能
と
思
わ
れ
る
。

天
喜
元
年
(
一

O
五
三
、

マ
末
法
」
が
は
じ
ま
る
さ
れ
る
永
承
七
年
の
翌
年
〉

に
建
立
さ
れ
た
鳳
思
堂
内
障
に
は
、
正
面
の
三
扉
に
九
口
如
来
迎

の
う
ち
上
品
の
上
生
、
中
生
、
下
生
の
三
観
を
え
が
き
、
北
面
の
一
扉
と
壁
面
に
は
中
品
の
上
生
、
中
生
の
二
観
を
、

ま
た
南
面
の
扉
と
壁
面
に
は

下
口
郊
の
上
生
と
中
生
の
二
観
を
当
て
、
本
尊
後
壁
の
背
面
に
下
品
下
生
の
来
迫
観
を
え
が
い
て
い
る
(
後
壁
正
面
の
主
題
に
つ
い
て
は
定
説
を
み

(
註
叩
)

な
い
も
の
の
、
阿
弥
詑
浄
土
変
と
す
る
説
が
つ
よ
い
よ
う
で
あ
る
)
。

鳳
恩
堂
九
ロ
如
来
迎
留
の
特
色
は
(
こ
の
う
ち
創
建
当
初
の
状
態
を
の
こ
す

正
面
三
扉
に
つ
い
て
み
れ
ば
)
、
縦
長
の
画
面
の
ほ
ぼ
上
半
分
に
天
空
と
海
(
湖
)
と
遠
山
を
配
し
、
下
半
分
に
中
景
、
近
景
の
自
然
景
や
、
往
生

者
の
ま
つ
屋
形
を
え
が
い
て
背
景
と
し
、
そ
の
広
大
な
自
然
景
観
の
ご
く
一
部
を
占
め
る
大
き
さ
で
、
阿
弥
陀
聖
衆
が
白
雲
に
の
っ
て
浄
土
よ
り



飛
来
す
る
光
景
や
、

往
生
者
の
魂
を
救
い
と
っ
た
あ
と
、

後
向
き
の
構
図
で
浄
土
に
も
ど
る
「
帰
り
来
通
」

の
光
長
を
え
が
く
点
で
あ
る
。

勿
論
、
鳳
思
堂
壁
画
は
天
台
系
常
行
三
昧
堂
に
付
属
す
る
九
品
浄
土
図
(
九
品
来
迎
図
)

の
図
像
的
系
譜
を
引
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
医

画
の
中
心
的
主
題
は
な
に
よ
り
も
九
品
の
阿
弥
陀
来
迎
を
え
が
く
こ
と
に
あ
る
。

し
か
し
は
嵐
堂
で
は
そ
の
主
題
の
絵
画
化
で
す
べ
て
が
つ
き
る

わ
け
で
は
な
い
。
当
時
日
本
の
ど
こ
で
も
み
ら
れ
た
山
水
自
然
の
景
観
が
広
大
な
ス
ペ
ー
ス
を
占
め
て
え
が
か
れ
、
広
大
な
自
余
景
観
の
小
で
阿

弥
陀
聖
衆
は
来
通
し
、
往
生
者
を
款
い
、

そ
し
て
浄
土
に
帰
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
来
迎
と
い
う
超
自
然
的
な
奇
蹟
と
、
人
び
と

が
日
ご
ろ
生
活
す
る
身
の
廻
り
の
自
然
景
観
と
の
見
事
な
融
合
を
み
せ
る
も
の
で
あ
り
、

」
の
点
に
こ
そ
、
鳳
愚
堂
壁
画
に
百
本
人
の
白
然
観
、

あ
る
い
は
日
本
人
の
対
象
把
握
の
態
度
を
反
映
し
た
大
和
絵
の
成
立
を
み
よ
う
と
す
る
所
以
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
、
が
、

裏
返
せ
ば
そ
の
こ
と
白

体

い
い
か
え
る
と
画
面
に
広
大
な
自
然
を
と
り
入
れ
て
え
が
く
と
い
う
鳳
思
堂
壁
画
の
独
自
性
が
、
本
論
で
ま
ず
と
り
扱
う
掛
幅
形
式
の
来
迎

図
と
の
1

i

来
通
し
て
来
る
持
弥
陀
主
従
を
、

主
題
的
に
も
構
国
的
に
も
画
面
の
中
心
を
占
め
る
も
の
と
し
て
え
が
く
来
迎
茜
と
の
系
説
的
関
連

づ
け
を
む
つ
か
し
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
来
通
図
を
創
始
し
た
と
い
わ
れ
る
志
心
増
蔀
の
時
代
、
十
世
紀
未
の
時
点
に
は
、
す
で
に
二
種
の
来
迎
を
え
が
く
絵
画
、

げ}

当

麻
長
奈
羅
中
の
九
日
如
来
迎
図
と
、

一
向
天
台
常
行
三
味
堂
内
壁
の
九
品
浄
土
図
が
あ
っ
た
。

十
世
紀
末
ご
ろ
か
ら
は
じ
ま
る
掛
幅
形
式
の
来
迎
凶

が
、
そ
れ
に
先
行
す
る
こ
れ
ら
二
種
の
来
迎
図
に
形
式
上
・
構
母
上
の
源
流
を
あ
お
い
で
い
た
か
ど
う
か
の
問
題
、
具
体
的
に
い
え
ば
、
掛
幅
形

式
の
来
迎
図
が
紛
当
麻
呂
X

奈
羅
の
下
辺
周
縁
部
に
え
が
か
れ
る
九
口
如
来
迎
国
の
一
場
面
を
独
立
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
か
、

ま
た
同
の

場
合
な
ら
ば
、
鳳
恩
堂
壁
画
の
よ
う
な
広
大
な
情
景
描
写
を
入
れ
た
九
日
如
来
通
図
の
な
か
か
ら
白
雲
に
の
っ
て
飛
来
す
る
河
弥
陀
聖
衆
の
部
分
の

み
を
と
り
あ
、
げ
て
画
一
梶
に
仕
立
て
た
の
か
否
か
、

な
ど
の
問
題
は
、
来
迎
図
の
成
立
と
展
開
を
考
察
す
る
上
で
の
も
っ
と
も
重
要
な
論
点
で
あ
る

う
。
な
お
多
く
の
議
論
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
こ
れ
に
関
連
し
て
、
掛
桓
形
式
に
よ
る
来
迎
図
が
、
恵
心
僧
都
も
し
く
は
そ
の
河
辺
に

よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
か
ど
う
か
の
問
題
も
重
要
な
論
点
で
あ
る
。

こ
れ
は
た
だ
創
始
者
の
名
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
意
味
合
い
に
と
ど
ま
ら

七



j¥、

ず
、
も
し
恵
心
僧
都
の
周
辺
か
ら
制
作
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
恵
心
僧
都
が
叡
山
横
川
で
同
志
を
あ
つ
め
、
二
十
五
三
味
会
と
い
う
法
会
を
擢
し
、

毎
月
十
五
日
の
夜
、
満
足
が
東
の
山
に
の
ぼ
り
西
の
山
に
沈
む
と
き
に
あ
わ
せ
て
「
命
後
決
定
往
生
極
楽
」
を
祈
願
し
、
往
生
極
楽
の
瞬
間
を
生

む
か
え
ザ
}
A
J

き
な
が
ら
に
し
て
体
験
し
た
と
い
う
宗
教
的
実
践
(
迎
講
)
の
光
景
を
そ
の
ま
ま
絵
画
に
う
っ
し
と
る
と
い
う
仕
方
で
来
迎
図
が
考
案
さ
れ
た
と

(
註
口
)

い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
来
迫
図
の
機
能
・
来
迫
図
の
「
場
」
を
考
察
す
る
上
か
ら
も
重
要
な
論
点
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
来
通
図
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
は
な
お
未
解
決
の
多
く
の
問
題
が
あ
る
。
し
か
し
本
論
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
直
接
に
と
れ
ソ

扱
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
諸
問
題
を
考
察
す
る
前
提
と
し
て
、

ま
ず
浄
土
教
絵
画
に
関
す
る
従
来
の
研
究
方
法
を
整
理
し
、
そ
の
上
で
基
礎

資
料
と
な
り
う
る
来
迎
図
の
遺
品
を
と
り
る
げ
て
様
式
検
討
を
行
い
、

か
つ
そ
れ
に
付
随
す
る
二
、
三
の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
に
な
る
。
上
述

し
た
未
解
決
の
問
題
は
そ
の
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
本
論
の
考
察
を
通
じ
て
、
解
決
へ
の
糸
口
が
い
く
ら
か
な
ち
と
も
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
期

侍
さ
れ
る
。

一、
方

法

論

の

整

理

こ
れ
ま
で
多
く
の
論
者
に
よ
り
、

い
ろ
い
ろ
の
観
点
か
ら
来
迎
図
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
考
察
の
方
法
を
整
理
す
れ
ば
、

お
お
よ

そ
つ
ぎ
の
三
つ
に
大
別
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

ー
、
主
題
的
方
法

E
、
造
形
的
方
法

置
、
宗
教
的
「
場
」
の
方
法
、
す
な
わ
ち
来
迫
図
を
宗
教
的
実
践
の
場
に
置
き
、
宗
教
的
機
能
の
面
か
ら
造
形
上
の
特
色
を
考
察
す
る
方
法
。

ー
、
主
題
的
方
法



こ
の
方
法
は
換
言
す
れ
ば
、
何
で
あ
る
か
、
何
が
え
が
か
れ
て
い
る
か
、

を
問
う
方
法
で
あ
る
。
こ
の
方
法
が
昭
和
初
年
ご
ろ
ま
で
、
来
通
美

街
に
関
す
る
研
究
の
大
勢
を
占
め
た
。

当
麻
呂
ヱ
十
余
羅
な
ど
の
観
経
変
(
と
く
に
章
提
希
夫
人
の
物
語
や
荷
弥
陀
九
口
如
来
迎
国
の
部
分
)

は
後
述
す
る
法
華
寺
阿
弥
陀
来
通
図
の
よ
う
な

掛
幅
形
式
の
来
迎
図
と
ち
が
い
、
地
獄
の
凄
穆
な
光
景
を
え
が
く
地
獄
図
や
、
六
道
の
苦
界
に
輪
廼
す
る
衆
生
を
主
題
と
し
た
六
道
絵
な
ど
と
と

も
に
、
教
導
的
・
絵
解
き
的
機
能
を
果
し
て
い
た
と
解
さ
れ
る
。
僧
侶
は
あ
つ
ま
っ
た
信
者
に
対
し
、

ま
ず
生
前
の
悪
業
に
よ
り
地
獄
や
六
道
に

苦
し
む
例
を
引
き
、
そ
れ
と
対
照
さ
せ
な
が
ら
、
善
業
の
者
は
そ
の
功
徳
に
よ
り
こ
の
留
の
よ
う
に
荘
厳
を
き
わ
め
た
阿
弥
陀
の
来
迎
を
う
け
る

で
あ
ろ
う
と
浄
土
図
を
絵
解
き
し
て
阿
弥
詑
浄
土
の
観
想
と
念
仏
の
必
要
を
説
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
絵
解
き
を
受
け
る
観
衆
に

は
、
ま
ず
こ
の
絵
の
主
題
は
何
か
、
何
が
え
が
か
れ
て
い
る
か
が
説
明
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
単
純
な
構
成
に
よ
る
来
迎
図
の
場
合
で
は
河

弥
陀
が
飛
来
し
て
く
る
こ
と
の
指
摘
や
、
観
音
・
勢
至
の
名
称
や
役
割
の
解
説
で
終
る
が
、
複
雑
な
形
式
で
は
、
廿
五
菩
譲
等
の
聖
衆
の
名
称
か

ら
、
浄
土
を
出
発
す
る
再
弥
陀
聖
衆
の
グ
ル
ー
プ
と
往
生
者
の
屋
形
に
到
着
し
た
阿
弥
陀
聖
衆
の
区
別
、

そ
し
て
再
者
の
意
味
の
相
違
が
、
観
音

の
も
つ
蓮
台
が
未
開
敷
蓮
華
で
あ
る
か
(
前
者
)
、

開
敷
で
あ
る
か
(
後
者
)

に
よ
っ
て
識
別
さ
れ
る
と
い
う
解
説
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

往
生
者

の
屋
形
に
向
う
阿
弥
陀
聖
衆
の
背
景
に
、
浄
土
の
主
で
あ
る
阿
弥
陀
仏
を
示
す
河
弥
陀
三
尊
が
え
が
か
れ
て
い
る
こ
と
の
説
明
も
来
迎
図
の
絵
解

き
に
は
重
要
で
あ
る
。

こ
う
し
た
浄
土
教
絵
画
の
主
題
は
、
当
麻
品
工
奈
羅
の
場
合
は
い
っ
そ
う
難
解
で
あ
る
。
釈
、
逆
が
河
弥
陀
浄
土
の
観
察
作
法
を
章
提
希
夫
人
に
説

く
に
い
た
っ
た
縁
起
を
物
語
る
左
辺
周
縁
部
の
序
文
義
、
ま
た
右
辺
周
縁
部
の
日
想
観
か
ら
雑
想
観
に
い
た
る
阿
弥
陀
浄
土
の
十
三
の
観
想
(
「
定

善
義
」
)
や

阿
弥
陀
来
通
を
う
け
る
往
生
者
の
さ
ま
を
九
品
に
分
け
て
え
が
く
下
辺
の
散
善
義
は
、

僧
侶
の
解
説
を
得
て
は
じ
め
て
理
解
で
き

る
難
解
な
主
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
点
、
浄
土
教
絵
画
の
研
究
が
ま
ず
主
題
を
究
明
す
る

「
主
題
的
方
法
」

で
は
じ
ま
り
、

い
ま
な
お
多

く
の
研
究
者
が
こ
の
方
法
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
も
当
然
と
い
え
よ
う
。
こ
の
方
法
は
、
厳
密
に
は
「
図
像
的
解
釈
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
日
六

プL



一
O

体
的
に
は
画
中
の
さ
ま
ざ
ま
の
主
題
を
、
経
典
の
所
説
と
対
応
さ
せ
、
各
主
題
の
内
容
を
規
定
し
、
主
題
の
細
部
に
あ
ら
わ
れ
た
差
異
か
ら
、
画

踊
や
注
文
主
で
あ
る
僧
椙
ら
が
依
拠
し
た
経
典
や
思
想
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

例
を
当
麻
長
十
余
羅
右
辺
の
定
善
義
中
、

第

「
日
想
観
」

に
と
る
。
画
面
は
左
手
前
の
土
壌
に
、
一
本
の
禅
木
の
傍
に
立
つ
章
提
希
夫
人
と
侍
者
を
置
き
、
土
壌
と
対
角
線
を
な
す
画
面
中
景
に

は
連
山
を
対
称
さ
せ
、
そ
の
上
空
に
日
輪
と
黒
・
黄
・
白
の
三
筋
の
雲
を
え
が
い
て
い
る
。

日
想
観
は
心
を
静
め
て
西
方
の
山
に
、
没
す
る
日
輪
を

観
じ
極
楽
浄
土
の
所
在
を
想
念
す
る
観
法
で
あ
る
。
観
無
量
寿
経
に
は
「
仏
、
享
提
希
に
告
げ
た
ま
は
く
、
汝
お
よ
び
衆
生
応
に
心
を
専
に
し
念

を
一
処
に
繋
け
て
西
方
を
想
う
べ
し
。
云
、
詞
が
想
を
な
す
、
凡
そ
想
を
な
す
と
い
う
は
、

あ
き
ら

み
な
臼
没
を
見
よ
。
当
に
想
念
を
超
し
て
、
正
坐
酉
向
し
て
、
諦
か
に
日
を
観
じ
て
、
心
を
堅
住
な
ら
し
め
て
、
想
を
専
ら
に
し
て
移
ら
ざ
れ
。

一
切
衆
生
、
生
富
に
非
ざ
る
よ
り
は
、
ふ
何
日
の
徒
、

日
の
没
せ
ん
と
し
て
形
鼓
を
懸
け
た
る
が
如
く
な
る
を
見
る
べ
し
、
既
に
日
を
見
る
こ
と
を
己
り
な
ば
、

E
を
問
、
づ
る
も
開
く
も
、
み
な
明
了
な

(
註
臼
)

ら
し
め
よ
、
是
を
ヨ
想
と
な
し
、
名
づ
け
て
初
観
と
い
う
」
と
明
記
し
て
い
る
か
ら
、
当
蘇
品
ヱ
奈
羅
の
主
題
(
図
像
)
は
基
本
的
に
は
、
仏
が
ふ
斗

提
希
夫
人
の
た
め
に
説
い
た
観
経
に
法
拠
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

し
か
し
当
麻
長
奈
羅
に
え
が
か
れ
た
日
想
観
の
図
像
は
観
経
の
一
所
説
と

ま
っ
た
く
同
一
で
は
な
い
。
図
中
、
卒
提
希
夫
人
の
背
後
に
た
な
び
く
三
色
の
雲
に
つ
い
て
は
、
観
経
に
は
何
ら
説
く
と
こ
ろ
が
な
い
。
そ
れ
に

反
し
、
中
国
浄
土
教
の
大
成
者
善
導
会
ハ
二
二
i
六
八
一
)
が
撰
述
し
た
観
経
の
注
釈
本
「
観
経
西
枯
疏
」

に
収
録
す
る
「
正
宗
分
定
善
義
」
に

t主

「
此
想
を
作
す
時
、
乱
想
除
く
こ
と
を
得
て
心
瀬
く
凝
定
す
。
然
し
て
後
徐
々
と
し
て
心
を
転
じ
て
諦
か
に
日
を
観
ぜ
よ
。
其
根
利
な
る
者

は
一
埜
に
し
て
却
ち
明
想
現
前
す
る
を
見
ん
。
鏡
の
現
ず
る
時
に
当
り
て
、
或
は
銭
の
大
き
さ
の
如
く
、
或
は
鏡
の
面
の
大
き
さ
の
如
し
。
比
の

明
の
上
に
於
て
昂
ち
自
ら
業
捧
の
軽
重
の
相
を
見
る
。

一
に
は
黒
障
、
猶
し
黒
雲
の
日
を
障
ふ
る
が
如
し
。
二
に
は
黄
障
、
又
黄
雲
の
日
を
障
ふ

る
が
如
し
。
三
に
は
自
拝
、
白
雲
の
日
を
捧
ふ
る
が
如
し
。
此
の
自
雲
の
障
ふ
る
に
よ
る
が
故
に
、
朗
然
と
し
て
顕
照
す
る
こ
と
を
得
ず
。
衆
生

の
業
障
も
亦
是
の
如
し
。
浄
心
の
境
を
障
蔽
し
て
心
を
し
て
明
照
な
ら
し
む
る
こ
と
能
は
ず
」
と
し
て
、

(註
H
H
〉

三
色
の
雲
に
つ
い
て
判
然
と
解
釈
を
加
え
て
い
る
。

「
自
ら
の
業
障
」

の
軽
重
を
象
徴
す
る



同
様
の
こ
と
は
、
水
想
観
に
お
け
る
波
浪
の
描
写
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
当
麻
長
奈
羅
の
水
想
観
は
画
面
左
手
前
に
土
坂
を
置
き
、

四
本
の
樹

木
の
傍
に
ひ
ざ
ま
づ
く
牟
提
肴
夫
人
と
う
し
ろ
に
た
た
ず
む
侍
女
を
え
が
く
c

ま
た
画
面
右
手
奥
の
対
岸
に
も
西
本
の
樹
木
を
立
て
、

J

出
土
岐

の
拐
に
上
か
ら
頼
次
、
騒
ぎ
立
て
る
波
浪
と
静
か
な
さ
ざ
波
、

そ
し
て
凝
結
し
て
は
り
つ
め
る
永
の
海
を
三
段
に
分
け
て
え
が
い
て
い
る
。
・
水
怨

観
は
極
楽
浄
土
の
大
地
の
椙
を
想
念
す
る
た
め
、

ま
ず
水
の
浄
ら
か
な
る
を
想
い
、

つ
い
で
水
の
す
き
透
る
さ
ま
を
想
い
、
思
璃
の
如
き
浄
土
の

大
地
を
観
察
す
る
観
法
で
あ
る
。

し
か
る
に
観
経
に
は
「
水
想
を
な
せ
。

西
方
一
切
皆
な
是
れ
大
水
な
る
を
想
い
見
よ
。

水
の
激
清
な
る
を
口
九

て
、
ま
た
明
了
に
し
て
分
散
の
心
な
か
ら
し
め
よ
。
既
に
水
を
見
己
り
な
ば
、
当
に
氷
想
を
起
す
べ
し
。
永
の
挟
徹
せ
る
を
見
て
、
瑠
璃
の
怨
を

作
せ
。
こ
の
想
成
じ
を
は
り
な
ば
、
瑠
璃
地
の
内
外
映
徹
せ
る
を
見
よ
」
と
あ
り
、
水
の
静
か
に
清
ら
か
な
る
さ
ま
と
、
瑠
璃
の
ご
と
く
か
が
や

く
永
の
海
に
つ
い
て
は
記
述
を
み
る
が
、

上
段
の
波
浪
に
つ
い
て
は
何
ら
記
述
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

と
こ
ろ
が
善
導
の

「
読
経
四
帖
疏
」
に

は
、
水
想
観
を
な
す
前
に
、
擁
に
満
た
し
た
水
に
た
と
え
て
、
水
の
動
揺
に
よ
っ
て
行
者
の
心
の
動
揺
を
知
り
、
心
の
平
静
を
回
復
し
て
の
ち
本

想
観
に
入
る
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
c

当
森
長
奈
羅
中
の
水
想
観
は
、
海
の
上
段
に
騒
ぎ
立
て
る
波
浪
を
え
が
き
加
え
る
こ
と
で
善
導
の
所
説

を
と
り
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
c

そ
の
ほ
か
、

観
法
中
に
享
提
希
夫
人
の
姿
を
え
、
が
く
点
で
も
、

当
森
長
奈
羅
の
茜
像
が
善
道
寸
の
「
四
粘
疏
」
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
当
麻
蔓
奈
羅
で
は
、
左
辺
周
縁
部
の
浮
文
義
(
享
提
希
夫
人
の
物
語
)
と
、
右
辺
周
縁
部
の
定
善
義
(
阿
弥
陀
第
一
一
観
か
ら
十
三
観
ま
で
)

の
各
観
法
中
に
牟
提
希
夫
人
の
姿
を
え
が
き
込
ん
で
い
る
。
序
文
義
で
は
牟
提
看
夫
人
が
画
面
に
登
場
し
て
い
ろ
い
ろ
の
事
件
を
演
じ
る
と
い
う

仕
方
で
あ
り
、
定
善
義
で
は
、
牟
提
希
夫
人
が
自
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
観
法
を
観
ず
る
と
い
う
構
成
で
あ
る
。

し
か
し
下
辺
周
縁
部
の
第
十
四
観
か
ら

第
十
六
観
ま
で
の
散
善
義
(
九
品
来
通
)

に
は
牟
提
希
夫
人
の
姿
は
登
場
し
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
当
麻
受
奈
羅
の
基
本
的
な
原
典
で
あ
る

観
経
の
所
説
を
み
る
と
、
序
文
義
に
お
い
て
も
定
善
義
に
お
い
て
も
、
毒
提
希
夫
人
を
書
く
べ
し
と
の
規
定
は
み
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
当
麻
曇
奈
羅
の
序
文
義
と
定
善
義
に
夫
人
の
姿
を
え
が
き
、
散
善
義
で
は
こ
れ
を
省
略
し
た
構
成
は
何
に
よ
る
の
か
。
善
導
は

「
悶
帖
疏
」



の
な
か
で
、
観
経
の
趣
旨
に
つ
い
て
、
序
文
義
と
、
阿
弥
詑
第
一
観
か
ら
十
三
観
に
い
た
る
定
善
義
は
釈
尊
が
苦
悩
の
現
世
に
絶
望
し
た
章
提
希

(

註

間

山

)

夫
人
の
も
と
め
に
応
じ
て
説
い
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
散
善
義
の
九
品
来
迎
椙
は
釈
尊
自
身
の
意
志
か
ら
説
い
た
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
序
文
義
と
定
善
義
に
夫
人
の
姿
を
え
が
く
の
は
釈
尊
が
享
提
希
夫
人
の
も
と
め
に
応
じ
て
説
法
し
た
こ
と
を
示
す
わ
け
で
あ
り
、

そ
れ
に
対
し
、
散
善
義
に
夫
人
を
え
が
か
な
い
の
は
、

こ
れ
が
釈
尊
の
説
法
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
当
蘇
受

茶
羅
の
講
或
が
善
導
の
所
説
に
も
と
守
つ
い
て
考
案
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
当
麻
蔓
茶
羅
の
主
題
(
あ
る
い
は
図
像
的
形

式
)
を
、
そ
れ
が
依
拠
し
た
と
推
定
さ
れ
る
経
典
・
議
軌
と
照
合
・
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
基
本
的
に
は
当
蘇
受
奈
羅
が
浄
土
三
部
経
の
一

つ
観
無
量
寿
経
の
所
説
を
絵
画
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
直
接
的
に
は
善
導
撰
述
の
註
釈
本
「
観
経
四
粘
疏
」
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

(

詮

げ

)

(

詮

同

日

)

に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
奈
良
時
代
後
半
か
ら
は
じ
ま
り
、
東
大
寺
再
弥
陀
堂
(
八
世
紀
後
半
の
建
立
)
や
法
華
寺
浄
土
民
(
天
平
字
宝
三
年
、

七
五
九
)
を
建
て
、

ま
た
当
麻
受
奈
羅
や
智
光
受
奈
羅
な
ど
の
浄
土
変
を
説
存
す
る
に
い
た
っ
た
日
本
上
代
の
浄
土
信
仰
が
、
中
国
の
浄
土
教
思

想
の
う
ち
善
導
系
の
思
想
を
重
要
な
背
景
と
し
て
成
立
し
た
と
い
う
推
定
を
も
可
能
に
す
る
の
で
あ
る
。

浄
土
教
絵
画
中
の
主
題
〈
図
橡
)
を
考
察
す
る
場
合
、
尊
橡
や
持
物
な
ど
の
細
部
の
形
式
を
教
典
・
犠
軌
と
照
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
当
の

絵
画
が
成
立
し
た
信
仰
的
背
景
を
さ
ぐ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
例
を
来
迎
国
に
え
が
か
れ
る
阿
弥
陀
仏
の
手
印
(
印
椙
)

に
み
る
。
阿
弥
陀
仏

の
印
椙
は
説
法
印
(
そ
れ
ぞ
れ
両
手
の
第
一
、
三
指
を
接
し
、

そ
の
接
点
で
左
右
の
手
を
合
わ
せ
る
印
栢
)
と
来
通
印
(
上
品
下
生
印
、

そ
れ
ぞ

れ
両
手
の
第
一
、
二
指
を
接
し
、
右
手
は
あ
げ
て
外
に
む
け
、
左
手
は
左
膝
に
の
せ
て
上
に
向
け
る
印
椙
)
の
二
種
で
あ
る
。
前
者
の
例
は
法
華

(函

7

)

(

国
9
V

寺
阿
弥
陀
三
尊
図
の
持
弥
陀
像
、
松
屠
寺
阿
弥
陀
十
五
菩
薩
来
通
図
の
阿
弥
陀
像
、
安
楽
寿
院
阿
弥
陀
十
五
菩
薩
来
通
図
の
阿
弥
陀
像
、
禅
林
寺

(

忍

幻

)

(

回

出

S

)

(

図

的

叫

〕

山
越
来
迎
図
の
阿
弥
詑
像
な
ど
、
後
者
は
、
金
剛
峯
寺
阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
図
の
阿
弥
陀
像
、
田
上
野
家
山
越
来
迎
函
の
阿
弥
陀
像
等
で
あ
る
。
こ

の
う
ち
来
迎
印
は
必
ず
し
も
特
定
の
経
典
・
儀
軌
に
そ
の
規
定
を
み
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
平
安
時
代
以
降
、

一
般
的
に
来
通
の
阿
弥
陀
を
一
部
す

印
椙
と
理
解
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
彫
刻
・
絵
画
を
通
じ
て
も
っ
と
も
多
く
つ
く
ら
れ
た
。
そ
れ
に
反
し
、
説
法
印
の
来
迎
図
は
比
較
的
遺
例
が



少
な
い
。
説
法
印
に
よ
る
来
迎
図
の
起
源
に
つ
い
て
、

い
ま
二
説
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
は
、
説
法
印
来
迎
国
の
起
源
を
天
台
宗
の
浄
土
思
想
に
も
と
め
よ
う
と
す
る
山
本
興
二
氏
の
説
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
説
法
印

(
注
総
)

を
結
ぶ
阿
弥
詑
像
の
図
保
・
儀
軌
は
遺
併
に
と
ぼ
し
い
が
、
覚
禅
抄
に
心
覚
撰
と
し
て
収
録
す
る
「
阿
弥
陀
五
尊
長
茶
羅
」
の
中
尊
が
こ
の
印
相

を
結
ん
で
い
る
。
尊
像
構
成
は
持
弥
詑
を
中
尊
に
、
観
吾
、
勢
至
、

地
裁
、
竜
樹
の
四
菩
瑳
が
そ
の
周
菌
を
か
こ
む
。
こ
の
五
尊
構
成
は
叡
山
関

係
の
基
本
的
文
献
で
あ
る
叡
岳
要
記
お
よ
び
山
門
堂
舎
記
所
収
の
首
梼
議
院
条
で
横
川
常
行
三
味
堂
の
尊
像
配
置
と
し
て
記
す
構
成
と
一
致
し
て

い
る
ほ
か
、
現
存
す
る
説
法
印
の
河
弥
陀
来
通
留
は
い
ず
れ
も
い
ま
天
台
宗
寺
読
に
伝
来
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
(
松
尾
寺
本
、
安
楽
寿
院
本
)

な
ど
か
ら
、
説
法
印
阿
弥
陀
像
は
い
ず
れ
も
天
台
浄
土
教
を
背
景
と
し
て
成
立
し
た
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
(
な
お
、
こ
の
う
ち
、
安
楽
寿
院
本

に
は
、
守
護
神
と
し
て
画
面
下
方
の
右
に
不
動
、
左
に
毘
沙
門
天
を
配
し
て
い
る
。
こ
の
脇
侍
構
成
は
九
世
紀
の
中
葉
、
円
仁
が
造
立
し
た
横
川

中
堂
聖
観
青
像
の
左
右
に
不
動
・
毘
沙
門
天
の
二
守
護
神
を
配
す
る
こ
と
に
起
源
を
も
っ
尊
像
構
成
で
あ
る
が
、
平
安
末
期
以
降
、
本
来
聖
観
音

の
協
作
で
あ
っ
た
こ
の
二
天
部
像
が
聖
観
音
像
以
外
の
観
音
、
千
手
観
音
な
ど
の
脇
侍
と
し
て
も
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
鎌
倉
時
代

以
降
に
は
、

釈
迦
如
来
、
薬
師
如
来
、
地
蔵
菩
薩
、
虚
空
蔵
菩
瑳
な
ど
観
音
以
外
の
仏
・
菩
薩
や
、
弁
財
天
な
ど
の
天
部
像
な
ど
の
務
侍
と
し
て

も
、
ま
た
神
仏
習
合
思
想
の
隆
盛
を
背
景
と
し
て
成
立
す
る
天
台
系
の
熊
野
受
奈
羅
や
山
王
晶
玉
余
羅
に
も
協
同
と
し
て
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
こ
と
は
、
不
動
・
毘
沙
門
の
両
脇
侍
が
「
横
川
中
堂
観
音
の
脇
侍
形
式
」
と
い
う
特
定
の
位
置
を
は
な
れ
て
、

「
天
台
の
脇
持
形
式
」

と
し

て
広
範
囲
な
発
展
を
と
げ
た
こ
と
を
物
語
る
。
勿
論
中
世
以
降
に
な
る
と
、

」
の
脇
侍
構
成
は
天
台
系
寺
院
に
か
ぎ
ら
ず
、
他
宗
、

と
り
わ
け
真

一
一
一
一
日
系
寺
院
の
尊
像
に
も
採
用
さ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
古
代
末
・
中
世
初
頭
に
お
い
て
は
、
天
台
系
尊
像
に
か
ぎ
っ
て
み
ら
れ
る
と
い
っ
て
よ

い
よ
う
で
あ
る
。
十
三
位
紀
初
頭
の
制
作
で
あ
る
安
楽
寿
院
本
阿
弥
陀
来
通
図
は
、

」
の
天
台
独
自
の
脇
侍
構
成
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
天
台
浄
土
教
を
背
景
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
考
え
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
よ
う
で
あ
る
)
。

こ
の
よ
う
に
説
法
印
を
結
ぶ
阿
弥
陀
像
の
図
像
的
形
式
が
天
台
系
浄
土
教
を
背
景
に
し
て
成
立
し
、

か
つ
横
川
常
行
堂
の
阿
弥
陀
五
等
形
式
に



四

起
源
を
も
っ
と
す
る
な
ら
ば
、
説
法
印
河
弥
陀
の
来
迎
図
が
恵
心
僧
都
源
信
の
周
辺
で
創
始
さ
れ
た
と
考
え
う
る
可
能
性
を
生
む
。
恵
心
僧
都
が

ど
う
し
よ
う
ま
ん
だ
ら

来
連
盟
(
あ
る
い
は
迎
接
受
奈
羅
)
を
創
案
し
た
と
説
く
文
献
は
多
く
、
恵
心
僧
都
の
誌
記
で
あ
る
「
延
暦
寺
首
税
厳
院
源
信
僧
都
伝
」
を
は
じ

め
、
志
心
僧
都
が
横
川
で
は
じ
め
た
法
会
「
二
十
五
三
味
会
」
の
過
去
帳
で
あ
る
「
首
研
厳
院
二
十
五
三
味
結
議
過
去
帳
L

、

天
台
系
の
代
表
的

図
像
集
「
関
裟
締
抄
」

の
阿
弥
陀
条
に
も
こ
の
こ
と
を
一
記
し
て
い
る
。
ま
た
い
う
ま
で
も
な
く
横
川
は
恵
心
僧
都
が
往
生
要
集
を
撰
述
し
た
華
台

院
の
あ
る
谷
で
あ
り
、
天
台
浄
土
教
の
中
心
地
を
な
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
立
場
に
立
て
ば
、
説
法
印
阿
弥
陀
来
迎
図
は
横
川
常
行
堂

諸
尊
を
も
と
と
し
、
忠
心
僧
都
源
信
を
中
心
と
す
る
天
台
浄
土
教
の
基
盤
か
ら
生
れ
て
き
た
と
い
う
成
立
の
事
憶
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
以

上
が
山
本
説
の
概
要
で
あ
る
。

(
註
幻
〉

勿
論
、
こ
の
推
論
に
は
異
説
が
あ
る
。
中
野
玄
三
氏
に
よ
れ
ば
、
横
川
常
行
堂
本
尊
の
手
印
は
説
法
印
で
は
な
く
、
弥
陀
の
定
印
で
あ
っ
た
と

い
う
。
心
覚
撰
の
別
尊
雑
記
は
前
述
し
た
覚
禅
抄
所
収
の
関
弥
陀
五
尊
受
茶
羅
を
引
用
す
る
と
き
、

「
こ
の
文
」

「
大
唐
云
云
」
と
い
っ
て
い
る

か
ら
、

」
の
図
の
原
本
は
唐
代
の
仏
画
で
あ
り
、

か
つ
真
言
宗
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
心
覚
(
一
一
一
七
i
一
一
八

O
)
は古一同

野
山
の
僧
で
、
彼
の
撰
述
「
別
尊
雑
記
」
は
真
言
宗
系
の
初
期
図
像
集
で
あ
る
成
蓮
院
兼
意
(
一

O
七
二
l
一
一
四
五
)

の
成
蓮
抄
二
十
巻
、
成

就
院
寛
助
(
一

O
五
七
;
一
一
二
五
)

の
別
行
抄
七
巻
、
勝
定
一
房
恵
什
(
十
二
世
紀
前
半
)

の
図
録
抄
十
巻
、
勝
倶
股
院
実
運
(
一
一

O
五

i
一

一
六

O
)
の
秘
蔵
金
宝
集
十
巻
、
玄
秘
抄
四
巻
、
諸
尊
要
抄
十
五
巻
か
ら
基
本
的
な
儀
軌
・
図
像
を
引
用
し
て
集
大
成
し
た
図
像
集
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
説
法
印
を
結
ぶ
阿
弥
陀
五
尊
蔓
茶
羅
の
図
像
が
「
別
尊
雑
記
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
一
瓦
来
は
真
言
宗
系
図
像
集
に

収
録
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
果
し
て
天
台
叡
山
に
入
り
得
た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
し
か
も
横
川
常
行
堂
が
建
立
さ
れ
た
天
暦
五
年
(
九

五
四
)
は
中
国
は
す
で
に
宋
代
で
あ
る
か
ら
、

一
時
代
前
の
唐
代
に
成
立
・
流
布
し
て
い
た
吉
様
の
図
橡
が
新
造
の
常
行
三
昧
堂
の
本
尊
形
式
と

し
て
採
用
さ
れ
た
か
ど
う
か
も
疑
わ
し
く
な
る
。
む
し
ろ
横
川
常
行
堂
本
尊
の
印
相
は
「
弥
陀
の
定
印
」
で
あ
っ
た
と
考
え
う
る
積
極
的
な
理
由

(
諾
沼
)

や
は
り
天
台
宗
の
有
力
寺
院
で
あ
る
兵
塵
一
乗
寺
の
河
弥
陀
五
尊
圏
(
十
三
世
紀
)
を
あ
げ
る
。
定
印
の
弥
陀
を

も
あ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、



小
心
に
、
観
音
、
労
至
、
地
蔵
、
竜
樹
を
周
囲
に
配
し
た
五
尊
形
式
で
、

こ
の
構
成
は
勿
論
、
横
川
常
行
堂
の
本
尊
形
式
と
同
一
で
あ
る
。

し
か

も
一
采
守
本
の
表
現
を
み
る
に
、

や
や
肥
痩
を
ふ
く
ん
だ
措
線
の
佐
賀
、
中
間
色
を
多
用
し
た
配
色
の
特
色
、
相
好
に
み
る
感
覚
的
な
表
情
な
ど

末
風
の
影
響
を
顕
著
に
受
け
て
い
る
。
天
務
五
年
に
建
立
さ
れ
た
常
行
三
味
堂
本
寺
の
原
典
と
し
て
は
、

む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
「
宋
風
」
に
な
る

新
来
の
図
像
を
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
、

と
中
野
氏
は
主
張
す
る
。

と
す
れ
ば
説
法
印
持
弥
詑
結
成
の
源
流
は
ど
こ
に
見
出
せ
る
か
。
中
野
氏
は
、
説
法
印
来
迎
図
は
天
台
浄
土
教
か
ら
で
は
な
く
、
奈
良
の
伝
統
的

浄
土
思
想
を
背
景
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
は
な
い
か
、

と
推
論
す
る
。

ま
ず
、
説
法
印
を
結
ぶ
阿
弥
陀
像
の
彫
像
は
奈
良
時
代
に
多
く
、
法
隆

寺
伝
法
堂
に
の
こ
る
数
体
の
乾
漆
造
時
弥
陀
象
(
八
世
紀
末
)
、

奈
良
興
福
良
阿
弥
詑
三
尊
橡
の
中
尊
(
八
位
記
)

を
は
じ
め
、

広
隆
寺
講
堂
阿

弥
陀
段
(
八
二
一
一
一

i
八
一
二
二
)
も
説
法
印
で
あ
る
。
広
詮
寺
結
成
は
京
都
に
の
こ
り
、

か
つ
制
作
時
期
も
平
安
前
期
に
入
る
が
、
様
式
的
に
は
、
神

(
出
様
)
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
、
調
和
を
む
ね
と
す
る
奈
良
彫
刻
の
影
響
が
つ
よ
く
み
ら
れ
る

護
寺
薬
師
像
な
ど
の
お
様
に
対
す
る
「
奈
良
様
」

か
ら
、

こ
の
像
が
奈
良
系
の
僧
椙
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
、
奈
良
彫
刻
の
様
式
的
伝
統
を
保
持
し
た
仏
師
の
子
で
造
立
さ
れ
た
と
考
え
得
る
可
能
性

が
あ
る
日
時
代
の
降
る
資
料
で
あ
る
が
、

広
経
寺
の
諸
記
録
を
あ
つ
め
た
「
広
詮
寺
来
由
記
」

(
室
町
時
代
)
に
大
安
寺
賢
誌
の
作
と
記
す
こ
と

も
こ
の
推
定
を
お
ぎ
な
う
。

ま
た
広
隆
寺
は
平
安
初
期
の
弘
仁
九
年
(
八
一
八
)
回
録
に
か
か
り
堂
舎
の
こ
と
ご
と
く
を
失
っ
た
、
が
、
そ
の
あ
と

別
封
に
任
じ
ら
れ
広
隆
寺
の
復
興
を
指
導
し
た
の
が
、

や
は
り
市
都
元
興
寺
で
三
論
を
学
ん
だ
道
呂
律
師
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
平
安
前
期
に
お
け

る
広
隆
寺
と
南
部
諸
寺
院
と
の
ふ
か
い
関
係
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
説
法
印
を
結
ぶ
阿
弥
陀
像
の
形
式
が
奈
良
時
代
の
南
部
で

流
布
し
て
い
た
阿
弥
陀
像
の
通
例
の
形
式
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
以
上
が
中
野
説
の
概
要
で
あ
る
が
、

(図
7
)

は
、
説
法
印
の
阿
弥
陀
を
中
尊
と
す
る
来
通
毘
の
あ
る
も
の
(
法
華
寺
河
弥
詑
三
等
園
、
禅
林
寺
山
越
来
迎
留
な
ど
)
に
、
括
(
旗
)
を
捧
げ
る

」
の
ほ
か
に
も
中
野
氏

「
持
揺
皇
子
」
を
え
が
き
込
ん
で
い
る
例
を
指
摘
し
、

「
幡
」
は
奈
良
時
代
以
蜂
、
燕
気
一
千
癒
と
死
の
恐
怖
か
ら
の
離
脱
に
功
徳
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
放
生
会
そ
の
他
の
悔
過
会
に
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
点
か
ら
も
説
法
印
阿
弥
陀
像
の
来
通
図
は
奈
良
時
代
の
浄
土
思
想
と

一
五



二ハ

関
係
が
ふ
か
い
、

と
し
て
い
る
。

以
上
い
く
つ
か
の
例
を
あ
げ
て
考
察
し
た
よ
う
に
、

ー
の
主
題
的
方
法
は
、

浄
土
教
絵
画
に
お
け
る
主
題
と
国
橡
形
式
(
尊
名
、
持
物
、
手

印
、
情
景
描
写
等
)

の
特
色
を
経
典
そ
の
他
の
文
献
資
料
と
比
較
・
対
照
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
の
浄
土
教
絵
画
に
え
が
か
れ
る
尊
橡
の
種

類
や
本
誓
(
本
願
)
や
説
話
な
ど
の
図
橡
的
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、

そ
の
画
像
が
成
立
し
た
言
停
的
・
宗
派
的
背
景
や
、
精
神

史
的
背
景
を
も
明
ら
か
に
し
う
る
可
能
生
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
方
法
は
主
に
い
わ
ゆ
る
図
像
学
者
が
依
拠
す
る
方
法
と
い
え
る
が
、
前
述
し
た

よ
う
に
、
主
題
は
宗
教
絵
画
、
説
話
的
絵
画
の
も
つ
基
本
的
な
要
素
で
あ
る
か
ら
、
抱
の
方
法
(
た
と
え
ば
様
式
論
)
を
と
る
研
究
者
も
例
外
な

く
、
ま
ず
こ
の
方
法
を
用
い
て
主
題
面
の
検
討
を
行
い
、

そ
の
上
で
、
地
方
面
か
ら
の
考
察
を
加
え
る
と
い
う
の
が
普
通
に
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

I 

造
形
的
方
法

宗
教
芸
術
と
し
て
の
来
迎
盟
も
絵
画
で
あ
る
か
ぎ
り
、

「
色
と
形
」
で
え
が
か
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
絵
画
の
も
つ
色
と
形
の
特
色
を
主
に

考
察
す
る
方
法
を
こ
こ
で
は
造
形
的
方
法
と
よ
ぶ
。
美
前
史
研
究
者
の
多
く
が
こ
の
方
法
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
、
来

迎
図
の
色
と
形
の
特
色
を
検
討
す
る
造
形
的
方
法
も
、
来
通
図
自
体
の
複
雑
な
構
成
に
対
応
し
て
、
き
わ
め
て
多
様
で
あ
る
と
い
わ
な
く
て
は
な

ら
な
い
が
、

お
お
よ
そ
、
判
形
式
的
考
察
と
、
防
様
式
的
考
察
の
二
種
に
分
類
し
て
整
理
す
る
こ
と
が
可
詣
で
あ
る
。

(
詮
阿
古

川
刊
「
形
式
的
考
察
」
は
、
画
面
に
み
ら
れ
る
色
と
形
自
体
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。
例
を
源
豊
宗
氏
の
「
来
迎
の
芸
術
」
に
と
る
。
ま
ず
源

氏
は
、
来
迎
函
の
構
造
を
、
理
想
的
世
界
の
表
現
(
具
体
的
に
は
、
阿
弥
陀
聖
衆
、
舞
踊
す
る
菩
薩
な
ど
)
と
、
現
実
的
世
界
の
表
現
(
具
体
的

に
は
、
自
然
、
家
屋
、
往
生
者
な
ど
)
、

そ
し
て
こ
の
再
者
の
結
合
の
意
義
の
表
現
(
具
体
的
に
は
、
雲
や
風
に
ひ
る
が
え
る
天
衣
、
菩
薩
の
姿

勢
、
仏
の
践
の
方
向
、
白
事
の
光
、
蓮
台
の
蓮
弁
な
ど
の
も
つ
運
動
惑
と
し
て
え
が
か
れ
る
)
と
い
う
三
つ
の
構
成
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る



と
規
定
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
三
要
素
が
画
面
に
具
体
的
に
え
が
か
れ
る
際
の
多
様
な
色
と
形
(
形
式
)
を
、

ω二
十
五
菩
薩
形
式
、

ω三
尊

形
式
、

ω山
越
形
式
の
三
形
式
に
分
類
し
た
の
ち
、
各
形
式
内
で
の
発
展
開
係
と
、
各
形
式
相
互
間
で
の
発
展
開
係
を
考
察
す
る
の
で
あ
る
。
ま

ず

ωの
二
十
五
苦
産
形
式
は
、
来
迎
図
の
歴
史
の
も
っ
と
も
早
い
段
階
に
成
立
し
た
形
式
で
、

(
図
ヲ
)

へ
漸
次
展
開
す
る
と
考
え
る
。
正
面
形
式
の
松
尾
寺
再
弥
陀
来
迎
国
は
宋
代
初
期
の
原
本
を
模
し
た
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
、
右
右
対
称
、
均
整

(図

pa)

的
構
図
を
と
り
、
ゆ
と
り
の
な
い
未
熟
か
っ
素
朴
な
印
象
を
み
せ
静
的
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
鳳
思
堂
壁
画
の
九
口
如
来
迎
図
は
斜
め
形
式
の
初
期

」
の
形
式
の
内
部
で
は
正
面
形
式
か
ら
斜
め
形
式

に
属
す
る
作
品
で
、
阿
弥
詑
聖
衆
は
ゆ
っ
た
り
し
た

S
字
形
の
構
図
を
と
っ
て
飛
来
す
る
。
そ
の
表
現
は
続
出
的
、
か
つ
優
美
で
あ
る
(
藤
原
的

(

8

m

v

(

図
間
三

こ
れ
に
反
し
興
福
民
間
掠
陀
聖
衆
来
迎
囚
や
浄
福
寺
河
弥
花
来
迎
珪
等
を
経
て
知
恩
民
早
来
通
ヨ
(
い
ず
れ
も
十
三
世
紀
)
に
い
た
る

様
式
)
。

と
、
来
通
の
撰
図
(
阿
弥
陀
聖
衆
が
往
生
去
に
向
う
来
通
の
方
向
)

は
対
角
線
的
と
な
り
、
聖
衆
は
す
べ
て
立
ち
上
り
、
雲
や
天
衣
は
風
に
吹
か

れ
て
運
動
感
を
強
調
す
る
。
来
通
の
迅
速
さ
を
示
す
形
式
(
鎌
倉
的
様
式
)
の
完
成
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
来
迎
図
の
多
様
性
(
形
式
の
多
様
性
)

は
、
結
局
さ
き
に
規
定
し
た
、
来
通
図
を
成
り
立
た
し
め
て
い
る
三
要
素
を
、
作
者
が
、
同
時
に
ま
た
そ
れ
が
つ
く
ら
れ
た
時
代
の
人
び
と
が
ど

の
よ
う
に
考
え
、
ど
の
よ
う
な
現
実
感
に
お
い
て
把
握
す
る
か
と
い
う
把
握
の
仕
方
の
相
違
か
ら
結
果
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

∞
の
三
尊
形
式
は
阿
弥
陀
が
観
音
・
勢
至
の
二
脇
侍
を
と
も
な
う
形
式
で
、
多
数
の
聖
衆
を
え
が
か
な
い
。
遺
品
か
ら
い
え
ば
平
安
末
期
に
は

じ
ま
り
、
中
世
の
全
般
を
通
じ
て
流
布
し
た
ら
し
く
、
構
図
の
多
く
は
斜
め
構
図
で
あ
る
が
、
組
部
的
に
は
さ
ら
に
、
一
ニ
尊
が
坐
像
の
形
姿
で
あ

へ
師
同
日
吋
ゾ

ら
わ
れ
る
も
の
(
心
蓮
社
阿
弥
陀
三
尊
来
迎
図
、
金
剛
一
五
寺
阿
弥
陀
三
尊
来
通
鏡
像
な
ど
)
と
、
立
像
形
式
(
根
津
美
術
館
来
週
図
、
円
照
寺
来

迫
図
な
ど
)

に
分
れ
る
。
と
こ
ろ
で
三
尊
形
式
の
来
迎
図
は
、
二
十
五
菩
麗
来
通
図
に
比
し
て
構
図
は
単
純
で
あ
る
が
、
発
展
的
に
は
、
二
十
五

菩
薩
来
迎
図
の
な
か
か
ら
、
来
迎
図
の
中
心
を
占
め
る
阿
弥
陀
主
従
(
阿
弥
陀
三
尊
)

を
ピ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
し
て
一
一
胞
の
画
像
に
え
が
い
た
も
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
形
式
は
、
遺
品
的
に
い
っ
て
、
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
よ
り
も
時
代
が
降
り
、

か
っ
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
が
来
迎
の
有

様
を
信
者
に
絵
解
き
し
て
み
せ
る
と
い
う
説
明
的
生
認
を
つ
よ
く
も
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
三
尊
形
式
は
、
礼
拝
の
対
象
と
し
て
の
本
尊
的
性
格

七



ノ1

を
つ
よ
く
示
し
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
に
臨
終
の
本
尊
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
は
、

主
に
後
者
の
三
尊
形
式
で
あ
る
。

ゆ
第
二
一
形
式
の
山
越
来
迎
留
は
国
の
中
央
に
山
を
配
し
て
浄
土
(
山
の
む
こ
う
)
と
現
世
(
山
の
手
前
)
を
対
比
さ
せ
、

い
ま
浄
土
の
か
な
た

に
金
色
の
姿
を
大
き
く
あ
ら
わ
し
た
河
弥
陀
主
従
が
画
面
正
面
の
往
生
者
に
向
っ
て
来
通
せ
ん
と
す
る
国
で
あ
る
。
山
越
来
迎
図
は
恵
心
僧
都
の

創
案
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
山
の
前
面
に
え
が
か
れ
る
水
面
は
あ
る
い
は
琵
琶
湖
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
山
越
来
迎
図
に
登

場
す
る
寺
復
は
通
例
、
阿
弥
詑
と
観
音
・
勢
至
の
三
尊
で
あ
る
が
、

(

国

間

叫

)

田
上
野
家
山
越
来
迎
国
)
。

」
の
起
に
、
多
数
の
聖
衆
を
と
も
な
い
、

や
や
斜
め
構
図
で
飛
来
す
る
山
越

来
迎
図
も
あ
る
(
例
、

こ
れ
は
通
例
の
山
越
来
通
図
と
前
出
の
二
十
五
菩
薩
来
週
図
の
形
式
が
混
合
し
た
も
の
で
あ

る
。
以
上
が
源
氏
に
よ
る
形
式
的
分
類
の
概
要
で
あ
る
。

同
様
式
的
考
察

来
週
図
の
造
形
面
を
考
察
す
る
場
合
、
来
迎
留
の
「
色
と
形
」
岳
体
の
分
析
(
的
形
式
的
考
察
)
に
と
ど
ま
ら
ず
、
色
と
形
の
特
色
に
付
随
す

る
情
感
を
問
題
に
す
る
方
法
(
本
論
で
は
様
式
的
考
察
と
よ
ぶ
)
も
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
重
要
な
方
法
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
方
法
は
、
本
来
絵

画
の
色
と
形
の
分
析
を
前
提
と
し
て
行
い
う
る
方
法
で
あ
る
か
ら
(
い
い
か
え
る
と
、
信
感
は
具
体
的
に
は
色
と
形
に
お
い
て
あ
ら
わ
れ
る
も
の

実
際
に
こ
の
方
法
が
用
い
ら
れ
る
場
合
も
、
研
究
者
は
、
ま
ず
来
迎
図
の
色
と
形
に
み
ら
れ
た
特
色
を
形
式
的
方
法
に
拠
っ
て

考
察
し
た
上
で
、
そ
の
一
色
と
形
を
通
じ
て
あ
ら
わ
れ
た
情
感
の
考
察
に
す
す
む
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
。
源
豊
宗
氏
も
し
ば
し
ば
こ
の
方
法
を
と

(ヨ
S
)

る
。
た
と
え
ば
平
安
後
期
(
十
二
世
紀
前
半
)
の
制
作
で
あ
る
金
関
峯
寺
持
弥
陀
二
十
五
菩
藍
来
通
図
で
は
、
相
好
の
表
現
は
「
官
龍
性
」
に
あ

で
あ
る
か
ら
)
、

ふ
れ
、
色
彩
は
「
典
雅
」
、

色
調
も
漸
層
的
な
反
量
を
用
い
る
こ
と
で
、
全
体
と
し
て
「
温
雅
、
優
美
」
な
「
趣
致
」

に
戸
邑
ん
で
い
る
。

し
か
し

描
線
は
す
で
に
「
太
さ
と
硬
さ
」
を
帯
び
、

「
図
像
の
輪
廓
も
著
し
く
鮮
明
」
と
な
り
、
藤
原
の
な
か
で
も
後
期
以
降
に
位
置
す
る
こ
と
が
わ
か

(
同
凶
幻
〉

る
。
そ
れ
に
対
し
鎌
倉
時
代
の
禅
林
寺
山
越
来
迎
図
は
、
裁
金
を
多
用
す
る
点
に
「
理
智
主
義
的
趣
好
」
が
う
か
が
わ
れ
、
憂
戒
の
感
、
冷
厳
な

感
、
堅
硬
な
感
へ
と
変
化
し
て
い
る
の
を
み
る
。
こ
の
よ
う
に
「
様
式
的
方
法
」
は
、
来
通
商
の
展
開
を
、
来
迎
図
の
「
色
と
形
」
と
い
う
形
式



に
あ
ら
わ
れ
る
情
感
の
展
開
と
し
て
と
ら
え
る
方
法
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
方
法
を
議
長
さ
せ
れ
ば
、
来
迎
図
と
い
う
特
殊
な
ジ
ャ
ン
ル
の

百
本
美
術
全
体
を
情
感
の
歴
史
と
し
て
み
る
広
い
意
味
で
の
「
様
式
中
と
に
解
消
し
て
し
ま
う
と
い
う
危
険
を
は
ら
む
こ
と
と
な
る
。

時
史
を
、

事
実
源
氏
は
、

日
本
山
た
ん
前
の
歴
史
を
、
成
鳥
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
い
た
る
時
代
様
式
の
壁
史
と
し
て
と
ら
え
る
源
氏
自
身
の
壮
大
な
様
式
史
的

こ
の
体
系
の
な
か
で
来
通
留
の
様
式
的
(
培
感
的
)
畏
関
も
考
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

体
系
を
も
っ
て
お
与
、

源
地
一
品
宗
氏
の
よ
う
に
徹
底
し
た
様
式
史
的
体
系
を
背
景
に
も
た
ぬ
と
も
、
来
通
悶
の
壁
史
を
、
来
迎
図
の
色
と
形
が
か
も
し
だ
す
情
感
で
説
明

し
よ
う
と
す
る
論
去
は
多
い
。
町
田
中
一
氏
が
「
概
説
日
本
美
術
史
」
の
な
か
で
、
藤
原
時
代
の
来
週
習
に
つ
詩
的
な
雰
囲
気
」
と
「
幻
想
的
な

情
感
」
を
見
出
し
て
つ
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
耽
美
主
主
さ
と
い
い
、

鎌
倉
時
代
の
来
迎
国
に
「
現
実
的
な
惑
じ
i

一
を
見
出
し
て
、
来
迎
の
救
済
を

「
現
実
的
に
欲
求
」
す
る
こ
の
時
代
の
現
実
主
義
の
反
映
と
考
察
す
る
の
も
一
例
で
あ
る
。

谷
信
一
氏
も
寸
美
術
史
」
の
な
か
で
、
平
安
後
期
絵
画
の
特
質
は
、

「
宗
教
的
表
象
」
を
え
が
く
こ
と
に
あ
る
か
ら
、

お
の
づ
と
「
幻
想
性
」

や
「
浪
漫
性
」

の
ト
火
山
ぬ
に
す
ぐ
れ
る
、
が
、
嫌
倉
時
代
に
な
る
と
、
次
第
に
尊
象
と
し
て
の
表
象
性
が
稀
薄
と
な
り
、
簡
明
直
設
な
説
明
性
が
強
調

さ
れ
て
く
る
と
い
い
、
両
者
の
大
き
な
絵
画
史
的
対
比
の
な
か
で
浄
土
教
絵
画
(
来
迎
菌
)

の
展
開
も
と
ら
え
て
い
る
。
ま
た
多
く
の
論
者
が
、

平
安
時
代
に
多
い
正
面
携
図
の
来
迫
は
が
'
読
者
に
与
え
る
「
感
じ
」
、

は
こ
の
阿
弥
陀
仏
に
救
わ
れ
る
と
い
う
陶
酔
的
情
感
を
与
え
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、

い
い
か
え
る
と
、

観
者
の
摂
前
に
河
弥
陀
主
従
が
大
き
く
現
前
し
、
自
分

こ
の
形
式
の
来
迎
留
は
、

日
ご
ろ
行
者
が
阿
弥
陀
の
姿
を

観
想
し
、

来
た
る
べ
き
極
楽
往
生
の
瞬
間
に
備
え
た
い
と
い
う
往
生
観
法
の
本
尊
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
、

そ
れ
に
対

し
、
鎌
倉
時
代
の
斜
め
嬉
図
、

と
く
に
、
画
中
に
往
生
者
を
え
が
く
来
通
図
は
、
画
中
の
往
生
者
(
観
者
か
ら
す
れ
ば
第
三
者
)
が
往
生
を
受
け

る
さ
ま
を
冷
静
な
科
的
な
眼
を
も
っ
て
客
観
的
に
え
が
い
て
い
る
か
ら
、
行
者
に
来
通
の
よ
ろ
こ
び
を
教
導
的
に
絵
解
き
す
る
自
的
で
え
が
か
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
の
も
、

基
本
的
に
は
こ
の
一
研
究
方
法
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。

前
血

宗
教
的
「
場
」

の
方
法

一九



二

O

さ
て
以
上
、
来
迎
絵
画
を
造
形
的
観
点
よ
り
考
察
す
る
方
法
と
し
て
、
的
形
式
麗
(
色
と
形
〉

の
考
察
(
形
式
的
考
察
〉
と
、
同
そ
の
形
式
に

あ
ら
わ
れ
た
美
的
趣
好
(
情
感
)
を
考
察
す
る
方
法
(
様
式
的
考
察
〉

に
つ
い
て
言
及
し
た
。
後
者
の
方
法
は
、
あ
る
浄
土
教
絵
画
が
い
か
な
る

色
と
形
で
え
が
か
れ
て
い
る
か
、

を
ま
ず
検
討
し
、

つ
い
で
そ
の
色
と
形
の
内
容
と
も
い
う
べ
き
そ
の
作
品
の
、
あ
る
い
は
時
代
の
美
的
趣
好
を

明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
作
品
の
、
あ
る
い
は
時
代
の
趣
好
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
に
「
色
と
形
」

の
特
色
を
内
容
的
に
具
体
化
す

る
と
い
う
相
関
関
係
を
も
っ
。
こ
の
内
容
面
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
諸
併
の
よ
う
に
、
「
時
代
の
趣
好
」
、

「
美
的
趣
好
」
と
い
っ
た
漠

然
と
し
た
時
代
の
、
あ
る
い
は
あ
る
一
つ
の
作
品
に
あ
ら
わ
れ
る
美
的
情
惑
の
指
摘
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
的
志
向
や
黒
士
、
国
民
性
、

さ
ら
に

は
宗
教
教
儀
の
も
つ
気
質
と
い
っ
た
広
範
な
内
容
面
ま
で
考
察
を
ひ
ろ
げ
う
る
可
能
性
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
こ
の
方
法
が
浄
土
教
絵
画
の
方
法
と

し
て
も
っ
と
も
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
鑑
賞
的
な
絵
画
と
し
て
で
は
な
く
、
宗
教
美
術
と
し
て
の
多
く
の
面
を
よ
り
よ
く
説
明
し
う
る

方
法
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
反
面
、
前
述
し
た
、
ー
主
題
的
方
法
も
、

E
造
形
的
方
法
も
、

と
も
に
来
迎
図
が
ど
の
よ
う
な
宗
教
的
実
践
の
場
で
使
用
さ
れ
、
ど

の
よ
う
に
ま
つ
ら
れ
た
か
、

と
い
う
宗
教
的
機
能
の
面
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
考
慮
を
は
ら
っ
て
い
な
い
。
近
年
こ
う
し
た
方
法
に
対
す
る
反
省

と
し
て
、
来
迎
図
の
造
形
的
特
色
を
宗
教
的
「
場
」

の
な
か
で
検
討
し
よ
う
と
す
る
第
三
の
方
法
が
し
だ
い
に
と
ら
れ
は
じ
め
て
い
る
。
こ
の
第

三
の
新
ら
し
い
方
法
は
、
従
来
の
よ
う
に
、

(
l
)何
が
え
が
か
れ
て
い
る
か
、

を
問
う
主
題
的
方
法
や
、

(
E〉
い
か
に
え
が
か
れ
て
い
る
か
、
を

問
う
造
形
的
方
法
が
、
主
に
作
品
自
体
に
観
点
を
か
ぎ
っ
た
の
に
反
し
、
作
品
と
そ
れ
を
説
、
か
つ
礼
拝
す
る
行
者
と
の
関
係
に
視
点
を
ひ
ろ

の
な
か
で
、
な
ぜ
そ
う
し
た
造
形
的
特
色
を
も
っ
浄
土
教
絵
画
が
つ
く
ら
れ
た
か
、

に
考
察
の
興
味
を
む
け
は
じ
め

げ
、
一
両
者
の
宗
教
的
「
場
」

た
も
の
と
い
え
よ
う
。

〈
誌
お
)

一
併
を
大
串
純
夫
氏
の
「
来
迎
美
術
論
」

に
み
る
。

〔

8
7
v

い
ま
奈
良
法
華
寺
に
阿
弥
詑
三
尊
留
が
去
来
す
る
。
中
央
一
絹
は
画
面
い
っ
ぱ
い
に
説
法
印

の
阿
弥
陀
坐
像
を
え
が
き
、
右
幅
に
は
白
雲
上
で
手
に
播
を
立
て
た
童
子
を
、
左
穏
に
は
や
は
り
白
雲
上
に
ひ
ざ
ま
づ
い
て
両
手
で
蓮
台
を
捧



げ
る
観
音
像
と
そ
の
後
に
ひ
か
え
る
菩
瑳
像
を
え
が
く
。
中
幅
阿
弥
陀
像
が
正
面
向
き
の
端
正
な
構
図
で
る
る
の
に
対
し
、
右
幅
の
童
子
は
顔
を

向
っ
て
左
に
ふ
り
返
り
、
左
幅
の
観
者
と
菩
薩
は
向
っ
て
右
む
き
に
ひ
ざ
ま
ず
く
構
図
で
え
が
か
れ
て
い
る
。
中
尊
阿
弥
陀
像
と
左
右
脇
侍
の
講

国
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
違
う
の
か
、
大
串
氏
の
疑
問
は
こ
こ
か
ら
は
じ
ま
る
。
様
式
論
の
立
場
か
ら
河
弥
陀
設
と
協
待
象
の
表
現
に
相
違
を
み
る

論
者
は
多
い
。
中
幅
阿
弥
陀
像
が
量
感
を
抑
え
、
平
面
的
な
ひ
ろ
が
り
を
感
じ
さ
せ
る
端
正
な
構
図
の
う
ち
に
お
だ
や
か
な
現
実
感
を
表
現
す
る

の
に
対
し
、
左
右
の
脇
侍
像
は
い
ず
れ
も
立
体
的
な
量
惑
を
強
調
し
、

か
つ
阿
弥
陀
像
の
単
純
な
鉄
線
描
に
比
べ
て
柔
軟
さ
を
増
し
た
や
や
太
目

の
描
隷
で
動
的
な
姿
態
を
輪
一
郎
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
「
官
能
性
」
と
も
い
え
る
豊
満
な
現
実
惑
を
え
が
き
出
し
て
い
る
。

い
い
か
え
る
と
、
中

幅
像
は
十
世
紀
末
、
十
一
世
紀
初
頭
の
制
作
が
推
定
さ
れ
る
の
に
対
し
、
左
右
脇
揺
は
そ
れ
よ
り
や
や
降
る
十
一
世
紀
後
半
の
制
作
と
考
え
ざ
る

を
得
な
い
。
両
者
の
制
作
時
期
の
相
違
を
ふ
ま
え
て
、
大
串
氏
は
、

は
じ
め
正
面
講
図
の
中
幅
河
弥
陀
像
が
通
常
の
礼
拝
形
式
に
な
る
一
幅
仕
立

て
の
画
像
と
し
て
え
が
か
れ
た
が
、
十
一
世
紀
以
降
、
阿
弥
陀
来
速
に
対
す
る
信
仰
が
盛
ん
と
な
っ
た
時
期
に
、
来
通
形
式
で
あ
る
左
右
脇
侍
の

二
揺
を
書
き
加
え
て
三
幅
対
全
体
を
来
迎
図
と
し
て
構
成
し
直
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
す
る
(
中
尊
阿
弥
陀
像
の
台
座
下
に
白
色
の
飛
雲
を
加

え
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
ら
う
か
)
。

酉

-a

・・・・・・・・・・・・・

(
二
菩
薩
)

尊本陀牛小コHJ
言
勺

(童子)
X
行
者

と
こ
ろ
で
新
た
に
一
組
と
な
っ
た
三
幅
の
画
像
は
ど
の
よ
う
に
懸
け
ら
れ
た
か
、
v 

」ー

法華寺阿弥陀三尊図配置恋

定罰
(大串純夫氏による)

の
点
が
重
要
で
あ
る
σ

阿
弥
陀
図
の
左
右
に
そ
れ
ぞ
れ
章
子
図
と
二
菩
露
図
を
ふ
り
分

け
る
通
常
の
記
置
は
三
幅
対
と
し
て
の
統
一
惑
に
欠
け
る
。
当
初
は
現
状
と
ち
が
っ
た

か
け
方
が
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
左
右
幅
を
つ
け
加
え
た
意
味
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
、
大
串
氏
の
推
論
は
つ
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。
三
幅
対
の
か
け
方
は
現
状
と
ち
が
い
、

挿
図
の
よ
う
に
、
阿
弥
陀
図
は
往
生
者
が
北
枕
で
西
面
し
て
横
た
わ
る
部
屋
の
西
壁
に

か
け
ら
れ
、
童
子
と
菩
護
の
画
象
は
北
壁
に
並
べ
て
か
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
河



弥
陀
主
従
が
往
生
者
を
追
え
に
く
る
来
迎
の
方
向
は
西
か
ら
東
へ
の
方
向
で
あ
る
。
童
子
は
菩
震
と
阿
弥
陀
を
先
導
し
つ
つ
う
し
ろ
を
ふ
り
返

る
。
童
子
の
あ
と
に
は
蓮
華
を
さ
さ
げ
も
つ
観
音
と
天
蓋
を
か
ざ
す
菩
瑳
が
ひ
ざ
ま
づ
い
て
つ
づ
き
、
そ
の
背
後
で
は
阿
弥
詑
が
す
で
に
往
生
者

の
眼
前
に
近
づ
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
解
す
れ
ば
、
往
生
者
と
阿
弥
陀
主
従
の
画
像
は
相
互
に
有
機
的
な
関
連
を
も
ち
、
往
生
者
が
横
た
わ
る

部
屋
は
阿
弥
陀
来
迎
と
い
う
宗
教
的
奇
蹟
が
演
じ
ら
れ
る
統
一
的
な
空
間
、
来
迎
の
「
場
」
と
な
る
。
往
生
者
を
と
り
屈
む
よ
う
に
配
置
さ
れ
て

こ
そ
、
三
幅
対
は
真
に
来
迎
図
と
し
て
の
現
実
惑
を
も
ち
う
る
。
こ
れ
が
大
串
氏
の
推
論
で
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
例
を
、

(

丘

町

岬

)

開
」
に
み
る
。
斜
め
構
図
の
来
迎
図
は
正
面
構
図
か
ら
展
開
す
る
と
い
う
仕
方
で
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
正
面
構
留
の
来
迎
菌
は
も
と
も
と

斜
め
構
図
の
来
迎
図
が
成
立
す
る
過
程
を
考
察
し
た
山
本
興
二
氏
の

「
来
迎
国
の
正
面
講
菌
か
ら
斜
め
講
菌
へ
の
畏

念
仏
を
修
し
て
阿
弥
陀
仏
と
浄
土
の
相
を
観
察
す
る
観
想
念
仏
の
本
尊
と
し
て
使
用
さ
れ
た
が
、
再
時
に
修
業
を
つ
ん
だ
積
善
の
人
び
と
が
往
生

す
る
と
き
の
臨
終
の
本
尊
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
。
日
ご
ろ
念
仏
の
修
業
を
重
ね
た
人
び
と
は
端
坐
し
て
臨
終
を
迎
え
る
か
ら
、
寵
終
の
導
き
子

と
し
て
は
、
往
生
者
と
視
線
を
合
わ
す
正
面
向
き
の
構
留
が
適
切
で
あ
る
。
そ
れ
に
反
し
、
世
浴
の
人
々
は
、

「
往
生
要
集
」
の
第
六
「
別
時
念

仏
」
(
二
、
臨
終
行
儀
)

に
説
く
よ
う
に
、

北
枕
で
西
向
き
に
側
臥
し
て
往
生
す
る
。

彼
ら
に
と
っ
て
正
面
向
き
構
国
で
は
阿
弥
陀
と
視
線
を
合

わ
す
こ
と
が
で
き
ず
、
再
者
の
有
機
的
な
関
係
を
つ
く
る
と
い
う
点
で
は
適
切
で
な
い
。
そ
れ
で
は
横
た
わ
っ
て
往
生
す
る
人
び
と
に
と
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
構
図
の
来
通
園
が
も
っ
と
も
適
切
か
。
そ
の
た
め
に
考
案
さ
れ
た
の
が
斜
め
構
国
の
来
連
盟
で
あ
ろ
う
、

と
山
本
氏
は
推
論
す
る
。

こ
こ
で
い
う
斜
め
講
国
と
は
、
正
確
に
は
や
や
縦
長
の
画
面
に
、
左
上
か
ら
右
下
方
に
向
っ
て
飛
来
す
る
阿
弥
陀
聖
衆
を
え
が
く
形
式
で
、
画
中

に
往
生
者
を
え
が
か
ず
、
阿
弥
陀
の
自
宅
か
ら
放
な
た
れ
る
光
明
が
(
こ
れ
が
と
り
も
な
お
さ
ず
来
速
の
方
向
を
示
す
わ
け
で
あ
る
が
〉
画
面
右

下
方
で
中
断
さ
れ
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
北
枕
で
西
向
き
に
側
臥
す
る
臨
終
者
の
前
に
来
迎
留
を
東
面
し
て
か
け
れ
ば
、
画
中
の
阿
弥
陀
像
は
あ

た
か
も
見
あ
、
げ
る
臨
終
者
自
身
に
飛
来
す
る
よ
う
に
み
え
、
白
一
曇
の
光
は
画
面
を
越
え
て
横
た
わ
る
臨
終
者
に
向
っ
て
ま
っ
す
ぐ
さ
し
こ
む
よ
う

と
い
う
の
が
山
本
氏
の
論
点
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
果
し
て
臨
終
者
が
そ
う
し
た
実
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は

な
印
象
を
与
え
る
、



別
に
し
て
、
来
通
図
の
形
式
・
構
国
を
北
向
き
で
西
側
臥
す
る
臨
終
者
の
視
線
か
ら
み
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
と
い
う
、
視
る
人
の
宗
教

的
体
験
の
な
か
で
考
察
し
た
点
に
方
法
の
独
自
性
を
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、

i
の
主
題
的
・
図
像
的
方
法
と
、

ー
の
造
形
的
方
法

と
の
統
一
を
意
図
し
た
と
も
い
え
る
し
、

ま
た
来
迎
図
の
特
色
を
、
来
迎
図
と
臨
終
者
が
か
た
ち
づ
く
る
一
つ
の
宗
教
的
「
場
」

の
特
色
か
ら
考

察
し
よ
う
と
す
る
方
法
と
も
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
あ
る
来
迎
図
が
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
色
と
形
で
え
が
か
れ
た
か
と
い
う
問
題
を
、
宗
教
的
「
場
」

の
特
色
か
ら
解
明
す
る
第
三
の
方

法
は
、
第
一
の
主
題
的
考
察
、
第
二
の
造
形
的
考
察
に
比
し
て
研
究
者
の
主
観
的
判
断
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
よ
り
大
き
い
と
い
う
側
面
を
も
っ

て
い
る
。
す
で
に
問
題
に
し
た
法
華
寺
阿
掠
陀
三
尊
図
や
斜
め
構
図
の
来
週
図
な
ど
が
、

そ
の
成
立
の
当
初
ど
の
よ
う
な
場
所
で
、

ど
の
よ
う
に

礼
拝
さ
れ
た
か
を
細
部
に
わ
た
っ
て
記
述
し
た
文
献
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
往
生
者
が
あ
る
来
迎
国
を
住
生
の
導
き
手
と
す
る
こ
と
で
成

立
す
る
宗
教
の
「
場
」
の
講
造
を
文
献
上
か
ら
詳
細
に
実
証
す
る
こ
と
は
勿
論
不
可
誌
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
い
ま
と
な
っ
て
は
、
宗
教
的
「
場
」

を
実
証
す
る
た
め
に
は
、
大
串
氏
も
山
本
氏
も
、
自
分
自
身
を
往
生
者
に
置
き
か
え
て
み
る
ほ
か
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
大
串
氏
の
試
論
は
、
法

華
寺
阿
弥
陀
三
尊
図
を
通
例
の
か
け
方
(
阿
弥
陀
を
中
幅
と
し
、
童
子
図
、
菩
薩
図
を
そ
れ
ぞ
れ
左
右
に
ふ
り
分
け
る
か
け
方
)
で
は
な
く
、
部

面
壁
と
正
面
壁
に
右
か
ら
頗
次
童
子
図
、
菩
薩
図
、
阿
弥
陀
国
を
か
け
た
部
屋
に
自
分
自
身
を
置
い
て
み
て
、
実
際
に
自
分
が
阿
弥
陀
主
従
に
迎

え
ら
れ
る
と
い
う
実
感
を
う
け
た
と
い
う
主
観
的
判
断
に
よ
っ
て
し
か
実
証
さ
れ
得
な
い
わ
け
で
あ
る
し
、
間
様
に
山
本
氏
の
試
論
も
、
自
分
が
、

縦
長
で
画
面
左
上
か
ら
右
下
方
に
向
う
斜
め
構
図
で
飛
来
し
て
く
る
来
迎
国
の
前
に
横
た
わ
っ
た
と
き
、
実
際
、
阿
弥
花
聖
衆
に
救
済
さ
れ
る
実

感
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
主
観
的
判
断
が
、
唯
一
の
証
明
の
手
段
と
な
る
。
同
じ
よ
う
に
、

わ
れ
わ
れ
一
殻
読
者
が
両
研
究
者
の
試
論
を

納
得
す
る
か
否
か
も
、

わ
れ
わ
れ
が
再
研
究
者
と
同
じ
条
件
に
身
を
置
い
て
み
て
、
両
研
究
者
と
同
じ
宗
教
的
「
場
」
を
実
感
し
う
る
か
百
か
と

い
う
主
観
的
判
断
の
結
果
に
か
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
文
献
上
や
概
念
的
論
理
に
よ
っ
て
実
証
で
き
る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。

さ
て
以
上
、

か
な
り
の
紙
数
を
さ
い
て
従
来
の
浄
土
教
絵
画
史
研
究
の
方
法
を
概
観
し
た
。

ー
主
題
的
・
図
像
的
方
法
、

E
造
形
的
(
形
式



二
回

的
、
様
式
的
)
方
法
、

E
宗
教
的
「
場
」
に
お
い
て
み
る
方
法
の
三
つ
で
る
る
。
こ
れ
は
ま
た
、

i
何
で
あ
る
か
、
を
関
う
方
法
、

E
い
か
に
つ

を
問
う
方
法
、
置
な
ぜ
そ
れ
が
つ
く
ら
れ
た
か
、
を
問
う
方
法
と
も
い
え
る
。
こ
の
三
つ
の
研
究
方
法
は
そ
れ
ぞ
れ
、
お
お
よ
そ

く
ら
れ
た
か
、

時
代
を
追
っ
て
成
立
し
て
お
り
、
そ
の
点

i
↓

E
↓
霊
へ
の
推
移
は
美
術
史
研
究
の
進
歩
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
確
か
に

1

の
方
法
で
は
説
明
で
き
な
か
っ
た
も
の
を

E
の
方
法
は
説
明
し
、

さ
ら
に
置
の
方
法
は

i
と

I
の
双
方
が
説
明
で
き
な
か
っ
た
も
の
を
説
明
し
ょ

う
と
し
、
そ
れ
を
或
る
程
度
可
能
に
し
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
ー
よ
り

1
、
ー
よ
り

E
の
方
法
が
浄
土
教
絵
画
の
研
究
方
法
と
し
て
よ
り
進
歩
し

た
方
法
と
も
い
え
よ
う
。
し
か
し
逆
に
い
え
ば
、

I
は
i
の
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
を
説
明
は
し
た
が
、
ー
の
明
ら
か
に
し

た
こ
と
は
お
ろ
そ
か
に
す
る
と
い
う
面
も
あ
る
。

I
の
「
色
と
形
」
を
究
明
す
る
形
式
的
・
様
式
的
方
法
を
つ
き
つ
め
れ
ば
、
ー
が
呂
的
と
し
た

主
題
面
や
図
像
面
に
つ
い
て
の
考
察
が
入
ち
こ
む
余
地
は
と
ぼ
し
く
な
る
。
極
端
な
例
で
あ
る
が
、
鎌
倉
以
降
に
な
る
と
、
主
題
が
阿
弥
陀
来
迎

で
あ
っ
て
も
弥
勃
来
迎
で
あ
っ
て
も
、

一
様
に
縦
長
で
斜
め
構
図
の
「
動
的
」
な
形
式
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
か
ら
、
色
と
形
の
特
色
を
論

ず
る
だ
け
で
は
、
両
者
の
主
題
が
阿
弥
陀
で
あ
る
か
、
弥
勤
で
あ
る
か
と
い
う
区
別
は
ま
っ
た
く
問
題
に
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う

o
E
の
方
法

に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る

o
E
は
l
と

i
の
方
法
が
説
明
し
え
な
か
っ
た
な
ぜ
か
の
問
題
を
明
ら
か
に
し
た
し
、
ー
と

E
の
両
方
法
を

宗
教
的
「
場
」

に
お
い
て
統
一
さ
せ
る
方
法
と
も
い
え
る
。
し
か
し
反
面
、

た
と
え
ば

1
の
造
形
的
方
法
で
な
け
れ
ば
明
ら
か
に
し
え
な
い
い
ろ

い
ろ
の
面
を
見
落
と
す
と
い
う
側
面
も
も
っ
て
い
る
。
例
を
あ
げ
れ
ば
、
前
掲
の
山
本
氏
の
論
考
は
、
車
の
方
法
を
用
い
、
縦
長
で
斜
め
構
図
の

来
迎
図
が
な
ぜ
成
立
し
た
か
と
い
う
成
立
の
「
場
」
の
根
拠
を
聞
い
、

一
つ
の
解
釈
を
示
し
た
。

し
か
し
斜
め
構
図
の
来
通
図
は
、
図
像
的
に
は

三
尊
形
式
の
も
の
、
多
数
の
聖
衆
を
ひ
き
い
る
も
の
、
坐
像
形
式
の
も
の
、

ま
た
構
図
的
に
は
、
ゆ
る
や
か
な
対
角
線
的
構
図
で
飛
来
す
る
も
の
、

縦
長
の
画
面
の
真
上
か
ら
ほ
と
ん
ど
垂
亘
の
方
向
で
急
速
に
飛
来
す
る
も
の
な
ど
、
き
わ
め
て
多
様
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
山
本
氏
の
論
考
は
、

斜
め
構
図
を
と
る
来
迎
図
一
般
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、

こ
れ
ら
多
様
な
斜
め
構
図
が
成
立
す
る
こ
と
の
意
味
は
説
明
し
て
い
な
い
。
斜

め
構
閣
の
な
か
に
多
様
な
造
形
上
の
差
異
が
あ
る
と
い
う
問
題
は
山
本
氏
の
関
心
外
の
事
柄
な
の
で
あ
ろ
う
。

E
の
方
法
は

l
の
方
法
を
お
お
う



も
の
で
は
な
い
し

(
i
の
万
法
は
、
ー
の
方
法
が
説
明
し
た
も
の
を
合
せ
て
説
明
す
る
も
の
で
は
な
い
し
)
、

同
様
に
、

市
湿
の
方
法
は
!
と
院
長
の

す
べ
て
を
お
お
う
も
の
で
も
な
い
。
い
い
か
え
る
と
、
美
街
史
の
方
法
と
し
て
、

必
ず
し
も

i
よ
り
ー
が
、
ー
よ
り
置
の
方
法
が
進
歩
し
た
(
す

ぐ
れ
た
)
方
法
で
あ
る
と
は
い
い
難
い
の
で
あ
る
。
正
し
く
は
、

ー
よ
り

I
、

I
よ
れ
ソ
車
へ
の
方
法
論
の
変
遷
は
、
美
術
作
品
の
ど
の
よ
う
な
面

を
明
ら
か
に
し
た
い
か
と
い
う
、
研
究
者
の
作
品
に
対
す
る
問
題
意
識
の
変
遷
(
あ
る
い
は
、
対
象
に
対
す
る
関
係
の
あ
り
方
、
対
象
を
把
握
す

る
態
度
の
変
遷
)
を
物
語
る
も
の
と
考
え
る
の
が
適
切
な
の
で
あ
ろ
う
。

本
論
で
は
以
下
、
平
安
中
期
以
降
、
鎌
倉
末
期
に
い
た
る
時
期
の
(
い
い
か
え
る
と
、
浄
土
教
信
仰
が
が
も
っ
と
も
風
罪
し
て
い
た
時
期
の
)

河
弥
陀
来
迫
留
の
主
要
作
品
を
え
ら
び
、
そ
の
造
形
的
特
色
を
主
に
絵
画
空
間
の
観
点
か
ら
検
討
し
、

そ
れ
が
い
か
な
る
宗
教
的
「
場
」

同一為。、

1
u
ト
み
4

し

て
可
能
で
あ
っ
た
か
を
考
察
す
る
。
と
す
れ
ば
、
本
論
の
方
法
は
基
本
的
に
は
前
述
三
方
法
の
う
ち
、
第
三
の
宗
教
的
「
場
」
よ
り
す
る
方
法
に

依
拠
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
来
迎
図
か
ら
得
ら
れ
る
特
殊
な
実
惑
を
も
っ
て
来
迎
留
の
「
場
」
を
一
証
明
す
る
の
で
は
な
く
、

の
こ
さ
れ
た
文

献
的
資
料
の
検
討
を
通
じ
て
、
主
観
的
実
感
に
か
わ
る
実
証
を
こ
こ
ろ
み
た
い
と
思
う
。

、

遺

ロ
ロロ

の

検

討

A 

正
面
構
国
の
来
迎
菌

(
図
7
)

1
、
法
華
寺
阿
弥
陀
三
尊
留
(
十
一
世
紀
〉

中
尊
阿
弥
陀
国
は
三
副
一
錆
の
大
画
面
に
説
法
印
を
結
ぶ
正
面
向
き
の
阿
弥
陀
像
を
大
き
く
え
が
く
。
画
面
左
右
上
に
色
紙
形
を
貼
り
「
往
生

要
集
」
の
要
文
「
(
右
)
其
仏
本
願
力
関
名
欲
往
生
、
皆
悉
到
彼
国
自
致
不
退
転
、
眉
関
白
幸
福
猶
如
清
月
、
増
益
面
光
象
頭
面
礼
仏
足
。
(
左
)
観

仏
本
頴
力
遇
無
空
過
者
、
能
令
速
満
足
功
徳
大
宝
海
、
若
能
深
信
無
狐
疑
者
、

必
阿
弥
陀
仏
国
」
を
墨
書
す
る
か
ら
、
恵
心
僧
都
の
天
台
浄
土
教

E 



一一六

の
思
想
を
背
景
と
し
て
成
立
し
た
ら
し
い
こ
と
、
か
つ
蓮
華
座
下
に
白
色
の
湧
雲
を
配
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
画
像
、
が
来
迎
図
と
し
て
え
が

か
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
中
尊
は
古
く
(
十
一
世
紀
前
半
)
、
左
右
脇
幅
は
や
や
遅
れ
て
(
十
一
世
紀
末
)
え
が
き
加
え
た
も
の
と
考
え
ら

(
注
引
ど

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
当
初
の
阿
弥
陀
中
尊
の
み
を
問
題
に
す
る
。
画
像
の
前
に
立
っ
と
き
、
視
る
者
は
、
画
中
の
河
弥
陀
像
が
手
で
っ
か
め
る

よ
う
な
も
の
と
し
て
そ
こ
に
存
在
し
て
い
る
、

と
い
う
印
象
を
ま
っ
た
く
う
け
な
い
。

い
わ
ば
実
体
的
な
存
在
感
が
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
印
象

は
ど
の
よ
う
な
造
形
上
の
特
色
か
ら
生
れ
て
く
る
か
。
川
一
ま
ず
隈
取
り
の
稀
薄
さ
。
隈
取
り
は
対
象
(
主
に
頭
部
や
身
体
、
る
る
い
は
著
衣
、
蓮

弁
な
ど
)

の
立
体
惑
を
表
現
す
る
た
め
の
重
要
な
東
洋
的
技
法
で
、
同
じ
く
西
洋
画
の
陰
影
技
法
に
対
応
す
る
。
隈
取
り
の
技
法
は
四
・
五
世
紀
、

仏
教
絵
画
と
と
も
に
西
域
地
方
を
通
じ
て
中
国
に
入
っ
た
。
日
本
で
は
七
世
紀
末
に
再
建
さ
れ
た
法
隆
寺
金
堂
壁
画
の
人
体
描
写
に
完
成
し
た
技

法
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
技
法
が
頂
点
に
達
し
た
の
は
、
対
象
の
肉
体
性
・
物
質
性
を
強
調
し
、

そ
こ
か
ら
生
れ
る
官
能
的
印
象
に
仏
の

超
越
性
を
見
出
し
た
平
安
前
期
で
あ
る
。
遺
品
で
は
東
寺
御
影
堂
不
動
明
王
の
天
蓋
飛
天
図
、
日
目
泰
二
年
(
八
九
九
)
の
箱
書
を
も
っ
東
寺
伝
真

言
詫
旦
E
X

奈
羅
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
法
華
寺
画
像
は
身
体
の
表
現
で
も
著
衣
の
処
理
で
も
、
隈
取
り
が
抑
え
ら
れ
、
対
象
を
立
体
的
な
も

の
と
し
て
惑
じ
さ
せ
る
こ
と
が
少
な
い
。
糾
身
体
の
輪
廓
構
図
の
平
面
性
。
こ
の
画
像
は
阿
弥
陀
像
を
画
面
い
っ
ぱ
い
に
あ
ふ
れ
る
ば
か
り
の
大

き
さ
で
え
が
い
て
い
る
。
こ
れ
は
平
安
後
期
絵
画
の
一
般
的
構
国
と
相
違
す
る
。
そ
の
点
、

し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
平
安
前
期
(
九
註
紀
)

に
説
作
さ
れ
た
原
本
の
模
写
と
も
考
え
得
る
し
、
木
彫
の
阿
弥
陀
像
を
絵
画
に
う
つ
し
た
と
考
え
う
る
可
龍
生
も
あ
る
。
一
屑
巾
を
ひ
ろ
く
と
り
、

胸
部
か
ら
協
に
か
け
て
細
ま
る
輪
廓
構
図
の
変
化
な
ど
、

た
と
え
ば
九
世
紀
前
半
の
造
立
が
推
定
さ
れ
る
太
秦
広
監
寺
講
堂
河
弥
陀
像
の
正
面
観

に
お
け
る
輪
廓
構
図
と
近
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
法
華
寺
画
像
で
は
、
広
隆
寺
畿
の
前
に
立
っ
て
感
ず
る
よ
う
な
対
象
の
立
体
感
、

ど
っ
し
り

と
し
た
厚
み
あ
る
印
象
は
な
い
。
身
体
は
や
や
堅
さ
が
目
立
ち
か
っ
変
化
に
乏
し
い
鉄
線
描
で
ふ
ち
ど
ら
れ
、
著
衣
や
蓑
の
処
理
も
同
質
の
措
線

(
墨
)
を
用
い
動
感
や
質
感
を
抑
え
た
装
飾
的
な
描
写
を
示
す
の
で
、
結
成
全
体
を
立
体
的
な
厚
み
あ
る
も
の
と
み
せ
る
効
果
を
失
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
描
線
の
性
質
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
仰
の
濃
厚
な
隈
取
り
を
用
い
な
い
平
面
的
な
彩
色
法
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
脚
部
の
表
現
も



厚
み
に
之
し
く
、

か
っ
朱
衣
の
描
線
が
髪
の
輪
廓
づ
け
に
と
ど
ま
っ
て
膝
部
や
ふ
く
ら
は
ぎ
の
厚
み
を
強
調
す
る
た
め
の
変
化
に
欠
け
て
い
る
の

で
、
脚
部
が
捜
部
か
ら
手
前
に
飛
び
だ
し
て
み
え
る
と
い
う
立
体
性
の
描
写
を
著
し
く
之
し
い
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
法
華
寺
河
弥
陀

像
は
、
量
惑
に
富
ん
だ
平
安
前
期
の
京
本
を
も
と
に
し
な
が
ら
、
十
一
世
紀
と
い
う
時
代
の
趣
好
を
つ
よ
く
み
せ
、
奥
行
き
と
厚
み
の
印
象
を
矢

っ
て
阿
弥
陀
像
の
上
下
・
左
右
と
い
う
平
面
的
な
輪
廓
の
ひ
ろ
が
り
の
み
を
の
こ
す
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

h
相
好
に
み
る
普
遍
的
な
印
象
。

相
好
の
表
現
で
も
、
誤
・
鼻
・
一
一
皆
の
造
作
と
頬
の
線
を
思
い
切
っ
て
単
純
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
前
代
(
平
安
前
期
)

の
彫
像
や
画
像
に
み
ら
れ

る
人
間
的
な
表
情
や
強
靭
な
意
志
と
い
う
感
覚
的
な
表
現
を
抑
え
、

そ
れ
に
代
わ
り
、

そ
れ
ら
特
殊
な
表
情
の
一
切
を
つ
つ
み
と
る
よ
う
な
、
普

一
遍
的
な
表
情
を
つ
く
り
ノ
出
し
た
こ
と
も
、
こ
の
画
象
に
み
ら
れ
る
非
実
体
的
な
存
在
感
の
表
現
に
役
立
っ
て
い
る
。

ω方
向
性
の
否
定
。
こ
の
画

像
は
台
産
下
に
白
雲
を
え
が
い
て
い
る
か
ら
、
当
初
か
ら
来
迎
図
と
し
て
構
想
さ
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
後
述
す
る
多
く
の
来
迎
誌
と

ち
が
い
、
来
通
図
に
必
要
な
い
く
つ
か
の
形
式
を
欠
い
て
い
る
。
明
飛
雲
の
流
れ
、

似
蓮
弁
の
ひ
る
が
え
り
、

的
自
宅
の
光
明
な
ど
が
み
ら
れ
な

い
し
、

仙
阿
弥
詑
像
自
体
も
動
き
を
惑
じ
さ
せ
る
姿
態
(
ポ

i
ズ
)
を
と
ら
な
い
。
こ
の
事
は
と
う
も
な
お
さ
ず
、
阿
弥
陀
仏
が
浄
土
か
ら
往
生

者
に
向
っ
て
搾
る
と
い
う
「
来
通
の
方
向
」
が
稀
薄
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
正
面
向
き
の
構
図
で
あ
り
ノ
、

ま
た
独
尊
形
式
で
あ
る
か
ら
来
迎

の
方
向
に
欠
け
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
後
述
の
例
で
明
ら
か
に
な
る
。

か
く
て
法
華
寺
阿
弥
陀
画
像
は
、
子
で
っ
か
め
る
よ
う
な
実
在
感

を
も
っ
た
阿
弥
陀
仏
が
い
か
に
も
画
面
奥
の
浄
土
か
ら
画
像
の
前
に
坐
す
観
者
に
向
っ
て
降
下
し
て
く
る
よ
う
に
み
せ
る
こ
と
な
ど
は
ま
っ
た
く

意
図
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、

こ
の
画
像
を
え
が
い
た
絵
師
、
若
し
く
は
こ
れ
が
え
が
か
れ
た
時
代
の
人
び
と
が
、
あ

る
方
向
か
ら
自
分
に
向
っ
て
積
極
的
に
追
っ
て
く
る
も
の
の
な
か
に
河
弥
詑
来
通
の
現
実
感
を
み
て
い
る
の
で
は
な
く
、
自
分
と
向
い
合
つ
て
は

そ
こ
に
静
止
的
に
浮
遊
し
て
い
る
も
の
、
若
し
く
は
自
分
の
廼
り
に
、
白
分
を
静
か
に
と
り
か
こ
む
よ
う
に
あ
る
も
の
に
こ
そ
阿
弥
陀

い
る
が
、

来
迎
の
現
実
惑
を
見
出
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

2
、
金
剛
峯
寺
阿
弥
陀
聖
衆
来
通
図
(
十
二
世
紀
)

じ



二
八

裏
書
に
よ
っ
て
、
も
と
叡
山
天
台
の
別
所
安
楽
谷
に
あ
り
、

七
月
十
五
百
(
初
秋
の
現
月
)

の
一
日
に
か
ぎ
り
開
帳
さ
れ
た
が
、
近
世
初
頭
信

長
の
焼
打
ち
を
避
け
て
高
野
山
に
入
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
三
一
拍
よ
り
成
り
、
中
幅
に
阿
弥
陀
・
観
音
・
勢
至
以
下
七
尊
の
主
従
と
楽
奏
菩
薩

こ
の
う
ち
向
っ
て
左
幅
の
奥
、
雲
中
か
ら
上
半
身
を

み
せ
る
阿
弥
陀
三
尊
橡
は
彼
岸
に
あ
る
阿
弥
陀
浄
土
の
象
徴
で
、
画
幅
中
央
に
え
が
か
れ
る
阿
弥
詑
聖
衆
が
そ
こ
よ
り
発
し
て
来
迎
に
お
も
な
い

を
配
し
、
左
右
脇
幅
に
も
多
数
の
楽
奏
菩
薩
を
え
が
く
。
仏
・
菩
瑳
の
総
数
は
三
十
三
尊
、

た
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
阿
弥
陀
の
周
酉
に
観
音
、
勢
至
、
地
蔵
、
竜
樹
の
西
菩
瑳
を
配
す
る
五
尊
形
式
が
、
叡
山
横
川
の
常
行
三
味
堂
諸
尊

の
図
像
と
一
致
す
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
ま
た
こ
の
五
尊
と
遠
方
の
持
弥
陀
三
尊
を
の
ぞ
い
た
聖
衆
数
が
二
十
五
尊
と
な
る
こ
と
か
ら
、

像
が
二
十
五
菩
薩
を
意
識
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
論
者
も
い
る
。

」
の
画

さ
て
金
剛
峯
寺
本
来
迎
図
の
前
に
立
っ
と
き
、
基
本
的
に
は
法
華
寺
本
阿
弥
陀
国
に
よ
く
似
た
印
象
を
う
け
る
。
勿
論
、
金
剛
峯
寺
本
で
は
尊

像
の
数
や
画
面
の
構
成
が
法
華
寺
本
と
異
な
り
、
来
迎
の
主
題
を
よ
り
明
瞭
に
う
ち
出
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
金
剛
峯
寺
本
の
印

象
は
な
お
法
華
寺
本
と
同
様
に
静
的
で
あ
り
、

7うミ
ィコ

「
来
迎
の
方
向
」
は
稀
薄
で
あ
る
。

ま
ず
来
迎
の
主
題
は
法
華
寺
本
に
比
し
て
よ
り
明
瞭
で
あ
る
。
め
河
弥
陀
の
前
方
に
観
音
・
勢
至
の
二
菩
薩
が
ひ
ざ
ま
ず
き
、

そ
れ
ぞ
れ
、
蓮

台
を
も
ち
あ
る
い
は
合
掌
し
て
来
迎
の
印
相
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
持
阿
弥
陀
主
従
を
は
こ
ぶ
白
雲
が
画
面
中
央
奥
に
む
か
い
曲
り
く
ね
っ
て

流
れ
る
こ
と
で
、
阿
弥
陀
主
従
が
は
る
か
か
な
た
の
浄
土
か
ら
現
世
に
飛
来
し
、
往
生
者
を
救
い
と
る
と
い
う
来
速
の
主
題
を
説
明
す
る
。
加
え

て
画
面
左
か
ら
下
方
に
か
け
て
は
秋
の
花
さ
く
自
然
の
景
観
を
あ
ら
わ
す
こ
と
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
主
従
が
す
で
に
往
生
者
の
す
む
現
世
に
到
達
し

た
こ
と
を
示
し
、

こ
の
画
像
の
も
つ
来
速
の
主
題
を
重
ね
て
説
明
し
て
い
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

阿
弥
陀
聖
衆
が
、

い
か
に
も
画
面
の

奥
、
は
る
か
か
な
た
に
あ
る
は
ず
の
浄
土
か
ら
白
雲
に
の
っ
て
飛
来
し
て
く
る
と
い
う
来
通
の
実
感
は
意
外
に
乏
し
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
な
ぜ

か
。
ま
ず
め
白
雲
の
静
止
性
で
あ
る
。
白
雲
は
細
部
的
に
は
、
中
尊
阿
弥
陀
像
が
の
る
白
雲
、
観
音
と
勢
至
の
自
雲
、
向
っ
て
左
轄
の
自
雲
、
右

幅
の
白
雲
な
ど
数
値
に
分
れ
る
も
の
の
、
視
覚
的
に
は
巨
大
な
一
つ
の
か
た
ま
り
を
つ
く
っ
て
い
る
。
白
雲
に
の
っ
た
阿
弥
陀
聖
衆
は
画
面
中
央



奥
よ
り
発
し
画
面
左
万
を
巡
っ
て
ふ
た
た
び
画
面
中
央
で
大
き
く
接
近
す
る
構
成
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
右
幅
の
一
回
は
、

は
じ
め
画
面
左
よ
り
右

方
に
ま
わ
り
、

そ
の
の
ち
画
面
中
央
に
向
っ
て
旋
回
し
て
い
る
か
ら
、
全
体
的
に
は
阿
弥
陀
主
従
(
白
雲
)
が
画
面
中
央
奥
か
ら

S
字
形
を
え
が

い
て
画
面
手
前
に
近
づ
く
と
い
う
構
成
に
な
る
。

し
か
し
そ
う
し
た
構
成
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
阿
弥
陀
主
従
を
の
せ
た
白
雲
が
画
面
奥
か
ら
あ
ら

わ
れ
画
面
手
前
で
待
つ
は
ず
の
往
生
者
に
近
づ
き
迫
る
と
い
う
視
覚
的
な
意
味
で
の
-
来
通
の
方
向
」

は
意
外
に
乏
し
い
の
で
あ
る
。
白
雲
の
大

部
分
は
画
面
の
全
面
を
う
め
る
よ
う
に
拡
大
さ
れ
て
い
て
、
白
雲
が
飛
来
し
て
き
た
軌
跡
を
示
す
後
尾
の
部
分
は
画
面
の
上
端
に
押
し
つ
け
ら
れ

た
よ
う
に
、
ご
く
小
さ
く
え
が
か
れ
る
に
す
、
ぎ
な
い
。
こ
の
た
め
通
常
な
ら
ば
白
雲
に
よ
っ
て
明
示
さ
れ
る
来
迎
の
方
向
は
著
し
く
弱
め
ら
れ
る

結
果
と
な
っ
た
(
こ
の
場
合
、
画
面
を
う
め
る
白
雲
が
画
面
の
下
半
分
よ
り
も
上
半
分
で
い
っ
そ
う
大
き
く
拡
大
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
こ
れ
と
は
逆
に
、
鎌
倉
時
代
の
来
迎
凶
の
よ
う
に
、
白
雲
が
画
面
の
上
半
分
よ
り
も
下
半
分
で
拡
大
さ
れ
る
場
合
に
は
白
雲
の
も
つ
方
向
性
は

強
調
さ
れ
る
)
。

こ
こ
で
は
、
視
る
者
は
、
由
一
明
一
討
が
或
る
方
向
か
ら
他
の
方
向
に
移
動
す
る
と
い
う
方
向
性
を
明
瞭
に
印
象
づ
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

む
し
ろ
ま
る
で
、
白
い
扉
風
の
よ
う
に
、
垂
直
(
上
下
、
左
右
)

の
方
向
に
ひ
ろ
が
っ
て
眼
前
で
た
だ
よ
う
よ
う
に
浮
遊
す
る
、

と
い
う
印
象
を

う
け
る
の
で
あ
る
。
同
聖
衆
の
構
成
。
右
に
述
べ
た
白
雲
の
垂
直
面
で
の
ひ
ろ
が
り
を
い
っ
そ
う
強
調
す
る
の
は
、

雲
中
に
笠
す
尊
像
の
措
法
と

配
置
で
あ
る
。
各
尊
像
の
措
法
は
隈
取
り
を
抑
え
、

か
っ
変
化
の
な
い
朱
の
鉄
線
描
で
肉
身
部
を
輪
一
廓
づ
け
る
こ
と
で
、
全
体
的
に
は
量
惑
を
否

定
し
、
平
面
的
な
ひ
ろ
が
り
を
感
じ
さ
せ
る
。
さ
ら
に
各
尊
像
の
対
比
で
は
、
配
置
の
前
後
に
関
係
な
く
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
え
が
き
、
配
置
の

点
で
も
、
可
能
な
か
ぎ
り
尊
像
の
重
な
り
含
い
を
避
け
て
各
尊
像
の
間
に
前
後
の
空
間
的
へ
だ
た
り
を
生
む
こ
と
の
な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。

各
尊
像
が
鎌
倉
時
代
の
遺
例
の
よ
う
に
視
線
を
前
方
の
一
点
に
集
中
さ
せ
ず
思
い
思
い
の
方
向
を
み
つ
め
る
と
い
う
視
線
の
多
様
控
も
、
来
迎
の

方
向
を
稀
薄
化
す
る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
る
。
け
光
背
の
処
理
。
中
尊
阿
弥
陀
像
を
の
ぞ
く
各
尊
畿
の
光
背
、
が
透
明
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
大
き
な
意
味
を
も
っ
。

光
背
を
彩
色
で
塗
り
つ
ぶ
せ
ば
、

光
背
と
そ
の
背
後
に
あ
る
白
雲
や
抱
の
寺
結
成
と
の
間
に
重
な
り
会
い

(
前
後
の

mw

係
)
が
生
じ
、

ま
た
与
等
像
の
光
首
相
互
の
間
に
も
前
後
感
を
生
む
。

こ
の
画
像
の
作
者
は
、

各
等
沿
僚
が
前
後
に
配
置
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
で
は

:fL 
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な
く

ま
る
で
垂
直
に
立
つ
扉
風
の
面
の
上
下
・
左
右
に
配
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
せ
る
た
め
、
光
背
を
透
明
に
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
金
剛
峯
寺
本
来
通
図
は
、
阿
弥
陀
主
従
が
白
雲
に
の
り
画
面
奥
の
浄
土
か
ら
往
生
者
に
向
っ
て
飛
来
す
る
と
い
う
主
題
を
え
が
く

い
か
に
も
阿
弥
陀
主
従
が
浄
土
よ
り
現
世
へ
飛
来
し
て
く
る

の
で
あ
る
が
、
作
者
は
(
同
時
に
、
こ
の
時
代
の
人
び
と
は
)
、
来
迎
の
現
実
感
を
、

よ
う
に
み
え
る
と
い
う
動
的
で
方
向
性
の
明
瞭
な
実
在
感
に
お
い
て
で
は
な
く
、
阿
弥
陀
主
従
が
視
る
者
の
眼
前
で
、
観
者
を
と
り
ま
く
よ
う
に

た
だ
よ
っ
て
い
る
と
い
う
方
向
性
の
稀
薄
な
、
非
実
体
的
な
存
在
感
の
な
か
に
見
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

3
、
松
尾
寺
阿
弥
陀
十
五
菩
薩
来
迎
図
(
十
三
世
紀
)

4
、
安
楽
寿
院
阿
弥
陀
十
五
菩
薩
来
迎
図
(
十
三
世
紀
)

金
剛
峯
寺
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
が
一
見
し
て
来
迎
の
主
題
を
え
が
い
て
い
る
こ
と
が
判
断
で
き
た
の
に
反
し
、
松
臼
尼
寺
本
、
安
楽
寿
院

本
で
の
主
題
的
要
素
は
稀
薄
で
あ
る
。
尊
像
は
い
ず
れ
も
正
面
き
向
の
樺
図
を
と
り
、
聖
衆
が
の
る
白
雲
も
群
像
の
左
右
に
わ
ず
か
に
ひ
ろ
が
る

様
子
を
え
が
く
の
み
で
あ
り
、
飛
来
の
方
向
を
示
す
は
ず
の
白
雲
の
後
尾
も
画
面
上
端
に
押
し
つ
け
ら
れ
て
ほ
と
ん
ど
摂
に
つ
か
な
い
。
さ
ら
に

安
楽
寿
院
本
で
は
、
両
面
下
辺
の
左
右
に
天
台
系
の
守
護
神
で
あ
る
不
動
・
毘
沙
門
の
二
尊
を
配
し
て
い
る
た
め
、
画
面
上
部
に
配
置
さ
れ
た
阿

弥
陀
主
従
に
は
、

あ
た
か
も
礼
拝
の
対
象
で
あ
る
本
尊
形
式
の
画
像
に
似
た
森
厳
な
印
象
が
生
ま
れ
、
時
弥
詑
来
迎
と
い
う
主
題
を
説
明
す
る
要

素
は
図
像
的
に
も
光
景
的
に
も
稀
薄
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
画
像
の
前
に
立
っ
と
き
、
観
者
は
画
面
奥
か
ら
正
面
手
前

に
向
っ
て
阿
弥
陀
主
従
が
勢
い
よ
く
飛
来
し
て
く
る
と
い
う
印
象
(
つ
ま
り
「
来
迎
の
方
向
」
)
を
明
新
に
感
ず
る
の
で
あ
る
。

構
図
が
正
面
向

き
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ま
た
来
迎
の
主
題
は
稀
薄
で
あ
っ
て
も
、
来
迎
の
方
向
性
は
強
烈
で
あ
る
。
こ
の
現
実
感
は
い
か
に
し
て
可
能
で
あ
っ
た

か
。
桁
各
尊
象
の
表
現
と
配
置
。
各
尊
後
の
措
法
は
決
し
て
隈
取
り
を
強
調
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
身
体
の
輪
癖
権
成
に
平
面
的
な
ひ
ろ
が
り

が
失
な
わ
れ
、

や
や
ず
ん
ぐ
り
し
た
身
体
の
厚
み
と
肉
体
性
が
呂
立
ち
、

か
っ
限
鼻
立
ち
も
す
ア
リ
ス
チ
ッ
ク
な
具
体
性
を
増
し
た
。
加
え
て
各

尊
像
は
、

い
ず
れ
も
子
前
か
ら
後
方
に
向
っ
て
重
な
り
合
い
、

か
つ
前
方
の
尊
像
を
大
き
く
後
方
の
尊
像
を
頗
次
小
さ
く
え
が
く
措
法
と
、
彩
色



で
治
じ
り
こ
め
た
光
背
、
が
つ
く
る
各
尊
像
の
市
一
一
な
り
ん
日
い
が
関
連
し
て
、
両
面
は
、
前
長
か
ら
後
景
に
連
ら
な
る
空
間
の
ふ
か
さ
と
方
向
を
明
析
に

支
現
し
て
い
る
。
付
群
像
の
帯
成
。
こ
の
空
間
の
ふ
か
さ
を
い
っ
そ
う
強
調
す
る
も
の
が
群
像
の
た
く
み
な
構
成
で
あ
る
。
群
像
は
、
中
尊
阿
弥

陀
と
そ
の
周
囲
を
か
こ
む
七
尊
を
受
奈
羅
風
に
配
障
し
て
第
一
群
と
し
、

そ
の
後
方
に
一
扇
面
状
の
か
た
ち
で
ひ
ろ
が
る
第
二
群
の
四
等
を
置
き
、

最
後
に
第
三
群
の
問
尊
を
内
に
か
こ
む
よ
う
な
構
図
で
配
置
し
、

三
群
の
重
な
り
合
い
で
画
面
の
奥
行
を
つ
よ
め
て
い
る
。

し
か
も
各
群
像
の
規

線
の
処
理
で
も
、
第
二
群
と
三
群
が
画
面
の
下
方
を
一
点
集
中
的
に
見
お
ろ
し
、
手
前
の
第
一
群
は
正
面
を
み
つ
め
観
者
と
視
線
を
合
わ
す
よ
う

に
え
が
く
こ
と
で
、
阿
弥
陀
主
従
が
ま
ず
画
面
奥
の
は
る
か
な
浄
土
か
ら
現
医
ま
で
降
下
し
、

つ
づ
い
て
画
面
子
前
で
観
者
に
向
っ
て
迫
る
と
い

う
独
得
な
「
来
迎
の
方
向
」
を
い
っ
そ
う
明
確
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
阿
お
陀
来
迎
の
主
題
を
説
明
す
る
凶
設
的
・
概
念
的
要
素
は
乏
し
く
と

も
、
視
覚
的
に
は

つ
来
迎
の
方
向
」

を
明
射
に
え
が
き
だ
す
一
一
例
で
あ
る
。

5
、
凶
来
寺
阿
弥
陀
同
尊
来
通
図
(
十
一
二
位
紀
)

子
支
・
鎌
倉
の
多
く
の
来
通
図
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
同
来
守
本
の
場
人
け
も
そ
の
伝
来
を
文
献
か
ら
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
画
像
の

前
に
す
一
っ
と
き
、

観
去
は
川
凶
中
の
観
介
一
行
と
勢
至
菩
十
障
の
両
像
に
、

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
り
身
近
な
印
象
を
覚
え
る
。
こ
の
独
特
な

印
象
は
、
阿
弥
陀
保
の
夫
現
と
、
観
斉
・
勢
一
全
の
去
現
を
呉
っ
た
玄
関
で
処
理
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
河
弥
詑
設
で
は
隈
取
り

に
よ
る
肉
身
描
写
と
動
的
な
衣
文
の
処
理
を
行
い
、
立
体
的
か
っ
実
在
感
に
吉
む
体
制
を
え
が
き
だ
す
。
と
く
に
ド
半
身
を
お
お
う
著
交
が
台
高

上
に
か
か
っ
て
脚
部
の
肉
身
部
を
な
ま
な
ま
し
〈
一
不
す
処
理
や
、
半
跡
と
し
た
左
脚
を
ム
口
」
陛
下
に
引
き
つ
け
る
よ
う
に
曲
、
げ
た
姿
態
が
、

」
の
橡

に
思
い
が
け
な
い
で
一
在
的
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。
相
好
の
人
間
味
あ
ふ
れ
る
意
志
的
な
表
情
も
、
阿
弥
詑
品
開
?
実
在
感
あ
る
印
象
を
増
長
し
て

ま
る
で
床
に
敷
か
れ
た
ジ
ュ

j

タ
ン
の
如
く
水
平
に
え
が
か
れ
て
お
り
、
し
か
も

白
雲
の
後
尾
が
た
お
に
く
ね
り
な
が
ら
じ
た
く
両
面
上
部
ま
で
つ
づ
い
て
い
る
の
で
、
白
雲
に
の
る
河
弥
陀
保
が
画
面
奥
の
は
る
か
か
な
た
の
浄
土

い
る
の
加
え
て
時
弥
陀
の
乗
る
白
雲
は
、
的
部
的
な
角
度
で
、

か
ら
画
面
手
前
に
内
勺
て
飛
来
し
て
く
る
と
い
う
方
向
性
と
実
在
住
を
鮮
明
に
感
じ
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。
白
老
か
ら
放
射
状
に
発
す
る
光
明



の
う
ち
、
正
面
の
光
明
が
画
面
下
部
ま
で
(
往
生
者
の
も
と
ま
で
)

一
直
線
に
さ
し
こ
む
構
成
や
、
阿
弥
陀
仏
が
視
線
を
白
喜
光
と
同
じ
方
向
に

投
げ
か
け
る
構
成
も
、
阿
弥
陀
仏
の
「
来
迎
の
方
向
」
を
強
調
す
る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
観
音
と
勢
至
は
、
基
本
的
に
は
画

面
の
右
方
か
ら
左
方
に
向
う
方
向
を
み
せ
な
が
ら
、
両
菩
薩
と
再
菩
薩
の
蓮
華
座
を
高
い
角
度
で
街
敵
的
に
え
が
く
た
め
に
、
両
菩
薩
は
往
生
者

の
身
近
ま
で
く
だ
っ
た
あ
と
さ
ら
に
往
生
者
の
足
元
に
う
か
び
あ
が
る
と
い
う
印
象
を
与
え
る
。
と
く
に
左
の
勢
至
菩
薩
が
膝
を
左
方
に
向
け
な

上
半
身
と
合
掌
手
は
右
方
に
よ
じ
る
と
い
う
柔
軟
な
姿
態
を
み
せ
る
こ
と
が
観
者
と
両
菩
薩
と
の
関
係
を
い
っ
そ
う
親
密
な
も
の
に
感
じ

が
ら
、

さ
せ
、

そ
の
結
果
、
中
尊
と
両
菩
薩
と
の
間
に
ひ
ろ
い
空
間
の
ひ
ろ
が
り
を
生
み
、

い
ま
両
菩
麗
が
中
尊
に
先
行
し
て
は
る
か
に
観
者
の
近
く
ま

で
接
近
し
た
と
い
う
実
惑
を
可
龍
に
し
て
い
る
。
西
来
寺
本
来
迎
図
は
、

一
一
隅
の
画
像
の
な
か
に
阿
弥
陀
像
と
再
菩
薩
と
い
う
異
質
な
二
要
素
を

つ
く
り
、

そ
の
両
要
素
を
巧
み
に
対
比
さ
せ
る
こ
と
で
「
来
迎
の
方
向
性
」
を
見
事
に
形
象
化
し
た
の
で
あ
る
。

〈

間

四

位

)

6
、
金
期
三
味
院
阿
弥
陀
三
尊
国
(
十
三
世
紀
)

金
剛
三
味
院
画
像
は
上
述
し
た
来
迎
図
と
著
し
く
形
式
を
異
に
す
る
。
中
尊
阿
弥
陀
像
は
説
法
印
を
結
ん
で
ム
口
座
上
に
結
蹴
欧
坐
し
、
背
に
は

同
心
円
状
の
彩
色
を
ほ
ど
こ
し
た
頭
光
・
身
光
を
背
負
う
。
台
座
は
八
角
形
の
程
座
を
据
え
た
蓮
華
座
で
、
頭
上
に
は
宝
珠
形
の
屋
根
を
思
わ
せ

る
豪
華
な
天
蓋
を
懸
け
、
台
産
前
方
に
は
、
こ
れ
ま
た
豪
華
な
花
篭
や
宝
座
上
に
飾
っ
た
香
炉
を
置
く
。
そ
の
手
前
は
蓮
の
生
え
た
蓮
池
で
あ
る
。

左
右
協
侍
は
程
在
こ
そ
な
い
が
、
大
き
く
開
い
た
蓮
華
産
上
に
結
蜘
扶
坐
し
て
中
央
に
向
い
、
印
相
は
両
橡
と
も
内
側
の
手
を
伸
し
、
外
側
は
胸

前
で
曲
げ
る
と
い
う
よ
う
に
左
右
椙
称
の
手
印
を
結
ん
で
い
る
。
三
尊
の
構
成
や
豪
華
な
台
座
、
天
蓋
、
荘
厳
具
な
ど
の
し
つ
ら
え
は
、

西
方
浄

土
の
光
景
を
え
が
く
観
経
変
(
当
蘇
受
茶
羅
、
智
光
品
芋
余
羅
な
ど
〉

に
酷
似
す
る
。
お
そ
ら
く
観
経
変
の
図
像
か
ら
宝
楼
閣
や
宝
樹
、

そ
れ
に
囲

緯
す
る
多
数
の
聖
衆
を
の
ぞ
い
た
河
弥
詑
三
尊
と
最
少
摂
の
荘
厳
具
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
に
台
産
下
か
ら
湧
き
あ
が
る
白
雲
と
背
後
に
う
ね
り
な

が
ら
流
れ
る
白
雲
の
後
尾
を
え
が
き
加
え
て
来
迎
留
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
河
弥
陀
像
の
八
角
台
座
は
本
来
宮
殿
な
ど
の
建
築
に
付
属
す

る
回
定
的
要
素
の
つ
よ
い
形
式
で
あ
る
た
め
、
台
座
自
体
に
飛
来
す
る
と
い
う
動
き
の
感
じ
が
と
ぼ
し
い
し
、
開
弥
陀
の
頭
上
に
か
か
る
天
蓋
や
、
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ま
た
前
方
に
花
篭
や
香
炉
や
蓮
池
を
置
く
荘
厳
の
仕
方
も
、
阿
弥
陀
を
と
り
ま
く
空
間
に
動
き
の
な
い
固
定
的
印
象
を
与
え
て
い
る
。
加
え
て
三

等
像
の
姿
態
と
視
線
の
方
向
が
静
的
な
三
角
形
の
構
図
を
つ
く
っ
て
い
る
た
め
に
、

い
っ
そ
う
阿
弥
陀
主
従
が
画
面
の
奥
か
ら
画
面
の
手
前
に
向

っ
て
飛
来
す
る
と
い
う
来
通
の
方
向
性
を
乏
し
く
し
、

む
し
ろ
観
者
か
ら
の
接
近
を
も
と
め
る
様
子
す
ら
う
か
が
え
る
。
そ
の
点
を
と
り
あ
げ
、

こ
の
画
像
の
背
呆
に
、
後
生
極
楽
の
た
め
に
は
阿
弥
陀
の
大
悲
に
す
が
り
ひ
た
す
ら
抱
力
本
願
に
徹
し
て
阿
弥
陀
の
来
迎
を
待
つ
の
で
は
な
く
、

「
阿
弥
陀
如
来
へ
の
白
己
投
入
・
白
己
帰
一
を
目
標
と
す
る
広
義
の
観
想
行
」
を
信
者
に
説
い
た
明
遍
(
一
一
四
二

l
一
二
二
四
)

を
み
と
め
よ
う
と
す
る
説
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

の
浄
土
思
想

「
来
迎
の
方
向
」
を
強
調
す
る
こ
と
の
多
い
鎌
倉
時
代
の
遺
例
の
な
か
で
は
特
殊
な
作
例

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
っ

B 

斜
め
構
図
の
来
迎
図
什

正
面
構
図
の
来
迎
図
は
平
安
中
期
(
十
一
世
紀
初
)

に
制
作
さ
れ
た
法
華
寺
阿
弥
陀
三
尊
図
以
降
、
平
安
・
鎌
倉
再
代
を
通
じ
て
え
が
か
れ
た

が
、
鎌
倉
時
代
に
入
る
と
次
第
に
そ
の
数
を
減
ず
る
。
そ
れ
に
か
わ
り
、
平
安
末
期
か
ら
斜
め
構
留
の
来
迎
国
が
つ
く
ら
れ
は
じ
め
、
以
降
、
鎌

倉
時
代
の
主
流
と
な
る
(
勿
論
こ
こ
で
は
掛
幅
形
式
の
来
迎
図
を
問
題
に
し
て
い
る
)
。

斜
め
構
図
の
来
迎
図
は
、

い
ま
問
題
を
掛
一
幅
形
式
に
限

っ
て
も
、
阿
弥
陀
・
観
音
・
勢
至
の
三
一
尊
を
え
が
く
も
の
、
多
数
の
聖
衆
を
し
た
が
え
る
も
の
、
尊
復
が
坐
象
形
式
の
も
の
、
立
像
形
式
の
も
の
、

往
生
者
や
そ
の
屋
形
、
自
然
の
景
観
、
あ
る
い
は
河
弥
陀
主
従
が
出
立
し
た
浄
土
の
光
景
を
添
え
る
も
の
等
、

そ
の
形
式
は
き
わ
め
て
多
彩
で
あ

る
。
そ
れ
ら
多
彩
な
形
式
を
分
類
し
て
系
譜
づ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
を
教
議
的
・
信
仰
的
側
面
か
ら
根
拠
づ
け
る
こ
と
も
浄
土
教
絵
画
史
の
研

究
に
は
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
ま
ず
、

こ
れ
ら
多
彩
な
斜
め
構
留
に
み
ら
れ
る
来
通
の
表
現
(
来
通
の
方
向
)
を
、

正
面
構
国

の
場
合
と
同
じ
造
形
的
方
法
を
用
い
て
検
討
し
、

(図け
M

)

1
、
心
蓮
社
河
弥
陀
三
尊
来
連
盟
(
十
二
世
紀
中
葉
)

そ
の
展
開
を
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
画
像
を
前
に
し
て
ま
ず
感
ず
る
こ
と
は
、
阿
弥
陀
主
従
が
画
面
の
左
上
か
ら
白
雲
に
の
っ
て
降
下
す
る
主
題
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
決
し
て



四

観
者
に
内
っ
て
近
づ
い
て
来
な
い
、

と
い
う
印
象
で
あ
る
。
判
三
尊
の
構
国
。
時
弥
陀
・
観
音
・
勢
至
の
三
尊
は
両
菩
薩
を
底
辺
と
す
る
三
角
形

の
構
河
川
を
つ
く
る
。
し
か
も
再
協
侍
の
一
光
背
は
ま
っ
た
く
の
透
明
で
あ
る
の
で
、
勢
至
菩
護
の
頭
部
と
河
弥
詑
の
台
産
が
同
じ
平
一
面
で
重
な
り
合

う
印
象
を
生
み
(
左
脇
持
の
体
部
と
背
後
の
白
雲
、
右
蕗
侍
の
頭
部
と
白
雲
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
同
様
)
、

阿
弥
陀
と
両
菩
藍
と
の
間
に
空
間

的
な
前
後
感
を
つ
く
る
こ
と
な
く
、
三
尊
が
垂
直
の
同
一
一
面
に
三
角
形
の
構
図
で
配
置
さ
れ
る
と
い
う
効
果
を
い
っ
そ
う
強
め
る
。
料
そ
の
う
え

と
く
に
丙
菩
薩
の
姿
態
が
ほ
と
ん
ど
右
向
き
で
あ
る
の
で
、
白
毒
の
光
明
が
左
上
か
ら
右
下
方
と
い
う
対
角
線
の
方
向
に
放
た
れ
る
に

一
二
尊
の
、

も
か
か
わ
ら
ず
(
こ
れ
が
と
り
も
な
お
さ
ず
来
迎
の
主
題
的
方
向
と
な
る
の
で
あ
る
が
)
、

視
覚
的
に
は
、

阿
弥
陀
主
従
が
垂
亘
に
立
て
ら
れ
た

三
角
形
の
構
図
の
ま
ま
、
観
者
の
摂
前
を
左
か
ら
右
に
向
っ
て
進
ん
で
ゆ
く
と
い
う
感
じ
を
生
む
こ
と
に
な
る
。
付
加
え
て
三
尊
の
の
る
自
雲
は
、

脇
侍
の
背
後
で
こ
そ
、
右
下
か
ら
左
上
方
に
尾
を
引
い
て
流
れ
、
白
老
光
の
方
向
と
一
致
す
る
も
の
の
、
時
弥
陀
像
の
背
後
で
は
右
方
に
大
き
く

湾
曲
す
る
た
め
に
阿
弥
陀
主
従
が
来
迎
し
て
く
る
対
角
線
の
方
向
を
著
し
く
唆
味
に
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
制
三
尊
の
著
衣
・
天
衣
や
台
座
の

蓮
弁
を
風
に
な
び
か
せ
る
動
的
な
描
写
を
抑
え
た
り
、
丙
菩
薩
が
上
半
身
を
前
か
が
み
に
倒
す
と
い
う
動
的
な
姿
態
を
避
け
て
画
面
に
静
的
な
印

象
を
つ
く
り
「
来
通
の
方
向
」
(
対
角
線
の
方
向
)
を
弱
め
た
こ
と
も
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

汁
バ
ト
し
、

T
l
l
L
F
 

心
蓮
社
本
来
通
図
で
は
阿
弥
陀
主
従
が
画
面
の
左
上
か
ら
右
下
方
に
向
っ
て
降
下
す
る
と
い
う
主
題
を
え
が
く
の
で
あ
る
が
、
視
覚
的

に
は
、
主
従
が
い
か
に
も
画
面
奥
か
ら
手
前
の
観
者
(
往
生
者
)

に
向
っ
て
迫
る
と
い
う
「
方
向
」

の
表
現
は
み
ら
れ
ず
、
問
弥
陀
主
従
が
観
者

と
の
間
に
等
し
い
間
隔
を
お
い
て
、
左
か
ら
右
へ
並
行
的
に
移
動
す
る
と
い
う
印
象
を
み
せ
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
こ
の
画
像
の
現
実
感
は
、
平

安
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
正
面
携
図
の
来
迎
図
(
法
華
寺
阿
弥
陀
来
通
図
、
金
剛
峯
寺
阿
弥
陀
聖
衆
来
通
図
)

の
特
色
、
す
な
わ
ち
持
弥
陀
主
従
が

方
向
性
の
明
確
な
実
在
感
を
も
っ
て
観
者
に
迫
る
の
で
は
な
く
、
観
者
と
向
い
合
つ
て
は
い
る
が
、
観
者
の
身
の
廻
り
を
と
り
か
こ
む
よ
う
に
浮

遊
し
て
い
る
と
い
う
現
実
感
の
特
色
と
同
質
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。

(
同
脳
性
〕

2
、
長
谷
寺
阿
弥
陀
七
菩
薩
来
迎
図
(
十
二
世
紀
末
)



も
と
多
武
蜂
文
殊
誌
の
什
物
。
図
橡
的
構
成
は
悶
弥
陀
・
観
立
日
・
勢
至
の
三
尊
設
の
ほ
か
、
弾
琴
・
吹
笛
の
二
菩
麓
と
三
比
丘
を
え
が
く
。
比

丘
の
二
棋
を
地
蔵
と
竜
樹
に
比
定
す
れ
ば
、
前
述
し
た
横
川
常
行
堂
安
置
の
五
等
形
式
に
類
似
す
る
。

た
だ
し
河
弥
陀
は
説
法
印
で
は
な
く
、

品
下
生
印
(
来
通
印
)
を
結
ん
で
い
る
c

画
面
上
方
右
の
色
紙
形
に
は
浄
土
教
経
典
か
ら
の
引
用
と
忠
わ
れ
る
「
出
波
微
妙
安
楽
国
、
無
量
仏
子

衆
関
経
」

の
法
文
を
閉
会
主
し
て
、

こ
の
凶
の
一
主
題
が
聖
衆
を
し
た
が
え
て
微
妙
安
来
国
(
西
方
浄
土
)
を
出
立
す
る
河
弥
陀
仏
で
あ
る
こ
と
を
説

明
し
て
い
る
。

長
谷
寺
本
来
迎
は
は
、
前
述
の
心
蓮
社
本
来
通
国
に
比
し
て
五
等
の
聖
衆
が
加
わ
る
と
い
う
図
復
上
の
変
化
が
あ
り
、

ま
た
造
形
的
に
も
対
角

線
の
万
向
、
が
幾
分
明
瞭
に
な
っ
て
い
る
と
は
い
え
、

な
お
基
本
的
に
は
、

心
蓮
社
本
と
様
式
的
特
色
を
等
し
く
し
て
い
る
。
ま
ず
、
川
こ
の
画
段

は
四
偵
の
尊
像
の
同
け
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

一
つ
は
画
面
手
前
の
観
音
・
勢
至
再
菩
薩
の
つ
く
る
屠
で
あ
り
、

二
は
勢
至
菩
薩

の
背
後
に
坐
る
苦
薩
の
一
層
、
コ
一
は
阿
弥
花
本
尊
、

お
よ
び
台
座
右
脇
の
比
丘
と
左
脇
菩
譲
の
層
、
最
後
は
悶
弥
陀
の
背
後
に
坐
る
二
体
の
比
丘
の

同
で
あ
る
。
画
面
は
こ
れ
ら
垂
直
に
並
ぶ
四
つ
の
層
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
四
枚
の
衝
立
が
並
行
に
並
べ
ら
れ
た
状
態
に
似
て
い

る
。
そ
し
て
制
導
像
の
大
き
さ
で
も
、
最
前
列
の
再
菩
薩
を
も
っ
と
も
大
き
く
、
以
下
背
後
の
層
に
行
く
に
つ
れ
て
務
次
小
さ
く
な
る
よ
う
に
え

が
か
れ
て
い
る
の
で

(
た
だ
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
本
尊
は
の
ぞ
く
)
、

最
前
列
の
層
か
ら
背
後
の
層
ま
で
、

し
だ
い
に
空
間
的
に
奥
ま
っ
て

行
く
と
い
う
ふ
か
さ
の
感
じ
が
生
れ
て
い
る
。
付
こ
の
、
層
が
奥
ま
っ
て
行
く
方
向
は
阿
弥
陀
の
自
宅
光
の
方
向
と
一
致
し
、

か
っ
白
雲
の
後
尾

が
つ
く
る
軌
跡
の
万
向
と
も
一
致
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
長
谷
寺
本
で
は
、

の
ち
に
の
ベ
る
鎌
倉
時
代
の
来
通
図
に
比
べ
て

「
来
通

の
方
向
」

は
決
し
て
顕
著
で
は
な
い
。
確
か
に
構
図
と
し
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
阿
弥
陀
主
従
が
左
上
か
ら
右
下
方
に
降
る
方
向
を
つ
く
っ
て
い

る
。
し
か
し
表
現
的
に
は
、
視
点
を
近
呆
的
に
置
き
、
群
像
を
手
前
に
引
き
つ
け
画
面
い
っ
ぱ
い
に
え
が
い
た
た
め
に
、
諸
尊
が
つ
く
る
四
つ
の

層
の
間
隔
が
せ
ば
ま
り
、

そ
の
結
果
、
冒
と
層
の
間
に
空
間
的
な
ひ
ろ
が
り
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
少
な
く
、
阿
弥
陀
主
従
が
右
下
方
に
向
っ
て

降
下
す
る
と
い
う
動
き
の
惑
じ
を
乏
し
く
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
同
諸
尊
の
姿
態
や
著
衣
、
天
衣
な
ど
の
表
現
に
も
、
白
雲
に
の
っ
て
飛
来
す
る
と

五
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い
う
動
的
な
処
理
が
み
ら
・
れ
な
い
こ
と
、

か
っ
、
制
勢
至
菩
薩
の
位
置
が
先
頭
に
坐
す
観
音
菩
薩
の
位
賓
よ
り
も
下
方
に
置
か
れ
て
い
る
た
め
、

観
音
と
勢
至
が
左
上
か
ら
右
下
へ
向
っ
て
す
す
む
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
観
者
と
並
行
し
て
左
か
ら
右
に
向
っ
て
移
動
す
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る

こ
と
も
こ
の
画
像
の
「
来
速
の
方
向
L

を
弱
め
る
重
要
な
要
西
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
長
谷
寺
本
来
迫
図
は
心
蓮
社
本
に
比
べ
て

斜
め
構
図
が
強
調
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
視
覚
的
に
は
な
お
、

(
閉
山
ぬ
)

3
、
河
呂
寺
河
弥
詑
十
二
菩
藷
来
通
園
(
十
三
世
紀
〉

心
蓮
社
本
と
共
通
す
る
性
格
を
つ
よ
く
の
こ
し
て
い
る
と
い
い
え
よ
う
。

背
紙
の
銘
記
に
よ
る
と
、
大
正
八
年
の
修
理
の
と
き
、
軸
身
か
ら
墨
書
銘
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
一
節
に
「
弘
治
三
年
了
丑
(
一
五
五
七
)
一
一
一
月

(
註
お
〉

十
五
日
比
表
演
化
者
也
吐
田
勝
福
寺
御
本
尊
也
(
下
略
ど
と
あ
っ
た
と
い
う
。
平
安
・
鎌
倉
の
往
生
講
や
迎
講
で
は
毎
月
十
五
日
が
結
縁
の
日
と

(
註
鈎
)

さ
れ
て
い
た
か
ら
、
こ
の
一
画
像
も
河
弥
詑
講
の
本
尊
と
し
て
夜
用
さ
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
何
日
寺
本
は
画
面
下
部
(
手
前
)
に
観
音
・
勢

至
の
再
菩
瑳
と
、
背
後
か
ら
轄
を
さ
し
か
け
る
菩
瑳
の
三
尊
を
配
し
、
画
面
中
央
で
は
蓮
台
上
に
結
蜘
扶
坐
し
て
上
品
下
生
印
(
来
通
印
)
を
結

ぶ
開
弥
陀
仏
と
河
弥
詑
仏
を
毘
穫
す
る
五
菩
藍
を
、

ま
た
画
面
上
方
に
は
、
画
面
左
上
か
ら
右
下
に
か
け
て
飛
来
す
る
白
雲
と
楽
を
奏
で
る
酉
菩

藍
を
え
が
い
て
い
る
。
こ
の
構
成
を
前
出
の
長
谷
寺
本
来
迎
図
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
同
日
寺
本
は
長
谷
寺
本
の
構
成
を
基
礎
と
し
、
そ
れ
に

画
面
上
部
の
、
対
角
線
の
構
図
で
飛
来
す
る
四
菩
薩
の
一
団
を
つ
け
加
え
た
構
成
と
み
て
よ
い
。
し
た
が
っ
て
造
形
上
の
特
色
も
、

一
面
で
は
何

自
寺
本
に
類
似
す
る
性
格
を
も
ち
な
が
ら
、
地
面
で
は
そ
れ
と
異
質
な
特
色
も
同
時
に
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
画
面
下
方
と
中
央
部
は
長

谷
寺
本
来
迎
図
の
構
成
に
類
似
し
て
、

ω観
音
・
勢
至
、

そ
れ
に
幡
を
も
っ
菩
瑳
の
グ
ル
ー
プ
、
同
阿
弥
陀
の
左
手
前
に
は
べ
る
二
菩
瑳
の
グ
ル

i
フ、

付
河
弥
詑
と
左
右
脇
に
侍
る
三
菩
薩
の
各
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
垂
直
の
層
を
つ
く
り
、

そ
の
三
枚
の
層
の
移
動
と
し
て
つ
来
通
の
方

向
」
が
一
ぶ
さ
れ
る
。
付
そ
の
場
合
、
各
尊
像
は
前
か
が
み
の
動
的
な
姿
態
を
つ
く
ら
ず
、

い
ず
れ
も
上
半
身
を
お
こ
し
て
正
面
を
み
つ
め
る
と
い

う
静
的
な
姿
態
で
あ
ら
わ
さ
れ
、

か
つ
若
衣
や
天
衣
、
あ
る
い
は
飛
雲
の
処
理
も
、
風
に
ふ
か
れ
て
な
び
く
と
い
う
動
的
な
描
写
を
し
て
い
な
い
。

刊
行
そ
の
点
、
視
覚
的
に
は
、
阿
弥
陀
主
従
は
、
自
宅
光
が
示
す
来
迎
の
主
題
的
方
向
(
対
角
線
の
方
向
)
と
相
違
し
て
、
観
者
の
眼
の
前
を
左
か



ら
右
方
に
向
っ
て
並
行
に
移
動
す
る
と
い
う
心
蓮
社
本
、
長
谷
寺
本
来
迎
図
に
共
通
す
る
特
色
、
が
な
お
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
画
面
の
上
部
で
は
ど
う
か
。
仰
ま
ず
白
雲
の
援
図
は
阿
弥
陀
の
自
宅
光
の
方
向
と
一
致
し
、

か
つ
後
尾
、
が
ジ
グ
ザ
グ
の
軌
跡
を
え

が
く
こ
と
な
く
左
上
方
に
直
線
的
に
流
れ
、
白
雲
の
も
つ
対
角
線
的
方
向
を
い
っ
そ
う
鮮
明
な
も
の
と
し
て
い
る
。
同
等
像
の
配
置
で
も
、
身
体

や
幹
部
が
た
が
い
に
重
な
り
合
う
よ
う
に
置
か
れ
て
お
り
、
画
面
の
突
か
ら
手
前
に
向
っ
て
す
す
ん
で
く
る
と
い
う
ふ
か
さ
の
方
向
が
明
示
さ
れ

る
。
加
え
て
け
尊
像
が
い
ず
れ
も
視
線
を
右
下
方
に
投
げ
か
け
る
こ
と
も
、
白
雲
の
す
す
む
方
向

i
自
去
の
方
向
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
河
日
寺
本
は
画
面
上
半
分
と
下
半
十
分
で
は
大
き
く
椙
達
し
、
下
半
分
が
長
谷
寺
本
に
訟
た
吉
様
を
も
つ
の
に
対
し
、

上
半
分
は
対
角
線
的
構
国

で
「
来
速
の
方
向
」
を
強
調
す
る
と
い
う
新
し
い
額
向
が
顕
著
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
古
様
の
原
本
(
た
と
え
ば
心
蓮
社
本
や
長
谷
寺
本
の
よ
う

な
)
を
も
と
と
し
、
そ
れ
に
、
阿
弥
陀
来
速
に
対
す
る
新
し
い
現
実
感
に
し
た
が
っ
て
上
半
分
の
尊
像
群
を
付
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ

の
際
、
画
中
の
対
象
(
尊
像
)
を
い
ず
れ
も
遠
く
に
つ
き
放
し
て
対
象
と
観
者
と
の
毘
に
距
離
感
を
つ
く
り
、
同
時
に
対
象
の
周
囲
に

(
画
面
の

周
縁
部
)
に
余
白
(
虚
空
)

を
大
き
く
と
る
と
い
う
仕
方
で
画
面
を
構
成
し
た
の
で
、

そ
の
結
果
、
画
像
全
体
と
し
て
は
、
阿
弥
陀
主
従
が
画
面

の
左
上
か
ら
右
下
方
に
向
っ
て
降
下
す
る
と
い
う
来
迎
の
方
向
が
よ
ワ
明
暗
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

(

酒

田

川

)

4
、
輿
福
長
河
弥
詑
十
九
菩
薩
来
迎
冨
(
十
三
世
紀
)

対
角
線
の
構
図
で
「
来
迎
の
方
向
」
を
形
象
化
す
る
額
向
は
、
長
谷
寺
本
来
迎
国
で
そ
の
芽
生
え
が
は
じ
ま
り
、
以
堅
、
同
日
寺
本
を
経
て
輿

福
良
本
で
頂
点
に
達
す
る
。
興
福
読
本
来
迎
国
の
前
に
立
つ
と
き
、
説
者
は
河
弥
陀
と
聖
衆
が
左
上
か
ら
右
下
へ
、
文
字
通
り
迅
速
に
飛
来
し
て

く
る
の
を
覚
え
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
多
く
の
造
形
上
の
工
夫
が
施
さ
れ
た
。
ま
ず
、
的
対
象
(
尊
像
と
白
雲
)

を
遠
く
に
置
き
全
体
を
っ
き
放

し
て
み
る
見
方
が
確
立
し
た
。
対
象
の
周
茜
(
画
面
の
周
縁
部
)

に
余
白
(
虚
空
)

の
ひ
ろ
が
り
が
生
れ
、
阿
弥
詑
来
迎
と
い
う
一
つ
の
出
来
事

が
い
ま
ひ
ろ
い
空
間
の
な
か
で
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
実
在
的
な
印
象
が
成
立
す
る
。
第
三
者
の
隈
で
対
象
を
客
観
的
に
み
つ
め
る
視
覚
の
成

立
で
あ
る
。

一
同
等
像
の
描
写
で
も
、

長
谷
寺
本
や
阿
日
寺
本
で
指
擁
さ
れ
た
新
傾
向
が
い
っ
そ
う
明
確
に
な
っ
て
い
る
。

前
景
の
尊
像
を
大
き

七
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く
、
そ
れ
に
対
し
て
後
景
の
尊
橡
を
小
さ
く
え
が
い
て
前
景
と
後
景
と
の
関
に
空
間
の
ふ
か
さ
を
つ
く
る
手
法
や
、
尊
像
が
体
を
前
方
に
額
斜
さ

せ
、
視
線
を
一
様
に
右
下
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
、

ま
た
右
脇
侍
(
観
音
)
を
左
脇
侍
(
勢
至
)
よ
り
手
前
(
下
方
)

に
配
置
し
た
り
、
著
衣
や
天

衣
、
白
雲
を
は
げ
し
く
後
方
に
な
び
か
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
右
下
に
向
う
来
迎
の
方
向
を
強
調
す
る
手
法
も
、
こ
こ
で
は
さ
ら
に
徹
底
し
た
。
い

う
ま
で
も
な
く
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
阿
弥
陀
の
白
毒
か
ら
放
た
れ
る
光
明
の
方
向
(
来
迎
の
主
題
的
方
向
)
と
一
致
す
る
。
阿
弥
詑
主
従
が
往

生
者
の
求
め
に
応
じ
て
、
画
面
の
奥
に
る
る
浄
土
か
ら
右
下
の
現
世
に
向
っ
て
来
通
し
て
く
る
と
い
う
主
題
と
、
い
か
に
も
阿
弥
詑
主
従
が
画
面

左
上
か
ら
右
下
方
に
向
っ
て
飛
来
し
て
く
る
よ
う
に
み
え
る
と
い
う
実
在
感
と
が
見
事
に
一
一
帽
の
画
像
に
お
い
て
融
合
し
た
慨
を
、
興
福
院
本
来

迎
図
に
み
る
の
で
あ
る
。

C
、
斜
め
構
図
の
来
迎
図
糾

と
こ
ろ
で
現
存
遺
品
か
ら
判
断
す
る
か
ぎ
り
、
鎌
倉
時
代
の
中
頃
(
十
三
世
紀
)
か
ら
、
斜
め
構
図
の
来
迎
図
中
に
往
生
者
や
往
生
者
の
屋
形

を
え
が
く
例
が
は
じ
ま
る
。
勿
論
、
画
中
に
往
生
者
を
え
が
き
込
む
例
は
必
ず
し
も
こ
の
時
期
に
は
じ
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
既
述
し
た
当
麻
蔓

奈
羅
の
九
品
来
迎
図
(
奈
良
時
代
)
や
鼠
愚
堂
扉
絵
(
天
喜
元
年
、

の
来
迎
図
中
に
そ
の
先
例
を
み
る
。
仁
寿
元
年
(
八
五
一
)
に

(
註
幻
v

円
仁
が
建
立
し
た
叡
山
東
塔
常
行
三
味
堂
の
九
品
浄
土
図
も
こ
れ
に
類
似
す
る
形
式
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
一
一
胞
の
掛
幅
に
九
品
来

一O
五
三
)

迎
の
一
主
題
を
と
り
あ
げ
、

し
か
も
往
生
者
の
姿
を
阿
弥
陀
主
従
と
と
も
に
画
中
に
か
き
込
む
形
式
が
世
に
流
布
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
鎌
倉
以

降
の
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
往
生
者
を
画
中
に
え
が
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
形
式
上
、
正
面
向
き
構
図
に
お
い
て
で
は
な
く
、
斜
め
構
図
の
来

迎
図
に
か
ぎ
っ
て
可
能
で
あ
る
。
そ
の
上
、
斜
め
講
図
の
も
つ
造
形
的
な
可
能
性
が
徹
底
し
て
追
求
さ
れ
る
の
は
鎌
倉
以
降
で
あ
る
か
ら
、
川
刊
画

中
に
往
生
者
を
か
き
込
む
こ
と
と
、
同
斜
め
構
閣
の
形
式
と
、
同
鎌
倉
時
代
の
空
間
意
識
、
美
的
趣
好
の
三
つ
は
相
互
に
ふ
か
く
関
連
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
ず
画
中
に
往
生
者
を
え
、
が
き
込
む
主
要
な
作
例
を
検
討
す
る
。

(
聞
出
口
)

1
、
安
楽
律
院
阿
弥
陀
十
五
菩
襲
来
迎
図
(
十
三
世
紀
)



阿
弥
陀
主
従
は
白
雲
に
の
り
、

ま
ず
画
面
左
上
か
ら
中
景
右
方
に
移
動
し
、

さ
ら
に
画
面
手
前
左
方
に
向
っ
て
降
下
す
る
構
図
で
あ
る
。
二
筋

に
わ
か
れ
て
流
れ
る
白
雲
の
後
尾
は
対
角
線
の
方
向
と
一
致
し
、

か
つ
尊
像
の
姿
態
で
も
、
画
面
左
上
か
ら
右
下
に
降
下
す
る
後
景
の
グ
ル

i
プ

は
右
方
に
体
を
か
た
む
け
、
地
方
、
阿
弥
陀
を
含
め
た
前
景
の
グ
ル
;
プ
は
左
下
に
傾
斜
さ
せ
る
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
す
す
む
方
向
を
強
調

し
て
い
る
。
往
生
者
は
画
面
左
下
、
情
諏
的
構
図
で
え
が
か
れ
た
寝
殿
造
の
屋
形
で
待
つ
の
で
あ
ろ
う
。
蔀
戸
を
あ
げ
た
御
簾
の
か
げ
か
ら
着
物

の
衣
端
が
み
え
、
庭
に
は
萩
が
咲
き
こ
ぼ
れ
て
い
る
。

一
行
の
先
頭
で
ひ
ざ
ま
ず
く
観
音
以
下
の
三
尊
は
屋
形
を
の
ぞ
き
込
む
よ
う
に
視
嬢
を
落

し
て
い
る
。
主
題
は
こ
の
よ
う
に
、
屋
形
で
待
つ
往
生
者
の
も
と
に
急
ぎ
飛
来
す
る
阿
弥
陀
来
迎
を
え
が
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

こ
こ
で
は
、
阿
弥
陀
主
従
が
往
生
者
の
も
と
に
い
か
に
も
急
ぎ
飛
来
す
る
と
い
う
印
象
は
必
し
も
明
断
で
は
な
い
。
画
中
に
お
け
る
屋
形
の
位
置

が
適
切
で
な
く
、
阿
弥
陀
の
視
線
も
観
音
・
勢
至
の
視
線
も
屋
形
へ
の
方
向
と
一
致
し
て
い
な
い
。
阿
弥
陀
主
従
は
往
生
者
の
待
つ
屋
形
を
通
り
J

す
ぎ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
み
え
る
の
で
あ
る
。
阿
弥
陀
主
従
の
描
写
は
、
対
象
を
手
前
に
引
き
つ
け
て
大
き
く
え
、
が
く
。
と
く
に
先
頭
の
一
群
は

画
面
下
辺
に
接
近
す
る
よ
う
に
え
が
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
往
生
者
を
え
が
か
な
い
来
通
凶
の
撰
図
で
あ
る
。

た
と
え
ば
前

出
の
同
日
寺
本
阿
弥
陀
十
二
菩
薩
来
迎
図
の
構
図
と
類
似
し
て
い
る
。

お
そ
ら
く
安
楽
律
院
本
阿
弥
陀
来
通
図
は
、
往
生
者
を
え
が
か
な
い
米
迎

図
の
構
図
を
告
り
、

そ
れ
に
往
生
者
の
屋
形
を
か
き
込
む
こ
と
で
新
し
い
主
題
の
絵
画
化
を
こ
こ
ろ
み
た
の
で
あ
ろ
う
。
阿
弥
陀
聖
衆
と
屋
形
と

の
不
調
和
は
こ
こ
に
由
来
す
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。

(

図

日

目

)

2
、
知
恵
院
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
通
図
(
十
三
世
紀
)

阿
弥
陀
主
従
が
白
雲
に
の
り
往
生
者
の
も
と
に
飛
来
す
る
と
い
う
「
来
迎
の
方
向
」

は
知
思
院
本
来
迎
図
で
確
立
す
る
。
画
面
の
左
方
か
ら
下

辺
を
海
の
咲
く
自
然
景
で
う
め
、
往
生
者
の
屋
形
は
自
然
景
の
右
方
ほ
ぼ
対
角
線
構
図
の
下
端
に
あ
る
。
自
然
景
は
ま
た
、
浄
土
に
対
す
る
現
世

を
寓
す
る
も
の
で
も
あ
ろ
う
。
河
掠
陀
主
従
は
、
画
面
の
左
上
方
は
る
か
か
な
た
の
浄
土
か
ら
往
生
者
の
ま
つ
自
然
景
中
の
屋
形
に
飛
来
す
る
。

す
べ
て
の
尊
像
は
立
ち
あ
が
っ
て
前
か
が
み
と
な
り
、
着
衣
や
天
衣
、
菩
露
の
さ
さ
げ
る
天
蓋
や
白
雲
の
こ
と
ご
と
く
が
風
に
吹
か
れ
、
阿
弥
陀

ブL



四
O 

来
速
の
方
向
と
動
性
を
強
調
す
る
。
聖
衆
の
視
線
も
一
様
に
屋
形
の
往
生
者
に
そ
そ
が
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
造
形
上
の
処
理
は
い
ず
れ

も
、
阿
弥
陀
の
白
一
曇
か
ら
発
し
往
生
者
の
屋
形
ま
で
一
直
線
に
さ
し
こ
む
光
明
の
方
向
(
来
迎
の
主
題
的
方
向
)
と
も
一
致
す
る
。
観
者
は
画
像

を
前
に
し
て
、
阿
弥
陀
の
来
迎
を
、
主
題
的
に
も
視
覚
的
に
も
実
在
的
な
も
の
と
し
て
理
解
す
る
の
で
あ
る
(
画
中
に
お
け
る
往
生
者
と
観
者
と

の
関
係
に
つ
い
は
の
ち
に
触
れ
る
)
。

(
閉
山
川
町
)

3
、
聖
衆
来
通
寺
阿
弥
陀
来
迎
図
(
十
三
世
紀
)

聖
衆
来
週
寺
本
来
通
図
は
自
然
景
の
描
写
に
画
面
の
大
き
い
ス
ペ
ー
ス
を
当
て
な
い
た
め
に
、
阿
弥
陀
聖
衆
が
往
生
者
の
す
む
こ
の
現
世
に
来

迎
す
る
と
い
う
需
景
的
な
雰
酉
気
に
は
欠
け
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
画
面
の
構
図
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、

「
来
迎
の
方
向
」
を
よ

り
明
確
化
し
て
い
る
。
ま
ず
画
面
は
極
端
な
縦
形
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
浄
土
か
ら
往
生
者
に
向
う
対
角
線
の
方
向
は
ほ
と
ん
ど
垂
直
線
に
近

く
、
上
か
ら
下
へ
と
い
う
物
理
的
な
方
向
に
と
も
な
う
速
さ
と
遠
さ
と
、
確
実
さ
の
印
象
が
「
来
迎
の
方
向
」
に
加
味
さ
れ
た
。
そ
の
上
、
観
音

-
勢
至
と
幡
を
さ
さ
げ
る
菩
薩
は
す
で
に
往
来
者
の
屋
形
に
達
し
、
観
音
は
蓮
台
を
さ
し
だ
し
て
往
生
者
の
魂
を
救
い
と
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ

の
画
像
で
は
、
阿
弥
陀
主
従
の
往
生
者
に
向
う
来
迎
の
方
向
が
明
断
と
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
阿
弥
陀
主
従
の
関
で
も
、
阿
弥
詑
の
一
団
と
、

そ
れ
よ
り
先
行
し
た
観
音
・
勢
至
、

お
よ
び
中
空
で
舞
う
二
菩
薩
と
の
間
に
「
来
迎
の
方
向
」
が
生
れ
て
お
り
、
二
つ
の
「
方
向
」
の
複
合
で
、

こ
の
画
像
の
も
つ

「
来
迎
の
方
向
」
は
い
っ
そ
う
確
実
な
も
の
と
な
っ
た
。

(

註

叩

伺

)

(

詮

ぬ

)

画
中
に
往
来
者
を
え
が
く
来
迎
図
は
こ
の
ほ
か
、
新
知
恵
院
河
弥
詑
二
十
五
菩
瑳
来
迎
函
、
某
家
阿
弥
詑
二
十
五
菩
襲
来
迎
菌
、
金
問
寺
髪
籍

(

詮

必

)

〔

詮

“

v

(

註
必
)

阿
弥
陀
三
尊
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
、
光
明
寺
四
十
九
化
仏
間
弥
陀
来
通
圏
、
大
義
寺
師
弥
陀
二
十
五
菩
藍
来
通
図
、
遍
明
民
間
弥
陀
二
十
五
菩
薩

(

注

片

付

)

来
迎
図
な
ど
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
十
三
世
紀
末
、
十
四
世
紀
以
誇
の
制
作
に
な
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
往
生
者
の
魂
を
救
っ
た
阿
弥
詑
主
従
が

浄
土
に
帰
還
す
る
光
景
を
縦
長
の
画
面
に
え
が
く
帰
り
来
迎
図
も
、
そ
の
「
方
向
」
が
来
迎
の
場
合
と
逆
で
あ
る
が
、
対
角
線
的
「
方
向
」
を
実

在
的
に
一
不
す
点
で
は
本
質
的
な
違
い
は
な
い
。



C
、
山
越
来
迎
毘

遺
品
か
ら
判
断
す
る
と
こ
ろ
、

鎌
倉
中
期
以
降
、

画
中
に
往
生
者
を
え
が
く
来
連
図
が
増
加
す
る
こ
と
と
前
後
し
て
、

山
越
来
迎
図
と
よ
ば

れ
る
特
殊
な
形
式
の
来
迎
国
が
流
布
し
は
じ
め
る
。
山
越
来
連
盟
は
主
に
正
面
向
き
の
構
図
を
用
い
、
阿
弥
陀
が
観
音
・
勢
至
の
両
菩
薩
あ
る
い

は
数
人
の
聖
衆
を
し
た
が
え
、
山
の
か
な
た
か
ら
山
を
越
し
て
来
通
し
て
く
る
光
景
を
え
が
く
形
式
で
、
名
称
と
し
て
は
、
十
五
世
紀
(
室
町
中

期
)
の
編
集
で
あ
る
輿
福
寺
本
尊
目
録
に
「
山
越
阿
弥
陀
三
尊
一
錨
」
と
み
え
る
の
が
初
例
で
あ
る
。

し
か
し
山
越
来
迎
図
の
起
源
に
つ
い
て
の

伝
承
は
ふ
る
く
か
ら
あ
り
、
恵
心
僧
都
涼
信
が
叡
山
横
川
の
不
二
蜂
に
お
い
て
両
蜂
の
間
に
現
出
す
る
阿
弥
陀
三
尊
を
感
得
し
て
絵
画
化
し
た
こ

と
に
は
じ
ま
る
と
も
、
あ
る
い
は
観
無
量
寿
経
に
説
く
浄
土
観
察
の
第
一
日
想
観
と
結
び
つ
い
て
、
西
の
山
端
に
夕
日
が
沈
む
清
景
を
来
迎
凶
に

と
り
入
れ
た
と
も
解
さ
れ
て
お
り
、

は
っ
き
ち
し
な
い
。
勿
論
恵
心
僧
都
の
創
始
し
た
と
い
わ
れ
る
山
越
来
迎
図
の
形
式
が
現
存
の
形
式
と
再
類

で
あ
っ
た
か
ど
う
か
も
確
か
め
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(
間
出
叩
叫
)

1
、
金
戒
光
明
寺
山
越
来
通
図
(
十
四
世
紀
初
頭
)

い
ず
れ
に
せ
よ
平
安
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
現
存
遺
品
は
な
い
。

コ
一
一
幅
の
扉
風
装
で
、
中
央
幅
に
阿
弥
陀
、

そ
の
左
右
に
観
音
、
勢
至
の
脇
幅
を
添
え
る
。

い
ず
れ
も
画
面
の
下
方
三
分
の
一
を
、
緑
に
お
お
わ

れ
た
山
と
そ
の
す
そ
に
ひ
ろ
が
る
静
か
な
水
面
で
埋
め
、

い
ま
阿
弥
陀
三
尊
が
山
の
上
か
ら
大
き
く
上
半
身
を
あ
ら
わ
し
、
画
面
の
中
央
下
方
に

視
掠
を
投
げ
か
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
中
尊
の
手
に
は
五
色
の
糸
が
の
こ
り
、

い
つ
の
時
代
か
こ
の
画
像
が
臨
終
の
床
に
あ
る
往
生
者
の
導
き
手

と
し
て
ま
つ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
(
た
だ
し
、
現
存
の
糸
は
当
初
の
も
の
で
は
な
い
)
。

こ
の
行
議
は
す
で
に
平
安
中
期
に
例
が
あ
り
、
恵
心

「
室
中
に
阿
弥
陀
立
像
を
安
置
し
、
金
箔
で
こ
れ
を
塗
り
、
西
方
を
向
か
せ
る
。
印
栢
は
右
手
を
あ

(
註
必
)

、
げ
、
左
手
に
は
五
色
揺
を
も
た
せ
て
そ
の
幡
脚
を
地
に
は
う
よ
う
に
垂
ら
せ
、
そ
の
端
を
往
生
者
に
に
ぎ
ら
せ
る
」
と
説
い
た
棋
や
、
藤
原
道
長

僧
都
が
「
往
生
要
集
(
第
六
)
」

の
な
か
で
、

一
O
二
七
)
、
法
成
寺
阿
弥
陀
堂
(
無
量
寿
院
)

端
を
に
、
ぎ
っ
て
最
期
を
と
げ
た
例
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

が
臨
終
の
と
き
(
万
寿
四
年
、

に
床
を
つ
く
ら
せ
、
九
体
阿
弥
陀
仏
の
御
手
に
結
ん
だ
五
色
糸
の

j司



四

山
越
来
迎
国
が
、
正
面
講
図
を
と
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
述
し
た

A

「
正
面
構
図
の
来
迎
図
」
と
相
違
す
る
点
は
、
画
面
の
中
央
に
山
を
配

す
る
こ
と
で
あ
る
。
山
は
浄
土
と
現
世
の
境
界
で
あ
り
、
山
の
奥
は
浄
土
、
山
の
手
前
は
現
世
を
象
徴
す
る
。
阿
弥
陀
主
従
は
い
ま
山
の
端
に
姿

を
あ
ら
わ
し
、
現
世
に
向
っ
て
降
下
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
正
面
構
匿
の
来
迎
閣
は
虚
空
の
な
か
に
阿
弥
陀
主
従
を
配
す
る
の
み
で
、
浄
土
と
現

世
と
い
う
異
質
な
二
空
間
の
描
写
は
意
図
し
な
い
。
金
剛
峯
寺
阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
国
で
は
画
面
左
下
方
に
自
然
景
を
配
す
る
こ
と
で
河
弥
陀
主
従

が
い
ま
現
世
に
降
下
し
た
こ
と
を
一
不
し
は
す
る
が
、
画
中
に
浄
土
と
現
世
と
い
う
異
質
な
二
空
間
を
明
示
し
て
阿
弥
陀
来
通
の
「
主
題
」
を
形
象

化
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
山
越
来
迎
図
は
、

一
一
輔
の
画
中
に
浄
土
と
現
世
の
二
空
間
を
設
定
し
、

そ
の
両
者
の
対
比
と
、
両
者
の

境
界
で
あ
る
山
の
端
に
い
ま
河
弥
詑
主
従
が
姿
を
大
き
く
あ
ら
わ
し
、

か
つ
視
線
を
山
の
手
前
、
画
面
の
下
方
(
す
な
わ
ち
現
世
)

に
そ
そ
ぐ
こ

と
で
来
迎
の
「
主
題
」
を
形
象
化
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
金
戎
光
明
寺
本
来
週
図
で
は
、
阿
弥
陀
主
従
は
な
お
山
の
む
こ
う

に
と
ど
ま
っ
て
観
者
に
迫
る
と
い
う
印
象
に
と
ぼ
し
く
、
視
覚
的
な
意
味
で
の
「
来
迎
の
方
向
」

は
な
お
稀
薄
で
あ
る
。
金
戒
光
明
寺
本
は
山
越

来
通
図
の
作
例
中
、
も
っ
と
も
古
様
を
一
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
画
橡
の
制
作
時
期
は
、
柔
軟
さ
を
失
っ
た
措
線
の
性
質
や
量
感
に
と
ぼ
し

い
自
然
景
の
描
写
か
ら
、
鎌
倉
末
期
(
十
回
世
紀
初
頭
)

の
制
作
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
形
式
的
に
は
原
本
の
古
様
を
と
ど
め
た
と
判

断
す
べ
き
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
観
音
と
勢
至
の
画
幅
上
部
に
色
紙
を
貼
り
、
正
磨
五
年
(
九
九
四
)

の
年
記
を
も
っ
恵
心
僧
都
の
発
顕
文
(
観

音
幅
)
と
備
(
勢
至
幅
)
が
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
正
麿
五
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
原
本
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
確
か
で
な
い
。

(
関
幻
〉

2
、
禅
林
寺
山
越
来
迎
図
(
十
四
世
紀
)

金
戒
光
明
寺
本
来
通
図
に
お
け
る
「
来
通
の
方
向
」
を
い
っ
そ
う
す
す
め
た
も
の
が
禅
林
寺
肖
越
来
迎
図
で
あ
る
。
阿
弥
陀
は
白
色
の
光
背
を

背
負
っ
て
山
の
壌
に
姿
を
あ
ら
わ
す
。
こ
こ
で
は
、
光
背
は
月
輪
と
な
り
、
開
弥
詑
仏
が
西
の
山
に
か
く
れ
る
月
と
同
体
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す

る
。
恵
心
僧
都
源
信
が
毎
月
十
五
日
、
横
山
川
の
山
中
で
満
月
が
西
の
山
に
沈
む
ま
で
夜
を
徹
し
て
修
し
た
河
弥
詑
二
十
五
三
味
会
と
の
関
係
が
想

定
さ
れ
る
。
観
音
と
勢
至
菩
薩
は
阿
弥
陀
に
先
立
ち
、
す
で
に
山
を
越
え
て
往
生
者
の
ま
つ
現
世
(
画
面
下
辺
の
自
然
景
)

の
上
空
に
飛
来
し
、



現
世
で
は
守
護
神
で
あ
る
四
天
王
と
二
神
王
が
河
弥
詑
主
従
を
む
か
え
て
い
る
。
河
弥
詑
の
描
写
は
、
前
述
の
金
戒
光
明
寺
本
と
似
て
山
の
端
に

と
ど
ま
り
、
山
を
越
え
て
観
者
に
迫
る
と
い
う
印
象
に
欠
け
る
。
む
し
ろ
身
体
の
多
く
を
山
に
か
く
し
、

わ
ず
か
拘
よ
り
上
部
を
山
の
端
に
み
せ

る
構
図
は
持
弥
陀
が
山
の
む
こ
う
に
と
ど
ま
っ
て
山
停
止
し
て
い
る
と
い
う
印
象
す
ら
も
っ
。
そ
れ
に
反
し
観
音
と
勢
至
は
対
角
線
の
構
習
で
持
下

す
る
白
雲
に
の
っ
て
す
で
に
山
を
越
え
、
体
を
前
方
に
か
が
め
、
視
線
を
画
面
下
方
の

「
現
世
」
に
投
げ
か
け
る
こ
と
で

「
来
速
の
方
向
」
を
明

瞭
に
う
ち
出
し
て
い
る
。
画
面
下
部
で
待
ち
う
け
る
四
天
王
と
二
神
王
の
位
置
は
観
音
・
勢
至
の
位
置
よ
り
も
さ
ら
に
低
く
、

し
た
が
っ
て
現
世

の
上
空
に
到
達
し
た
観
音
・
勢
至
の
位
置
か
ら
画
面
に
は
み
え
な
い
往
生
者
(
観
者
)
ま
で
、

な
お
距
離
の
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
。

か
く
て
こ

の
画
像
は
、
通
例
の
来
通
図
の
よ
う
に
阿
弥
陀
自
身
が
白
雲
に
の
っ
て
来
迎
す
る
方
向
や
そ
の
動
性
を
表
現
す
る
の
で
は
な
く
、

ま
ず
山
の
端
に

た
た
ず
む
阿
弥
陀
仏
と
下
方
の
自
然
景
中
に
出
む
か
え
る
四
天
王
・
二
神
王
と
の
空
間
的
な
ひ
ろ
が
り
を
つ
く
っ
て
浄
土
と
現
世
と
の
間
に
横
た

わ
る
遠
さ
を
一
不
し
、

そ
の
う
え
で
、
両
者
の
遠
さ
を
つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
、
観
音
と
勢
至
菩
藍
に
よ
る

「
来
迎
の
方
向
」
を
え
が
く
の
で
あ
る
。

正
面
構
図
と
い
う
形
式
の
限
界
の
な
か
で
実
在
的
と
も
い
え
る
「
来
迎
の
方
向
」
を
形
象
化
し
た
と
こ
ろ
に
こ
の
画
像
の
特
色
が
指
描
さ
れ
よ
う
。

禅
林
寺
本
来
迎
図
で
実
現
さ
れ
た
「
来
速
の
方
向
」
を
よ
り
進
展
さ
せ
よ
う
と
す
れ
ば
、

必
然
的
に
正
面
構
図
の
も
つ
限
界
を
崩
さ
な
く
て
は

£
・
コ
£

i
o

f
F，
f
し

か
く
て
成
立
す
る
の
が
、
田
上
野
家
本
山
越
来
迎
図
で
あ
る
。

(
同
凶
幻
〉

3
、
出
上
野
家
山
越
来
迎
図
(
十
三
世
紀
)

阿
弥
詑
仏
は
観
音
・
勢
至
菩
藍
以
下
六
菩
十
躍
を
し
た
が
え
て
山
の
端
に
立
つ
。
持
拡
陀
は
身
体
の
大
部
分
を
、

し
か
も
斜
め
の
構
国
で
大
き
く

あ
ら
わ
し
、

聖
衆
も
ま
た
上
半
身
を
前
方
に
か
が
め
て
、
視
線
を
画
面
下
方
に
一
点
集
中
的
に
そ
そ
い
で
い
る
。
す
で
に
谷
間
か
ら
流
れ
出
た
白

雲
、
が
山
の
手
前
、
す
な
わ
ち
現
世
に
向
っ
て
追
っ
て
い
る
。
こ
ミ
で
は
阿
弥
陀
主
従
が
山
の
む
こ
う
の
浄
土
か
ら
山
の
子
前
の
現
世
に
向
っ
て
来

迎
す
る
と
い
う
主
題
を
あ
ら
わ
す
た
め
に
、
斜
め
構
凶
の
子
法
で
あ
る
諸
尊
の
斜
め
の
姿
態
と
斜
め
に
降
下
す
る
白
雲
の
描
写
を
用
い
て
観
去
に

九
円
う
「
来
通
の
方
向
」
を
あ
ざ
や
か
に
表
現
し
た
の
で
あ
る
。
山
越
来
通
図
の
主
題
と
斜
め
搭
凶
の
形
式
と
を
巧
み
に
結
会
し
た
産
物
と
み
る
こ

四



四
回

と
が
で
き
よ
う
。

「
来
迎
の
方
向
」
を
表
現
す
る
際
に
、
正
面
構
図
の
形
式
が
い
か
に
経
桔
と
し
て
作
用
す
る
か
を
示
す
好
例
で
あ
る
。

一一一、
来

迎

の

「場」

前
に
も
ふ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
恵
心
僧
都
源
信
が
来
迎
図
(
迎
接
受
奈
羅
)
を
創
始
し
た
と
伝
え
る
文
献
は
多
い
。
「
後
拾
遺
住
生
伝
」

に
は
、
恵
心
僧
都
に
帰
依
し
て
い
た
平
維
茂
が
死
期
の
迫
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
恵
心
僧
都
の
引
導
を
も
と
め
た
と
こ
ろ
、
恵
心
は
「
迎
接
受
奈
羅

一
鋪
」
を
与
え
て
こ
れ
を
恵
心
に
代
る
臨
終
の
導
き
手
と
さ
せ
た
と
い
う
話
を
の
せ
て
い
る
。
筆
者
大
江
匡
一
房
は
そ
れ
に
つ
づ
け
て
、

(
詮
幻
)

が
朝
の
迎
接
受
茶
羅
の
流
布
は
こ
れ
よ
り
始
ま
る
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
恵
心
僧
都
の
重
要
な
伝
記
で
あ
る
「
延
暦
寺
首
槙
厳
院
源
信
信

「
凡
そ
我

都
伝
」
や
「
首
拐
厳
院
二
十
五
三
味
結
縁
過
去
帳
」
に
は
、
「
僧
都
往
年
自
ら
経
文
を
案
じ
、
阿
弥
陀
来
迎
の
影
像
を
図
絵
す
」
と
記
し
、
天
台

む

か

え

(

註

必

)

「
迎
浄
土
の
始
め
は
恵
心
僧
都
、
春
日
部
恒
則
を
以
っ
て
之
を
画
が
か
し
む
」
と
あ
る
。
ま
た
僧
都
の
撰
述

宗
の
図
像
抄
「
丙
裟
縛
抄
」

に
も
、

と
い
わ
れ
る
「
二
十
五
三
味
起
請
」

に
よ
る
と
、
僧
都
は
毎
月
十
五
日
の
夜
に
横
川
に
お
い
て
講
中
の
同
志
を
あ
つ
め
、

一
夜
の
不
断
念
仏
を
修

し
、
満
月
が
西
山
に
沈
む
と
き
を
も
っ
て
往
生
成
就
と
す
る
法
会
を
修
し
た
り
、
講
中
の
結
縁
衆
が
臨
終
を
迎
え
る
と
き
に
は
、

一
宇
の
草
庵
を

(

詮

品

目

)

建
て
、
往
生
院
と
号
し
、
阿
弥
陀
仏
を
安
置
し
、
仏
手
に
結
ん
だ
五
色
幡
の
脚
を
往
生
者
に
と
ら
せ
、
極
楽
往
生
の
導
き
手
と
さ
せ
た
と
い
わ
れ
、

僧
都
が
一
般
衆
生
の
極
楽
往
生
の
た
め
に
、

こ
れ
ら
演
劇
的
な
法
会
・
行
儀
を
方
便
と
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
説
い
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ

こ
の
点
か
ら
も
恵
心
僧
都
自
身
に
(
怠
る
い
は
そ
の
周
辺
に
)
、

〔
註
切
)

ょ
う
で
あ
る
。
し
か
し
絵
画
史
の
問
題
と
し
て
は
、
恵
心
僧
都
の
時
代
に
成
立
し
た
来
通
図
が
ど
の
よ
う
な
形
式
で
あ
っ
た
か
、

る。

迎
接
受
奈
羅
(
来
通
図
)

の
起
源
を
さ
ぐ
る
こ
こ
ろ
み
も
無
駄
で
は
な
い

と
い
う
造
形
面

か
ら
の
考
察
が
よ
り
重
要
で
あ
ろ
う
。
既
述
の
よ
う
に
、
臨
終
の
と
き
往
生
者
の
導
き
手
と
し
て
来
通
図
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
文
献
は

多
い
が
、

そ
の
来
通
図
の
形
式
を
推
察
さ
せ
る
文
献
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
間
題
は
現
存
す
る
遺
品
の
造
形
的
特
色
か
ら
判
断
す
る
ほ
か
は



な
い
こ
と
に
な
る
。
第
一
五
日
γ

で
考
察
し
た
来
迎
留
の
形
式
は
、
的
正
面
構
国
の
来
迎
耳
、
ゆ
斜
め
帯
留
の
来
迎
図
一
け
(
画
中
に
往
生
者
を
え
が
か

な
い
も
の
)
、

ω斜
め
構
図
の
来
迎
留
日
(
画
中
に
往
生
者
を
え
が
く
も
の
)
。
神
山
越
来
迎
留
の
四
形
式
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
斜
め
構
図
け
の
来

〈
開
凶
日
同
)

迎
悶
は
現
存
遺
品
か
ら
考
え
る
か
ぎ
り
、
そ
の
制
作
年
代
を
平
安
末
期
(
十
二
世
紀
後
半
)
以
前
に
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
心
蓮
社
本
来
迎
菌

(
阿
凶
い
H

)

は
様
式
上
十
二
世
紀
後
半
の
制
作
と
推
定
さ
れ
る
し
、
長
谷
寺
本
来
通
留
は
心
蓮
社
本
よ
り
幾
分
時
代
が
隆
る
。
奈
良
時
代
に
興
り
平
安
末
期
に

い
た
っ
て
確
立
す
る
神
仏
習
合
思
想
を
反
映
し
て
、
神
体
と
し
て
安
置
さ
れ
る
鏡
面
に
、
十
二
世
紀
末
ご
ろ
か
ら
、
仏
・
菩
薩
の
専
設
を
刻
ん
だ

安り
末え
期が
よJ- l、
降た
とつ
二考 す
え Q

ょと
し、 Jう}

よは.
うじ
でま
ある
る G

~の
と
な
手、か

皇后
副ウ

正福
寺内
向:コ
弥二
位主

主三
会亥5
2 む
EE 例
j空も

~~散
巴ご見
O す

こる
のが

と制
は{乍
来年
連代
図は
岳鏡
体の
の様
氾式
形上
的し、
特ず
色れ
かも
ら平

も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。
斜
め
構
図
は
同
郎
詑
聖
衆
が
対
角
線
的
構
図
を
使
っ
て
左
上
か
ら
右
下
に
降
下
し
て
く
る
形
式
で
あ
る
。
斜
め
講
雪
は

本
質
的
に
動
的
な
印
象
と
方
向
の
明
確
さ
、

そ
し
て
対
象
の
実
在
感
を
と
も
な
う
。
こ
れ
は
換
言
す
れ
ば
、
鎌
倉
時
代
の
美
的
趣
好
と
対
応
す
る

感
覚
と
い
え
よ
う
。
斜
め
権
問
で
あ
っ
て
も
、
線
描
、
彩
色
法
な
ど
技
法
上
の
特
色
か
ら
平
安
時
代
に
制
作
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
来
迎
図
は
、

対
角
線
的
構
図
に
と
も
な
い
、
が
ち
な
こ
う
し
た
諸
要
素
を
で
き
る
だ
け
目
立
た
な
い
よ
う
に
抑
え
て
い
る
し
、

そ
れ
に
反
し
、
技
法
上
か
ら
も
鎌

八
万
以
降
の
制
作
と
推
定
さ
れ
る
作
例
は
、
逆
に
対
角
線
的
構
図
が
本
質
的
に
も
つ

「
方
向
」
と
実
在
惑
を
で
き
る
だ
け
強
↓
調
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
う
れ
ば
、
平
安
中
期
に
成
立
し
た
最
初
の
来
通
図
は
、
正
面
構
留
の
来
迎
密
で
あ
っ
た
と
い
う
推
定
が
可
能
に
な
る
。
単
独

ペ隠
7

V

(

図
S
)

像
で
は
法
華
寺
阿
弥
陀
像
、
聖
衆
形
式
で
は
金
剛
峯
寺
同
誌
陀
二
十
五
菩
露
来
通
圏
な
ど
を
こ
れ
に
当
て
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
法
華
寺

阿
弥
詑
像
や
聖
衆
が
い
か
に
も
画
面
の
奥
か
ら
往
生
者
に
向
っ
て
飛
来
す
る
よ
う

阿
弥
陀
像
や
金
剛
峯
寺
来
通
図
の
特
色
、

い
い
か
え
る
と
、

に
み
え
る
と
い
う
動
的
な
方
向
性
に
阿
弥
陀
来
通
の
現
実
感
を
み
る
の
で
は
な
く
、
同
誌
陀
主
従
、
が
観
者
の
間
以
前
で
観
者
を
と
り
ま
き
沼
遊
す
る

よ
う
に
み
え
る
非
実
体
的
な
表
現
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
雰
囲
気
自
体
の
な
か
に
来
迎
の
現
実
感
を
見
よ
う
と
す
る
特
色
は
、

ま
さ
に
藤
原
的
な

趣
好
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
彫
刻
で
い
え
ば
、
天
喜
一
克
年
(
一

O
五
一
二
)
に
造
立
さ
れ
た
鳳
庖
堂
阿
弥
陀
像
の
特
色
、

す
な
わ
ち
身
体
表
現
で

四
五



四
六

は
量
惑
を
お
さ
え
て
正
面
観
に
お
け
る
端
正
な
平
面
的
帯
留
に
ま
と
め
、
浩
一
m
衣
の
処
理
で
も
写
実
的
措
写
を
行
な
わ
ず
、
体
艇
の
平
面
的
な
構
成

に
対
応
す
る
装
飾
的
な
処
理
を
ほ
ど
こ
す
こ
と
で
、
全
体
的
に
は
阿
弥
陀
仏
の
現
実
感
を
、
観
者
の
ま
わ
り
に
た
だ
よ
い
観
者
と
融
合
す
る
よ
う

な
非
実
体
的
な
在
存
に
見
出
そ
う
と
す
る
特
色
と
同
質
の
性
格
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
正
面
構
菌
の
来
迎
留
が
斜
め
構
留
の
来
迎
習
と
相
違
す
る
も
っ
と
も
重
要
な
点
は
、
前
者
で
は
阿
弥
陀
仏
が
観
者
と
向
い
合
い
、
観

者
と
視
線
を
合
わ
せ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
が
観
者
を
正
面
か
ら
み
つ
め
る
か
ら
こ
そ
、
観
者
は
阿
弥
陀
仏
が
自
分
に
向
っ
て
降
り
、

白
八
刀
は
こ
の
河
弥
詑
仏
に
救
わ
れ
る
と
い
う
実
感
を
得
る
の
で
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
の
視
線
が
観
者
の
視
線
と
一
致
し
な
く
て
は
こ
の
実
感
は
得
ら

れ
な
い
。
絶
対
者
と
対
面
し
た
い
と
い
う
願
望
は
、
救
い
を
も
と
め
る
者
の
、
も
っ
と
も
素
朴
で
あ
る
が
、

ま
た
も
っ
と
も
切
実
な
欲
求
で
も
あ

ろ
う
。
最
初
に
成
立
し
た
平
安
中
期
の
来
迎
凶
が
正
面
構
図
の
来
通
図
で
あ
っ
た
と
す
る
推
定
は
こ
の
点
か
ら
も
当
然
で
あ
る
。

し
ば
し
ば
正
面
構
図
の
来
迎
図
は
観
想
の
本
尊
と
し
て
造
立
さ
れ
た
と
説
か
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

こ
の
構
図
の
来
迎
国
は
臨
終
の
本
尊
と
し

て
つ
く
ら
れ
た
の
で
は
な
い
、

と
い
う
主
張
を
一
一
二
日
外
に
ひ
そ
め
て
い
る
。

し
か
し
「
観
想
」
と
「
臨
終
」

の
ち
が
い
を
ど
こ
に
認
め
よ
う
と
す
る

の
か
、
主
張
の
趣
己
け
は
必
ず
し
も
明
白
で
な
い
。
観
想
は
日
常
、
開
弥
詑
仏
と
そ
の
浄
土
を
念
じ
来
た
る
べ
き
往
生
に
備
え
る
作
法
で
あ
り
、
臨

終
の
本
尊
は
、

ま
さ
に
臨
終
の
と
き
往
生
者
の
導
き
手
と
な
る
本
尊
で
あ
る
。
観
想
の
本
尊
に
正
面
構
図
の
来
迎
図
、
臨
終
の
本
尊
に
斜
め
構
図

の
来
迎
図
が
用
い
ら
れ
た
と
説
く
な
ら
ば
、
そ
れ
以
前
に
は
ど
の
よ
う
な
形
式
の
来
通
図
が
臨
終
の
本
尊
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
か
、

の
説
明

が
必
要
と
な
る
。
前
述
の
よ
う
に
遺
品
に
徴
す
る
か
ぎ
り
、
斜
め
構
留
の
来
通
国
は
平
安
末
期
以
捧
に
成
立
し
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
し
、

産
品

た
議
終
の
場
で
来
迎
国
を
ま
つ
る
行
儀
が
平
安
末
期
か
ら
は
じ
ま
り
、
そ
れ
以
前
に
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
ま
い
。
そ
う
で
は
な
く

て
、
来
迎
留
が
成
立
し
た
平
安
中
期
以
降
に
は
、

日
ご
ろ
問
弥
陀
の
姿
と
そ
の
浄
土
の
椙
を
念
じ
て
来
る
べ
き
往
生
の
成
就
を
願
う
観
怨
の
本
尊

も
、
臨
終
の
導
き
手
と
し
て
ま
つ
る
本
尊
も
、

と
も
に
正
面
構
図
の
来
迎
図
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
は
あ
る
ま
い
か
。
観
想
の
修
法
と

い
え
ど
も
、
来
た
る
べ
き
臨
終
の
と
き
に
備
え
る
観
法
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
恵
心
僧
都
は
同
志
を
あ
つ
め
、
毎
月
十
五
日
(
満
月
)

の
夜
、



阿
弥
陀
来
通
の
ふ
り
様
を
尖
出
し
て
、
白
ら
生
前
「
来
通
の
場
」
に
居
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
来
る
べ
き
往
坐
の
た
め
の
助
業
と
し
た
と
い
う
。
逆
議

を
両
一
加
に
う
っ
せ
ば
一
幅
の
来
通
図
と
な
る
。
来
迎
図
が
成
立
し
た
平
安
中
期
以
降
の
人
び
と
は
、
平
常
か
ら
阿
弥
陀
と
そ
の
浄
土
を
観
想
し
て

来
た
る
べ
き
往
生
を
念
ず
る

一
観
想
」
に
も
、

ま
た
最
期
の
往
生
の
床
で
も
、

と
も
に
こ
の
期
に
流
布
し
て
い
た
一
般
的
な
来
週
図
を
本
尊
と
し

て
ま
つ
っ
て
い
た
と
解
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

嫌
企
時
代
に
入
る
と
、

正
面
構
冨
の
来
通
図
に
造
形
上
の
変
化
が
お
こ
る
。
阿
弥
陀
主
従
は
な
お
正
面
構
図
で
え
が
か
れ
な
が
ら
、
阿
弥
陀
主

従
が
速
い
浄
土
か
ら
往
生
去
の
待
つ
境
計
に
向
っ
て
急
ぎ
飛
来
す
る
と
い
う
運
動
感
と
方
向
性
を
明
断
に
一
不
す
よ
う
に
な
る
。
遺
例
で
は
松
尾
寺

本
来
通
問
、

安
来
ト
ド
m，
院
本
来
庄
は
が
こ
れ
に
当
る
。

こ
の
変
化
は
、

こ
れ
ま
で

「
観
想
一

の
本
辛
で
あ
っ
た
も
の
が
、

「
臨
終
十
一

の
本
寺
に
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
興
っ
た
、

と
い
う
よ
う
な
変
化
で
は
な
い
。
む
し
ろ
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
平
安
時
代
の
人
び
と
が
一
来
迎
一

0) 

現

実
感
を
見
出
し
て
い
た
は
じ
来
迎
悶
の
夫
現

ι
は
、
鎌
倉
時
代
の
人
び
と
は
、
す
で
に
そ
れ
を
見
出
し
得
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

鎌
台
時
代
の
人
び
と
が
考
え
る
「
来
迎
」

の
現
実
感
を
正
面
構
図
を
用
い
て
表
現
し
よ
う
と
す
れ
ば
、

お
の
ず
と
、
松
足
寺
本
や
安
楽
寿
院
本
の

よ
う
に
、

同
弥
陀
主
従
が
両
面
の
上
か
ら
ド
ド
々
に
む
か
つ
て
降
下
す
る
と
い
う
仕
方
で

「
来
迎
の
一
方
向

を
強
一
調
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
も
し
、

こ
れ
ら
の
遺
例
で
実
現
さ
れ
た
以
上
の

「
方
向
」
を
正
面
構
冒
と
い
う
形
式
の
限
界
什
で
こ
こ
ろ
み
る
と
す
れ
ば
、
商
面
を

思
い
切
っ
て
縦
.
長
と
し
、

両
面
の
上
端
か
ら
下
端
に
向
っ
て
ほ
と
ん
ど
垂
直
の
方
向
で
阿
弥
陀
主
従
が
降
下
す
る
と
い
う
形
式
を
つ
く
る
ほ
か
は

な
い
。
こ
れ
は
信
長
に
一
ぶ
す
宗
教
一
酬
と
し
て
可
能
な
形
式
で
は
な
か
ろ
う
。

臨
終
の
庶
に
横
た
わ
る
花
生
者
の
た
め
に
号
え
出
さ
れ
た
構
図
で
は
な
い
。
鎌
倉
時
代
の
人
び
と
は
、
画
面
の
一
角
か
ら
対
角
線
の
構
図
で
飛
来

か
く
て
斜
め
構
図
の
来
迎
国
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
斜
め
構
図
は

す
る
明
断
な
方
向
と
活
動
性
に
阿
弥
陀
来
通
の
現
実
感
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
幻
想
的
な
空
間
意
識
か
ら
現
実
的
・
実
在
的
な
空
間
意
識
へ
の

民
間
と
い
い
か
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

何
必
陀
主
従
が
対
角
線
の
方
向
で
飛
来
し
て
く
る
来
迎
図
の
形
式
は
本
来
、

一
一
騎
の
画
像
の
な
か
で

「
来
迎
の
方
向
」
を
夫
現
す
る
た
め
の
も
っ
と
も
効
果
的
主
形
式
で
あ
る
。
平
安
末
期
に
斜
め
溝
図
の
来
迎
凶
が
成
立
し
て
以
降
、
間
も
な
く
こ

i九i
r七



回
/¥、

の
形
式
が
来
迎
匿
の
主
流
を
占
め
、
問
時
に
「
来
迎
の
方
向
」
を
い
っ
そ
う
強
調
す
る
た
め
、
対
角
線
的
構
図
の
も
つ
可
龍
性
が
積
極
的
に
追
究

さ
れ
た
こ
と
は
至
極
当
然
で
あ
っ
た
。
子
安
末
期
の
心
蓮
社
本
来
迎
留
に
は
じ
ま
り
、
対
角
線
構
図
の
完
成
と
目
さ
れ
る
興
福
良
本
間
弥
陀
来
通

図
に
い
た
る
過
程
が
そ
の
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
斜
め
構
図
の
展
開
と
並
行
す
る
よ
う
に
、
鎌
倉
中
期
(
十
三
世
紀
)
以
降
、
斜
め
構
図
の
一
角
に
往
生
者
も
し
く
は
往
生
者
が
待
つ

屋
形
を
え
が
き
込
む
形
式
が
は
じ
ま
る
。
安
楽
寿
院
本
来
迎
図
以
下
、
知
恩
院
本
来
通
図
、
聖
衆
来
迎
寺
本
来
迎
図
に
い
た
る
遺
例
が
こ
れ
で
あ

る
。
こ
の
一
形
式
の
来
通
図
が
ま
つ
ら
れ
る
と
き
、
画
中
に
往
生
者
を
え
が
か
な
い
斜
め
構
図
の
来
迎
図
と
安
置
の
仕
方
に
ち
が
い
が
あ
っ
た
か
ど

う
か
、
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
再
者
の
聞
に
は
、
造
形
的
に
も
、
観
者
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
著
し
い
相
違
が
あ
る
。
往
生
者
を
え
が
か
ぬ

来
通
図
は
、
浄
土
の
か
な
た
か
ら
飛
雲
に
の
っ
て
降
下
す
る
阿
弥
陀
主
従
を
え
が
く
の
み
で
あ
る
か
ら
、
阿
弥
詑
の
白
毒
か
ら
発
せ
ら
れ
た
光
明

は
画
面
の
右
端
で
中
断
さ
れ
て
、
そ
れ
よ
り
先
は
え
が
か
れ
て
い
な
い
。
い
い
か
え
る
と
、
白
去
の
光
明
は
、
画
面
の
外
に
い
る
は
ず
の
何
も
の

か
に
向
っ
て
さ
し
込
ま
れ
て
い
る
。
光
明
の
行
手
に
何
も
の
か
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
「
来
迎
の
方
向
」
は
完
結
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
来
迎

図
の
前
に
坐
す
観
者
は
、
容
易
に
、
画
中
に
え
が
か
れ
る
阿
弥
陀
主
従
が
画
像
か
ら
抜
け
出
し
て
自
分
に
向
っ
て
飛
来
し
て
く
る
と
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
一
般
的
に
は
、
対
角
線
の
構
図
を
効
果
的
に
利
用
し
、

ほ
ど
観
者
の
理
解
は
い
っ
そ
う
強
め
ら
れ
よ
う
。

「
来
速
の
方
向
」
を
造
形
的
に
強
調
す
れ
ば
す
る

こ
れ
に
対
し
、

画
中
に
往
生
者
を
え
が
く
来
通
図
は
、

画
像
外
の
あ
る
者
に
ま
で
関
係
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
は
な
い
。

阿
弥
陀
主
従
の
到
着
点
が
画
中
に
え
が
か
れ
て
い
る
点
に
特
色
が
島
る
。

「
来
迎
の
方

向
」
は
画
中
の
往
生
者
で
完
結
し
、

に
向
っ
て
飛
来
す
る
と
い
う
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、

向
っ
て
飛
来
し
来
迎
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
う
理
解
を
得
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
往
生
者
を
画
中
に
え
が
く
来
迎
図
は
、
臨
終
に
際
し
て

弓
ご
ろ
か
ら
念
仏
の
功
徳
を
積
む
者
は
こ
の
よ
う
に
阿
弥
陀
の
来
迎
を
受
け

こ
の
画
像
は
阿
弥
陀
仏
が
画
中
の
往
生
者
、

し
た
が
っ
て
観
者
は
画
中
の
阿
弥
陀
仏
が
自
分

す
な
わ
ち
自
分
自
身
で
な
い
他
の
者
に

観
者
昌
身
(
往
生
者
白
身
)
を
導
く
本
尊
と
な
る
こ
と
は
で
き
ず
、



で
る
あ
ろ
う
と
い
う
教
導
的
・
絵
解
き
的
効
果
を
果
し
う
る
か
、
そ
れ
と
も
、
自
分
も
こ
の
よ
う
に
阿
弥
陀
の
来
迎
を
受
け
た
い
も
の
だ
と
い
う

願
望
の
対
象
と
し
て
の
効
果
を
も
つ
に
と
ど
ま
る
。

い
う
理
解
を
観
斉
白
z

ル
オ
が
得
ょ
う
と
す
れ
ば
、
画
中
の
往
生
者
と
観
者
(
実
際
の
往
生
者
)
と
が
司
一
者
で
あ
る
と
い
う
条
件
を
つ
く
る
必
要
が

(詮
M
A
)

た
と
え
ば
、
叡
山
弘
法
寺
本
阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
図
(
十
三
世
紀
)
で
は
、
画
中
の
往
生
者
を
(
と
く
に
そ
の
風
貌
を
)
写
実
的
に
描
写

し
た
が
っ
て
も
し
、

画
中
の
阿
弥
陀
仏
が
飛
来
し
て
く
る
の
は
自
分
に
向
っ
て
で
あ
る
と

あ
ろ
う
。

し
、
あ
た
か
も
肖
橡
両
の
よ
う
に
え
が
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
来
迎
図
造
立
の
発
願
者
が
、
自
分
の
風
貌
に
似
せ
て
画
中
の
往
生
者
を
え
が
い
た

た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
は
じ
め
て
、
観
者
は
、
画
中
の
往
生
者
は
自
分
で
あ
り
、
か
つ
阿
弥
陀
主
従
が
飛
来
し
て
く
る
の
は
自

分
に
向
っ
て
で
あ
る
と
い
う
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
結
果
、
画
像
を
臨
終
の
導
き
子
と
し
て
ま
つ
る
意
味
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。

し、

ず

れ
に
せ
よ
、
絵
画
の
造
形
的
空
間
と
観
者
の
住
む
現
実
空
間
を
司
買
の
空
間
と
み
て
両
者
の
結
合
を
こ
こ
ろ
み
る
と
こ
ろ
に
も
、
鎌
倉
時
代
人
の

空
間
意
識
、
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
斜
め
構
討
の
来
迎
図
の
う
ち
、

け
往
生
者
を
え
が
か
な
い
形
式
は
日
常
の
「
観
想
」
や
「
臨
終
」

の
本
尊
と
し
て
用
い
ら
れ
、
そ

れ
に
対
し
、

日
往
生
者
を
画
中
に
え
が
く
形
式
は
主
に
阿
弥
詑
来
迎
の
有
様
を
説
く
教
導
的
・
絵
解
き
的
機
能
を
果
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
が
、

」
こ
で
、
斜
め
構
図
の
来
迎
国
が
も
っ

「
来
迎
の
方
向
」
と
観
者
と
の
関
係
を
も
う
少
し
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
斜
め
講
国
は

生
生
者
(
も
し
く
は
往
生
者
の
屋
形
)

の
布
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
時
弥
詑
の
視
線
(
来
迎
の
方
向
)
と
観
者
の
視
線
が
一
致
し
な
い
点
に
特
色
が

あ
る
。
斜
め
構
閏
で
は
阿
弥
陀
の
境
線
は
画
面
の
左
上
か
ら
右
下
方
に
向
っ
て
降
下
す
る
方
向
を
も
ち
、
画
面
の
前
に
坐
す
観
者
の
視
線
と
一
致

す
る
こ
と
が
な
い
。
雨
中
の
河
弥
詑
仏
は
絶
対
に
観
者
と
視
線
を
合
わ
さ
な
い
。
こ
れ
が
正
面
構
図
と
斜
め
構
留
と
の
質
的
な
椙
違
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
観
者
が
た
と
え
画
像
を
正
面
か
ら
み
て
も
、
臨
終
の
床
に
横
た
わ
り
見
上
、
げ
る
視
線
で
み
つ
め
て
も
同
様
で
あ
る
。
さ
き
に
斜
め
構
図
を

前
に
し
て
、
観
者
は
持
拡
詑
主
従
が
白
分
に
向
っ
て
来
通
し
て
来
る
と
い
う
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
べ
た
。
そ
れ
は
斜
め
構
国
で
は
、

画
像
の
外
の
、
光
明
の
行
子
に
何
も
の
か
を
置
い
て
は
じ
め
て
来
通
の
方
向
は
完
結
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
説
者
は
そ
の
行
手
に
色
分
を
置
い
て

四
九



五
O 

「
来
迎
の
方
向
」
を
自
分
に
む
け
て
完
結
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
る
と
観
者
は
、
阿
弥
陀
仏
が
自
分
と
対
面
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
が
(
す
な
わ
ち
、
河
弥
詑
仏
が
自
分
に
向
っ
て
飛
来
す
る
と
い
う
実
感
は
な
い
が
)
、

み
て
、

来
迎
の
行
手
に
は
自
分
が
い
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、

い
わ
ば
観
念
的
に
、
概
念
的
に
来
迎
の
内
容
を
理
解
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
画

持
弥
陀
仏
は
自
分
の
も
と
に
飛
来
す
る
の
で
あ
る
と
、

橡
の
な
か
で

「
方
向
」

の
行
手
に
往
生
者
や
往
生
者
の
屋
形
を
配
す
れ
ば
、
画
像
は
た
ち
ま
ち
観
者
以
外
の
、
画
中
の
他
者
(
画
中
の
往
生
者
)

に
向
う
来
通
関
と
し
て
変
貌
を
と
げ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
宗
教
画
に
と
っ
て
、
絶
対
者
の
視
線
と
観
者
の
そ
れ
と
の
一
致
が
い
か
に
重
要
で
あ

る
か
を
物
語
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
斜
め
講
国
を
徹
底
さ
せ
画
中
に
往
生
者
を
え
が
き
込
む
こ
と
は
、

一
面
で
は
鎌
倉
時
代
に
特
有
の
、

対
象
を
客
観
的
に
実
在
的
に
と
ら
え
た
い
と
い
う
欲
求
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
他
面
、
浄
土
の
主
で
あ
る
阿
弥
陀
仏
と
対
面
し
た
い

と
い
う
素
朴
な
欲
求
は
満
た
さ
れ
な
く
な
る
。
対
角
隷
的
構
図
を
強
調
し
て
「
来
週
の
方
向
」
を
実
在
的
に
え
が
く
こ
と
と
、
観
者
の
視
線
を

つ
来
迎
の
方
向
」

と
一
致
さ
せ
る
こ
と
と
は
、
来
迎
図
に
内
在
す
る
相
反
す
る
二
つ
の
要
素
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
相
反
す
る
要
素
を
一
幅
の
画

像
の
な
か
で
融
合
さ
せ
う
る
来
迎
国
が
も
と
め
ら
れ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
こ
れ
が
山
越
来
迎
図
で
あ
る
。
山
越
来
迎
図
の
成
立
は
、
阿
弥
陀
の

視
線
を
観
者
の
視
線
と
一
致
さ
せ
な
が
ら
、

方￥

ぺ〉

「
来
迎
の
方
向
」
を
実
在
的
に
表
現
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。

正
面
構
留
の
来
述
悶
か
ら
斜
め
構
留
の
来
迎
図
へ
の
展
開
、

さ
ら
に
斜
め
構
図
に
お
け
る
多
彩
な
形
式
や
山
越
来
迎
図
が
成
立
し
て
く
る
複
雑

な
展
開
は
、
そ
れ
ら
を
え
が
い
た
絵
師
が
、
同
時
に
そ
れ
ら
が
え
が
か
れ
た
時
代
の
人
び
と
が
、

い
か
な
る
色
と
形
に
阿
弥
陀
来
迎
の
現
実
感
を

見
た
か
、

と
い
う
人
び
と
の
現
実
感
の
展
開
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
平
安
中
期
の
制
作
に
な
る
法
華
寺
本
阿
弥
陀
画
像
の
現
実
感
か
ら
、
鎌
倉

中
期
以
降
の
輿
福
院
本
来
通
図
、

さ
ら
に
は
山
越
来
通
圏
に
み
ら
れ
る
現
実
感
へ
の
展
開
を
、
視
点
を
か
え
て
、
人
び
と
が
往
生
を
と
げ
た
そ
の

仕
方
(
行
儀
)

と
対
応
さ
せ
て
み
る
な
ら
ば
、

ど
の
よ
う
な
来
通
の
「
場
」
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

平
安
中
期
以
詳
、
浄
土
教
信
仰
の
隆
盛
に
と
も
な
い
、
人
び
と
が
生
涯
に
か
な
ら
ず
一
度
は
体
験
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
臨
終
の
行
儀
が
世
の
関

心
事
と
な
る
。
往
生
極
楽
を
ね
が
う
念
仏
者
が
ど
の
よ
う
に
往
生
を
と
げ
た
か
、
そ
の
最
期
の
有
様
を
一
記
す
往
生
伝
が
こ
の
時
期
に
相
つ
い
で
撰



述
さ
れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
人
び
と
の
切
実
な
願
望
を
背
景
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
往
生
伝
に
一
記
さ
れ
た
往
生
の
行
議
の
変
遷
は
、

と
り
も
な

お
さ
ず
、
人
び
と
の
往
生
(
す
な
わ
ち
阿
弥
陀
来
迎
)

の
現
実
感
の
変
遷
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
往
生
伝
の
ち
が
い
に

よ
っ
て
行
儀
の
記
述
に
ち
が
い
が
指
摘
で
き
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
も
、
そ
れ
ら
往
生
伝
が
成
立
し
た
時
代
の
、
往
生
に
対
す
る
現
実
感
の
相
違
を

物
語
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
時
期
の
主
要
な
る
往
生
伝
は
左
の
四
つ
で
あ
る
。

件
一
日
付
本
極
楽
往
生
ぷ
。
慶
法
保
胤
(
九
一
二
一
一
一

i
九
九
七
)
が
平
安
中
期
の
寛
和
年
間
(
九
八
五

i
六
)
に
編
集
し
た
。
聖
徳
太
子
以
下
、

四

五
人
の
往
生
を
記
録
す
る
。

持
続
本
朝
往
小
一
七
。
大
江
民
一
房
(
一

O
同
一
!
l
j

一
一
一
一
)
が
康
和
年
間
(
一

O
九
九
i
一一

O
三)、

保
胤
の
日
本
極
楽
往
生
記
に
な
ら
っ

て
撰
述
し
た
。
天
皇
か
ら
指
侶
に
い
た
る
同
十
二
人
の
往
生
伝
。

日
拾
遺
往
生
伝
。
一
‘
正
ト
ギ
ロ
為
康
(
一

(
U
四
六
i
一
一
一
二
九
)
が
天
承
二
年
(
一
二
三
一
)

に
編
集
し
た
も
の
で
、
僧
侶
六
六
人
、
俗
人
二
九
人
の

あ
わ
せ
て
九
五
人
の
往
生
伝
を
収
録
す
る
。

回
一
後
拾
遺
往
生
伝
。
同
じ
く
三
善
為
康
が
保
延
三
年
(
一
一
一
二
七
)
、

僧
担
四

O
人、

搭
人
三
四
人
の
あ
わ
せ
て
七
四
人
の
往
生
伝
を
収
録
し

た
も
の
3

こ
の
う
ち
、

り
の
大
江
民
一
房
に
よ
る
続
本
朝
往
生
伝
は
記
述
の
内
容
が
簡
略
で
あ
り
、

し
か
も
生
前
の
善
行
を
記
録
す
る
こ
と
に
目
的
を
お

ぎ
、
行
議
の
記
述
に
は
意
を
用
い
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
の
参
考
に
は
な
り
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
さ
し
あ
た
り
こ
こ
で

は
、
け
日
本
極
来
往
生
記
、

日
拾
遺
往
生
伝
、

同
後
拾
遺
往
生
伝
の
三
文
献
を
と
り
あ
げ
、

そ
の
内
容
を
整
理
す
れ
ば
、
表
け
門
げ
と
な
る
。

し、
ず、

れ
も
上
段
に
往
生
有
名
を
ほ
ぼ
残
年
暇
に
配
列
し
、

そ
の
往
生
の
行
儀
に
つ
い
て
、

ω立
白
楽
・
香
気
の
有
無
、

ω往
生
者
の
姿
勢
(
威
儀
も
ふ
く

む)、

扮
往
生
者
が
入
滅
し
た
擦
の
方
向
、

持
来
迎
す
る
仏
・
菩
薩
(
も
し
く
は
仲
介
者
)

の
有
無
と
そ
の
形
式
、
同
往
生
者
の
印
相
、

∞
往
生

の
導
き
手
と
し
て
の
仏
諜
・
仏
画
の
有
無
、
山
仏
象
(
画
)

の
御
手
に
結
び
つ
け
た
糸
の
有
無
、

同
往
生
の
た
め
の
仏
堂
の
有
無
、

同
往
生
の
た

五.
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表

「
拾
遺
往
生
伝
」

「
後
拾
遺
往
生
伝
」
に
み
え
る
往
生

13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 

沙 某 大 τバと与、

暦寺宝延

上 伊 永

階敦遠高

皇 額 沙 権 住

円
納 賀 総 予 太 「ヲ

津
竺g 講

上 一 師 一 足 部 生
寂

櫨院某 平 老 族家の
歓 境 明

入人 俊人 境 足 観 子這 妙 実
者

一一 一一一一
j"¥ 残一一 O 

一一 一一 一一 O 九
一一 五 年-O  九

一
楽コR圭二 楽コ日主二

. . 
黒雲 香気

きる衣新浄を
衣沫浴

端坐-儀休浴威

姿

. 
浄 勢

一
西方 仏匡西 方

. 
念 向

i 蔵j議音L蓄-
来通

の

形式

香炉流右幡 I 相印

. . 
仏念

迎接像 像産三尺阿 I 像三尺F 陸

左

弥柁像九丈ノ体、 前で往生金色丈六
るく丈アミ るく丈 像事陀

入滅文殊 仏橡
仏/を、つをるく丈六阿弥陀 像抱をく三弥尺阿陀

仏を 向
. 
仏画

時 の ペコ ペ〉 尊 し、

すぶ手仏に総色糸
ぶ指五 すぶ仏手五

ぷす手仏にむ五色を糸

五

すむに色来を むに色糸を
色

むを 糸

持A仏主L主

一てー 仏

堂 る建堂を

堂

イム

関
一

。建てる寺施無畏

を日
つに 記

るく九文殊像幅画
束頭の

事
まフ
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l l l引;ljj面(i 西 1

面方i

j弘人
i数五

!京

良

丘

f己

一

一

一

一

崇

親

院

中

一

一

一

↑

四

五

i
c
y
d

一

一

一

一

一

一

三

堂

一

一

雲

林

院

内

一

正

一

五

色

糸

を

↑

一

一

一

一

仏

手

に

む

一

持

仏

堂

一

一

保

提

の

側

一

一

す

ぶ

一

一

一

一

一

一

道

場

一

一

寝

屋

の

鱒

一

一

一

一

足

主

の

障

子

を

あ

げ

一

一

一

仏

間

一

る

と

丈

六

阿

弥

詑

仏

一

一

一

一

が

み

え

る

一

一

一

一

監

の

藷

に

か

げ

る

一
一
阿
弥
陀
根
本
一
己
主

寸
ll

・

-

イ

1
4
l

一
向
叶

来
迎
髭

阿
弥
陀
述
#

録金
色
丈
六
阿

弥
陀
品
開
勉

立n
意
輪
函
{象

め
の
仏
間
の
有
無
、
等
に
つ
い
て
整
理
し
た
。
空
白
の
部
分
は
往
生
伝
に
記
載
の
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
ず
四
往
生
伝
中
、

も
っ
と
も
成
立
年
代
の
さ
か
の
ぼ
る
保
胤
の
け

5
本
極
楽
往
生
記
に
つ
い
て
み
る
と
、
初
期
の
段
階
(
ぬ

1
1
8
)
-e 
~~主

ぼ
一
般
的
に
み
ら
れ
る
往
生
の
行
議
は
、
的
死
期
の
迫
っ
た
往
生
者
が
必
浴
し
て
身
を
浄
め
、
端
坐
し
念
仏
を
唱
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
命

終
る
と
き
は
、

空
に
妙
な
る
音
楽
が
ひ
び
き
、

室
舟
に
は
香
気
(
異
香
)
が
満
ち
、

(ぬ
I
、

2 

14 

そ
の
抱
)
。

寸
法
小
事
一
式
」

た
な
び
く
例
(
ぬ
3
〉
、
白
馬
が
い
な
な
く
例
(
地

6
)
、

昼
の
ご
と
く
」

6 

9 

こ
の
ほ
か
、

3 

な
る
例
(
ぬ
お
)
、

空
中
に

「
蓮
華
」
が
現
前
す
る
併
(
ぬ
お
)

な
ど
が
あ
る
。
往
生
者
の
均
椙
は
、

往
生
者
は
入
滅
を
果
た
す
、

と
い
う
清
況
で
あ
る

「
大
光
明
、

三
疋
印
」
(
ぬ

1
、
日)、

「
無
量
寿
印
」
(
ぬ

2
)
、
「
合
掌
印
」
(
ぬ
口
)
な
ど
を
結
び
、
念
仏
を
唱
え
た
と
明
記
す
る
場
合
も
多
い

で
気
づ
く
特
色
は
、
往
生
の
瞬
間
が
、

10 

そ
の
他
)
。

2 

3 

こ
れ
ら
初
期
の
段
措

た
と
え
ば

「
妙
な
る
音
楽
が
天
に
鳴
り
、

と
い
う
漠
然
と
し
た
異
常
な
培
況
で
示
さ

れ

往
生
者
が
、

議
に
、

ど
の
よ
う
に
通
え
ら
れ
る
か
と
い
う
、
往
生
者
を
導
く
主
体
や
そ
の
方
向
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

し、
L 、

香
気
が
室
に
満
つ
」

五
五



五
六

か
え
る
と
、
こ
の
段
搭
で
は
、

ま
だ
「
来
通
」

の
現
実
惑
が
具
体
的
な
イ
メ

i
ジ
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
わ
ず
か
に
「
西
方
を
礼

す」

(
M
3
)

と
か
、
「
西
方
に
飛
去
」
(
ぬ

4
〉
と
し
て
、

浄
土
が
西
方
に
あ
る
こ
と
を
示
す
の
み
で
あ
る

(
例
外
と
し
て
、

再
脇
か
ら
翼
が
は

え
西
へ
飛
去
し
た
と
い
う
記
述
も
る
る
。
池
辺
)
0

次
の
段
措
は
、
往
生
者
を
迎
え
る
主
体
(
も
し
く
は
そ
の
仲
介
者
)
が
次
第
に
明
確
と
な
る
段
搭
で
あ
る
。
「
輿
」
が
迎
え
に
く
る
例
(
込
山
)
、

「
十
禅
師
」
が
「
宝
輿
」

に
の
っ
て
飛
来
す
る
例
(
地
口
)
、
白
衣
を
つ
け
た
「
禅
僧
と
童
子
各
一
人
」

の
迎
え
(
地
口
)
、
多
く
の
「
仏
・
菩
産
」

の
迎
え
(
M
M
V
H
)

、
「
蓮
華
船
の
到
差
」
(
ぬ
日
)
、
聖
衆
が
「
竜
頭
船
」

に
の
っ
て
追
え
に
く
る
例
(
ぬ
お
)
な
ど
が
み
え
る
。
こ
の
段
階
の
特
色

t土

い
ず
れ
の
場
合
も
、

い
ま
だ
再
弥
陀
来
迎
の
主
体
で
あ
る
持
弥
陀
・
観
音
・
勢
至
の
三
尊
や
聖
衆
が
具
体
的
な
姿
を
み
せ
ず
、
そ
れ
に
代
っ

て
往
生
者
の
た
め
の
乗
物
や
、
浄
土
か
ら
の
使
者
が
迎
え
に
来
る
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
し
か
も
多
く
の
場
合
、
往
生
者
は
乗
物
や
使
者
の
姿
を

夢
の
な
か
で
観
じ
、
そ
の
翌
日
入
寂
し
た
と
記
述
し
て
い
る
。
来
速
の
主
題
を
、
具
体
的
な
対
象
と
し
て
考
え
る
こ
と
を
ま
だ
し
て
い
な
い
の
で

あ
る
。こ

の
こ
と
と
関
連
し
て
、

件
日
本
極
楽
往
生
記
で
は
、
往
生
の
導
き
手
と
し
て
具
体
的
な
造
形
美
術
を
安
置
す
る
例
が
わ
ず
か
に
二
例
に
す
ぎ

な
い
こ
と
も
指
摘
す
る
必
要
が
あ
る
。
智
光
蔓
奈
羅
の
創
案
者
と
さ
れ
る
元
興
寺
智
光
が
「
浄
土
受
奈
羅
」

(
智
光
蔓
奈
羅
で
あ
ろ
う
〉
を
観
じ

て
入
寂
し
た
例
(
ぬ

7
)
、

延
暦
寺
第
十
五
代
座
主
延
昌
が
「
右
協
に
臥
し
、
枕
前
に
弥
陀
と
尊
勝
の
両
像
を
安
置
し
、

糸
を
も
っ
て
仏
子
に
む

す
び
、
端
を
我
手
に
つ
け
て
入
寂
し
た
」
話
(
ぬ
お
)
が
珍
ら
し
い
例
で
あ
る
。
往
生
の
た
め
の
特
殊
な
仏
殿
・
仏
間
が
用
意
さ
れ
る
例
も
少
な

い
。
日
本
極
楽
往
生
記
の
後
半
、

わ
ず
か
に
増
平
珍
が
「
晩
年
、
寺
中
に
一
堂
を
建
て
、
極
楽
浄
土
の
さ
ま
を
き
ざ
み
、

入
寂
の
と
き
往
生
極
楽

の
威
議
を
具
足
せ
ん
と
新
衣
を
着
て
念
仏
し
気
絶
し
た
」
例
(
ぬ
却
)
を
収
録
す
る
ほ
か
、

」
れ
は
往
生
の
た
め
の
特
別
の
し
つ
ら
え
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
が
、

「
大
穴
」

の
な
か
で
入
寂
し
た
例
(
ぬ
幻
)

や
、
独
り
仏
堂
に
入
っ
て
入
寂
し
た
例
(
ぬ
引
の
)
が
み
え
る
。

」
の
よ
う
に
、

付
日
本
極
楽
往
生
記
の
後
半
に
い
た
っ
て

(
往
生
者
の
没
年
で
い
え
ば
、

お
お
よ
そ
十
世
紀
後
半
以
降
)
、

往
生
の
た
め
の
兵



体
的
な
導
き
手
や
、
特
殊
な
場
所
に
つ
い
て
の
記
述
が
散
見
さ
れ
る
も
の
の
、

一
般
的
に
は
、

い
ま
だ
っ
来
迎
」

を
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
想
定

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
判
断
し
て
よ
い
。
慶
諒
抹
胤
が
「
往
生
記
」
を
撰
述
し
た
の
は
寛
和
年
間
(
九
八
五
;
六
〉

で
あ
る
か
ら
、
「
往
生
記
」

の
内
容
は
、
恵
心
憎
都
が
往
生
要
集
(
寛
和
一
克
年
、
九
八
五
)

や
「
同
誌
陀
二
十
五
三
味
起
請
」
を
あ
ら
わ
し
て
往
生
の
行
儀
を
具
体
的
に
説
く

以
前
の
、

い
ま
だ
浄
土
と
来
迎
の
イ
メ
!
ジ
を
漠
然
と
考
え
て
い
た
に
す
、
ぎ
な
い
段
階
の
浄
土
忠
忽
を
物
語
る
も
の
と
判
断
し
て
よ
い
よ
う
で
あ

る。
そ
れ
に
対
し
、
三
善
為
康
が
天
承
二
年
(
一
一
三
二
)
に
編
集
し
た
同
「
拾
遺
往
生
伝
」
と
、
保
延
三
年
(
一

一
三
七
)
撰
述
の
同
「
続
拾
遺

往
生
伝
」

に
な
る
と
、

や
や
ち
が
っ
た
往
生
の
情
況
が
う
か
が
わ
れ
る
。
勿
論
、

山
川
収
録
さ
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
な
か
に
は
保
胤
の
日
本
極
楽
往

生
記
に
似
て
、

来
通
の
主
体
を
具
体
的
に
一
不
さ
ず
、

漠
然
と
し
た
往
生
の
雰
囲
気
を
記
述
す
る
に
と
ど
め
る
も
の
も
多
い
。

し
か
し
そ
の
場
合

で
も
、

ω
「
西
方
を
向
い
て
端
座
」
、
「
西
方
に
光
あ
り
」
、
「
西
方
よ
り
柁
が
飛
来
し
、
往
生
者
が
乗
る
や
い
な
や
結
は
西
に
飛
去
せ
り
」
と
か
、

「
阿
弥
陀
の
名
号
を
百
遍
と
な
え
た
の
ち
、

定
印
を
結
び
、

右
協
西
臥
し
て
遷
化
す
」
な
ど
浄
土
の
方
向
を
明
示
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い

る。
同
そ
れ
以
上
に
為
康
の
一
A

往
生
伝
」
が
保
胤
の
「
往
生
記
」

と
相
違
す
る
点
は
、

ま
ず
往
生
の
導
き
手
と
し
て
造
形
美
術
を
利
用
す
る
例
が
増

加
し
た
こ
と
で
あ
る
。
権
律
師
明
実
は
生
前
か
ら
文
殊
菩
薩
に
対
す
る
信
仰
が
あ
っ
く
、
毎
日
文
殊
菩
薩
の
画
象
を
九
幅
図
絵
し
て
い
た
が
、
往

生
に
際
し
て
も
文
殊
菩
薩
像
に
向
い
つ
つ
端
坐
入
滅
を
と
げ
(
川
崎

1
)
、

沙
門
境
抄
は
阿
拡
詑
三
尊
の
御
子
に
五
色
糸
を
結
び
、

そ
の
糸
を
引
き

つ
つ
念
仏
を
読
唱
、

西
面
し
て
怠
絶
え
た
(
川
崎

2
1

ま
た
大
法
師
頼
遅
は
日
ご
ろ
善
行
を
重
ね
て
極
楽
往
生
を
期
し
た
が
、

死
期
に
臨
ん
で
も

天
に
音
楽
が
ひ
び
か
ず
室
中
に
薫
香
な
く
「
往
生
の
願
、
本
意
と
相
違
」

し
た
の
を
嘆
き
、
一
二
尺
阿
弥
陀
仏
を
か
き
い
だ
い
て
入
滅
し
た
と
い
う

(ぬ
3
)
。
こ
の
ほ
か
、
生
前
か
ら
阿
弥
陀
仏
を
安
置
し

(
三
尺
復
、
丈
六
仏
、
金
色
結
成
、

そ
の
也
)
、
死
期
に
は
こ
れ
ら
河
弥
陀
を
導
き
手
と
し

て
見
事
往
生
を
と
げ
た
例
は
多
く

(
M
4
、
丈
d

、
po
、
7
、
8
、
そ
の
抱
)
、
仏
子
の
五
色
糸
を
引
い
て
入
滅
し
た
話
も
多
い
。
こ
の
よ
う
に
「
往

二丘
七



五
八

生
伝
」

の
特
色
は
、
浄
土
の
方
向
(
も
し
く
は
持
誌
陀
主
従
が
来
通
し
て
く
る
方
向
H
西
方
)
を
明
示
す
る
こ
と
が
一
般
化
す
る
と
と
も
に
、
来

迎
の
主
体
で
あ
る
阿
弥
陀
仏
を
床
前
に
し
つ
ら
え
再
弥
詑
仏
に
導
か
れ
て
往
生
を
と
、
げ
る
と
い
う
よ
う
に
、
来
迎
・
往
生
の
イ
メ

i
ジ
が
著
し
く

具
体
的
・
実
在
的
に
な
っ
た
と
い
う
点
に
指
摘
で
き
よ
う
(
志
賀
郡
の
一
女
人
は
、
弥
陀
・
薬
師
・
観
音
・
地
蔵
の
来
通
を
う
け
て
い
る
。
ぬ
い
山
)
。

こ
れ
と
関
連
し
て
、
「
往
生
伝
」

の
後
半
に
な
る
と
、
阿
弥
陀
の
来
通
を
迎
え
る
た
め
の
特
別
な
場
所
を
設
け
る
例
が
こ
れ
に
加
わ
る
。
往
生
に

そ
な
え
て
ゆ
か
り
の
寺
院
内
に
三
堂
」
を
建
て
る
例
が
、
源
頼
俊
(

U

M

日
)
、
某
上
人
(
ぬ
ロ
)
、
藤
原
良
相
(
民
日
)
、
藤
原
忠
季
(
抗
日
)
、

藤
原
為
隆

(uM
凶
〉

の
話
に
み
え
る
ほ
か
、
「
持
仏
堂
」
(
地
口
、

日
、
口
)
や
、
「
一
道
場
」
(
地
時
)
を
建
立
し
た
例
も
あ
る
。
こ
れ
も
来
通
・

往
生
の
現
実
感
を
よ
り
実
在
的
に
と
ら
え
よ
う
と
す
る
傾
向
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ら
う
。
こ
れ
ら
在
生
の
た
め
の
堂
に
は
通
常
、
丈
六
、

三
尺
の
何

弥
陀
像
が
安
置
さ
れ
往
生
の
導
き
手
と
さ
れ
た
。

R
-
J
-
J

、

宇
J

争

i
l
L

」
れ
ら
は
仏
堂
の
本
尊
で
も
る
っ
た
か
ら
、

い
ず
れ
も
影
塚
と
し
て
つ
く
ら
れ
た

(
阿
弥
陀
像
一
二
例
、
迎
接
像
二
例
)
。
こ
れ
ら
の
人
び
と
は
彫
像
を
往
生
の
導
き
手
と
し
た
の
で
る
る
。
「
往
生
伝
」
が
編
集
さ
れ
た
の
は
十
二

世
紀
前
半
で
あ
り
、
遺
品
か
ら
い
っ
て
こ
の
時
期
に
は
少
な
く
と
も
正
面
構
図
の
来
迎
図
が
制
作
さ
れ
て
い
た
の
は
疑
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

来
迎
図
に
つ
い
て
の
確
か
な
記
述
は
な
い

(
画
像
の
例
は
「
如
意
輪
画
像
」
が
一
例
、

削
減
却
)
。

と
こ
ろ
が
「
往
生
伝
」

の
最
後
の
部
分
(
往
生
者
の
残
年
で
い
え
ば
十
二
世
紀
前
半
)

に
な
る
と
、
ゆ
か
り
の
寺
長
内
に
往
生
の
た
め
の
特
別

な
場
を
設
け
る
こ
と
か
ら
、

日
ご
ろ
生
活
し
て
い
る
住
居
の
近
く
に
、

し
か
も
寝
屋
(
寝
室
)
の
そ
ば
に
特
別
の
場
を
し
つ
ら
え
る
よ
う
に
な
る
。

入
道
藤
原
俊
一
房
が
「
寝
府
の
側
」

に
「
持
仏
堂
」
を
建
て
て
阿
弥
陀
仏
を
安
置
し
た
例
(
M
U
)
、
藤
原
為
監
が
同
じ
く
「
寝
屋
の
側
」

つ
一
道

場
」
を
つ
く
り
金
色
丈
六
阿
弥
陀
仏
を
造
立
し
た
例
(
ぬ
訪
)
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
が
い
っ
そ
う
す
す
む
と
、
伊
予
法
楽
寺
一
老
尼
の
よ

う
に
、
佳
居
と
別
棟
で
な
く
、
住
居
の
一
部
屋
に

「
仏
間
」
を
し
つ
ら
え
、

「
尼
室
の
障
子
を
あ
け
る
と
、
丈
六
の
阿
弥
陀
仏
が
拝
め
る
」

ょ
う

に
し
た
例
(
泊
四
)
も
出
る
。

」
の
到
は
、

建
札
門
院
が
大
原
寂
光
院
に
こ
も
り
念
仏
の
余
生
を
送
っ
た
こ
と
を
語
る
平
家
物
語
の
一
節
に
、

「
さ
て
寂
光
誌
の
か
た
は
ら
に
方
丈
な
る
御
庵
室
を
む
す
ん
で
、
一
聞
を
御
寝
所
に
し
つ
ら
ひ
、
一
聞
を
ば
仏
所
に
定
め
、
昼
夜
朝
夕
の
御
つ
と
め
、



長
時
不
断
の
御
念
仏
、

お
こ
た
る
事
な
く
月
E
を
送
ら
せ
給
ひ
け
り
」

(
「
大
原
入
」
)
。

「
御
庵
室
に
い
ら
せ
給
ひ
て
、
障
子
を
引
き
あ
け
て
御
覧

ず
れ
ば
、

一
間
に
は
来
迎
の
三
尊
お
は
し
ま
す
。
中
尊
の
御
子
に
は
五
色
の
糸
を
か
け
ら
れ
た
り
。
左
に
は
普
賢
の
画
像
、
右
に
は
善
導
和
尚
弁

に
先
帝
の
御
影
を
か
け
(
下
略
)
」
(
「
大
原
御
幸
」
)
と
あ
る
も
の
に
対
応
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
さ
ら
に
進
展
す
る
と
、
比
丘
尼
某
が
つ
臥
帳
之

前
」
に
如
意
輪
の
画
像
を
か
け
て
往
生
し
た
(
ぬ
却
)

よ
う
に
、

E
常
の
生
活
の
場
が
そ
の
ま
ま
来
迎
・
往
生
の
「
場
」
と
な
る
。

「
往
生
伝
」

の
最
後
の
段
階
で
み
ら
れ
た
来
通
・
往
生
の

「
場
」
は
、

つ
法
然
上
人
絵
一
回
」
に
お
い
て
は
ご
く
一
般
的
で
あ
る
。
叡
山
功
徳
院

の
舜
昌
が
後
伏
見
上
皇
の
命
を
う
け
、
徳
治
二
年
(
一
一
二

O
七
)
か
ら
十
余
年
を
費
し
て
制
作
し
た
「
法
然
上
人
絵
伝
」

は
、
法
然
上
人
の
誕
生

か
ら
没
後
二
尊
民
建
塔
に
い
た
る
上
人
一
代
の
事
長
を
絵
巻
に
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
な
か
に
は
多
く
の
道
俗
が
上
人
の
す
す
め
を

得
て
極
楽
往
生
を
と
げ
た
「
往
生
の
情
景
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
整
理
す
れ
ば
表
三
の
如
く
で
あ
る
。
四
十
八
巻
中
、
往
生
の
景
は
三

十
六
場
面
に
お
よ
ぶ
が
、
大
半
が
平
常
の
住
居
を
そ
の
ま
ま
往
生
の
「
場
」
と
し
て
入
滅
し
た
例
で
あ
る
。
例
外
は
わ
ず
か
に
二
倒
、
遠
江
久
野

作
仏
一
房
が
道
場
に
入
り
、

仏
前
に
て
高
声
念
仏
を
と
な
え
本
尊
に
向
っ
て
端
坐
合
掌
し
て
入
滅
し
た
話
(
比
日
)
、

上
野
菌
田
太
郎
成
家
が
庵
主

の
西
一
町
に
一
間
四
面
の
御
堂
を
建
て
て
同
施
陀
三
尊
の
来
通
像
を
安
置
し
、
声
高
ら
か
に
念
仏
往
生
し
た
話
(
ぬ
お
)

の
み
で
あ
る
。

日
市
の

生
活
の
場
を
そ
の
ま
ま
往
生
の
「
場
」
と
し
て
入
滅
す
る
現
象
は
、
往
生
の
導
き
子
と
し
て
、
来
通
の
さ
ま
を
絵
画
に
え
が
い
た
来
迎
図
(
迎
接

受
奈
羅
)
を
枕
も
と
に
か
け
る
現
象
と
見
事
に
対
応
す
る
。
臨
終
の
床
に
彫
像
・
画
像
を
ま
つ
る
十
九
例
中
、
十
五
併
が
来
通
園
(
大
部
分
、
独

尊
来
迎
図
)
を
枕
も
と
に
か
け
て
臨
終
の
導
き
手
と
し
て
い
る

(ぬ
1
、
ベυ
、ハ
b

、
7
、
9
、
回
、

[
i

、

1
aム

に
d

、円
hu

、

つ
'
“
つ
ん
】

A;A、::2Z 、
fq 
来 31
述、

図
を
カミ

け
れ
~f 

つ-v

、門/、

qu

つリ

38 
¥J 
O 

の
こ
り
は
、
一
例
(
除
却
)
が
浄
土
図
、
三
例
(
ぬ

2
、
11 

日
)
が
彫
像
で
あ
る
。
臨
終
が
せ
ま
っ
た
と
き
、

3
常
の
生
活
空
間
が
そ
の
ま
ま
容
易
に
「
来
通
・
往
生
の
場
」

と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。

西
伯
一
房
心
寂
が
「
い
ほ
り
の
う
し
ろ
に
、

ひ
さ
し
を
さ

し
て
、
身
ひ
と
つ
を
さ
む
る
ほ
ど
に
、

わ
ら
を
も
ち
て
ゆ
ひ
た
ま
は
し
て
、

そ
の
う
ち
じ
こ
も
り
い
て
、

か
み
の
衣
を
き
て
、
食
時
、
便
利
の
ほ

か
は
一
向
に
念
仏
し
」
、

臨
終
に
際
し
て
は
、

正
面
に
独
尊
来
迫
図
を
か
け
、

端
坐
し
て
お
戸
念
仏
、

往
生
し
た
例

(
ぬ
お
)

も
こ
こ
に
ふ
く
め

]1: 

)t 
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戸
念
仏
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芸
天
に
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こ
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呑
天
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つ
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光
明
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紫
雲

日
一
甘
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太
郎
忠
網
一
一
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戦
場
に
て
大
万
を
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て
合
掌
、
高
声
念
仏
、
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ほ
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て
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縞
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仏
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仏
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四
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を
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を
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仏
衆
生
、
摂
取
不
拾
」
、
ね
ぶ
る
が
ご
と
く
往
生
一

幻

三

井

抱

正

公

一

必

一

禅

林

寺

の

ほ

と

り

に

し

て

往

生

、

洛

中

洛

外

紫

雲

、

話

相

き

き

て

一

五
毘
沙
門
骨
一
一
法
印
羽
…
-
4
一
頭
北
面
西
、
念
仏
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ぶ
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独
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ノ、

以
上
、
三
種
の
往
生
伝
と
法
然
上
人
絵
伝
中
に
あ
ら
わ
れ
た
往
生
の
場
面
は
、

つ
ぎ
の
二
つ
の
要
素
の
展
開
と
し
て
整
理
で
き
よ
う
。

一
つ
は

つ
来
通
の
方
向
」

の
具
体
化
で
あ
り
、
抱
は
「
来
迎
・
往
生
の
場
」

の
実
在
化
で
あ
る
。
往
生
伝
に
収
録
さ
れ
た
多
く
の
往
生
の
博
景
は
、

ま
ず

ゆ
臨
柊
が
追
っ
た
と
き
、
空
に
音
楽
が
鳴
り
、
室
内
に
は
異
呑
が
た
だ
よ
う
と
い
う
よ
う
に
、
往
生
者
が
漠
然
た
る
異
常
の
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ

る
こ
と
で
往
生
の
成
就
が
一
不
さ
れ
る
。

い
ま
だ
河
弥
陀
は
姿
を
あ
ら
わ
さ
ず
、
往
生
者
は
浄
土
か
ら
飛
来
し
た
阿
弥
陀
主
従
に
教
わ
れ
て
往
生
を

と
げ
る
と
い
う
来
迎
の
現
象
を
体
験
す
る
こ
と
が
な
い
。
き
わ
め
て
非
実
在
的
か
っ
幻
想
的
段
階
で
あ
る
。
や
が
て
同
「
輿
」

の
迎
え
や
「
十
禅

部
」
、
つ
仏
・
菩
譲
」

の
迎
え
が
は
じ
ま
り
、
来
迎
の
主
体
(
阿
弥
陀
や
そ
の
他
の
尊
像
)

の
飛
来
が
み
ら
れ
、
来
通
・
往
生
の
方
向
も
明
確
化
す

る
。
付
河
祢
陀
象
を
安
置
し
、
締
手
に
む
す
ん
だ
五
色
糸
を
に
ぎ
っ
て
往
生
を
と
げ
る
例
も
で
る
。
来
週
と
往
生
の
方
向
を
明
示
し
、
来
通
の
主

体
を
具
体
化
す
る
こ
と
で
、
来
迎
・
往
生
の
現
実
惑
を
実
在
的
に
と
ら
え
よ
う
と
し
た
、

と
判
断
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
往
生
の
寸
場
」

+也、

法
熱
上
人
絵
伝
に
み
え
る
、
来
迎
図
を
か
け
る
こ
と
で
日
常
の
住
岩
が
そ
の
ま
ま
往
生
の
場
と
な
る
多
く
の
往
生
の
挿
話
に
つ
な
が
る
と
い
え
よ

う

こ
の
よ
う
に
日
常
の
住
居
で
往
生
を
迎
え
て
い
た
一
部
の
往
生
者
と
異
な
り
、
寺
院
内
の
仏
堂
(
阿
弥
陀
堂
)
に
往
生
の
場
を
も
と
め
て
い
た

人
び
と
の
場
合
は
ど
う
か
。
寺
内
に
仏
堂
を
建
て
、
堂
内
を
華
麗
に
荘
厳
し
て
阿
弥
陀
像
を
安
置
し
、
浄
土
の
存
様
を
こ
の
世
に
現
出
さ
せ
よ
う

と
す
る
こ
こ
ろ
み
は
す
で
に
奈
良
時
代
か
ら
は
じ
ま
り
、
文
献
で
は
、
東
大
寺
阿
弥
陀
堂
や
法
華
寺
浄
土
院
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。
奈
良
時
代
の

浄
土
教
と
平
安
時
代
の
浄
土
教
と
の
椙
達
は
、
前
者
が
す
で
に
世
を
去
っ
た
死
者
の
追
善
の
た
め
、
後
者
は
現
に
生
存
し
て
い
る
者
が
い
か
に
往

(

註

日

出

)

と
い
う
。
後
者
の
信
仰
に
よ
る
阿
弥
詑
堂
は
十
世
紀
の
中
葉
(
仁
寿
一
克
年
、
八
五
一
)
、
円

生
を
と
げ
る
か
と
い
う
願
望
に
も
と
づ
く
点
に
あ
る
、

仁
が
五
台
山
念
仏
を
う
つ
し
た
叡
山
東
塔
常
行
三
味
堂
を
は
じ
め
と
し
て
、

十
世
紀
末
以
降
お
び
た
だ
し
く
建
立
さ
れ
る
。

十
一
世
紀
中
葉
以

前
の
阿
弥
陀
堂
は
通
例
、
定
印
の
阿
弥
陀
仏
を
安
置
し
た
。
定
印
は
西
方
浄
土
に
住
む
阿
弥
陀
の
象
徴
で
あ
る
か
ら
、
宇
治
平
等
院
底
鳳
堂
に
血
(

型
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
華
麗
に
荘
厳
さ
れ
た
阿
弥
陀
堂
は
、

こ
の
世
に
存
在
す
る
は
ず
の
な
い
極
楽
浄
土
を
こ
の
世
に
現
出
さ
せ
よ
う
と
す
る



す
(
挟
た
ち
の
熱
烈
な
願
望
を
示
し
て
い
る
。
貴
族
た
ち
は
阿
弥
陀
堂
に
も
う
で
、
華
一
践
に
荘
厳
さ
れ
た
阿
弥
堂
仏
を
拝
す
る
と
き
¥
生
き
な
が
ら

に
L
て
浄
土
に
遊
ぶ
と
い
う
現
実
と
幻
想
の
揮
然
た
る
融
合
を
体
験
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
藤
原
道
長
は
法
成
寺
の
阿
弘
陀
堂
(
無
量
一
寿
院
)

内
に
沫
を
つ
く
ら
せ
、
阿
弥
陀
の
仏
子
に
結
ん
だ
五
色
の
糸
を
に
ぎ
っ
て
往
生
を
と
げ
た
と
い
う
。
こ
れ
も
同
じ
く
現
実
と
江
怨
と
の
一
接
点
に
住

生
の
現
実
感
を
見
出
す
と
い
う
性
質
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
対
し
慶
涼
保
札
と
三
善
為
皮
の
往
生
伝
の
一
不
す
と
こ
ろ
、
判
し
だ
い
に
浄
土
を
現
実
の
実
生
活
に
近
い
場
で
と
ら
え
よ
う
と
す
る
傾
向

べ
げ
ト
じ

l
E
J
O

J
ム
/
↑

ι
d
L
ノ
(

「
日
本
極
来
往
生
記
」

に
収
録
す
る
法
広
寺
一
半
診
の
例
(
川
崎
却
)
で
は
、
往
生
に
そ
な
え
て
あ
ら
か
じ
め
ゆ
か
り
の
寺
山
に
小
堂
を
建

て
、
企
円
じ
浄
土
の
れ
を
き
ざ
寸
札
、

念
仏
三
昧
の
日
々
を
送
っ
た
と
い
う
。

さ
ら
に
、

三
善
九
一
肢
の

つ
お
遺
往
生
伝
」

で
は
、

往
生
の
た
め
の
小

川
十
一
(
持
仏
堂
、
一
近
場
)
を
一
保
府
」

や
「
京
屋
」

の
そ
ば
に
建
て
、
河
弥
陀
結
成
や
迎
接
像
(
来
迎
結
成
)
の
彰
像
を
ま
つ
る
例
が
増
加
す
る

¥
内
功
ハ
リ
、

f

u
パ
1
i

{/i

、

1
1
A
 

時
)
。

持
弥
陀
浄
士
を
で
き
る
だ
け
平
常
住
い
す
る
住
居
の
ち
か
い
場
所
に
し
つ
ら
え
、

ま
た
来
追
を
で
き
る
だ
け
生
活
の
場
に
ち
か
い
と

こ
ん
で
迎
え
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
つ
い
に
伊
子
法
楽
守
一
老
尼

(
M
m
w
)
や
寺
ぺ
一
司
J
~
一
氾
ヘ
ド
~rk
ち五口
J

J

ノイ
a
z
F
h
f
J
f
f
j
戸
り
い
/
一
、

ι
J
d
l丙
P

・B・

-
H
¥

の
よ
h

フ
に
、

i

来
迎
」

十
4

1
じ

P
E
i
u宅

E
E
g
f
J

行
主
の
仲
子
を
あ
け
れ
ば
子
の
と
ど
く
ほ
ど
の
間
近
ま
で
引
き
ょ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

つ
来
通
の
方
向
L

を
明
確
し
、

日
一
(
在
的
・
実
在
的
に
と
ら

え
よ
う
と
す
る
傾
向
と
、
以
一
往
生
の

「
場
」
を
平
常
の
生
泊
空
間
で
と
ら
え
よ
う
と
す
る
傾
向
と
は
再
立
の
展
開
で
あ
る
。
来
迎
図
に
お
け
る
正

両
院
凶
か
ら
斜
め
慌
…
閃
へ
の
展
開
や
山
越
来
通
図
の
成
立
に
指
ー
挺
さ
れ
た
っ
来
通
の
方
向
」

う
江
主
ヒ
・
~
ミ
AK
と
主
、

ふ
れ
H
H
J
γ
h

い

イ

i

E

/

ヱι
イ
i
J
t

い
く
つ
か
の
往
生
伝
や
法

品
川
…
ト
ぃ
人
絵
伝
に
入
ら
れ
た
展
開
と
密
接
に
照
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

鎌
倉
時
代
の
中
期

(
徳
治
二
午
、

o 
f七

に
制
作
さ
れ
た
法
然
上
人

絵
伝
は
、
大
部
分
日
慌
の
生
活
空
間
で
米
迎
を
迎
え
る
光
景
を
え
、
が
い
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
の
場
面
に
登
場
す
る
来
通
母
が
、
多
く
白
雲
を
用
い

て

「
米
通
の
方
向
L

を
強
品
し
た
形
式
(
独
咋
像
)

で
あ
る
ら
し
い
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

こ
の
時
代
の

「
来
迎
?
一

の
や
一
人
在
比
を
物

A

る
も
の
と
し
て
興
味
ぶ
か
く
注
意
さ
れ
る
。

/、



T註

内
藤
藤
一
郎
『
日
本
仏
教
図
保
史
(
上
)
」
Q

当
a

掛
川
山
一
比
奈
山
維
の
構
成
・
内
容
に
つ
い
て

は
同
書
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

松
本
栄
一
『
敦
埠
屈
の
研
究
』
。
京
都
国
立
博
物
館
寸
浄
土
教
絵
画
元

京
都
員
立
博
物
舘
「
浄
土
教
絵
画
』
密
寂
六
五
a

沼
崎
譲
治
『
浄
土
教
両
』
図
版
ゴ
二
。

高
崎
富
士
彦
「
観
経
十
六
観
変
栢
図
」
(
勺
ミ
ュ

j

ゼ
ア
ム
」
一

0
0号
)

G

関
崎
譲
治
「
浄
土
教
一
階
ミ

か
つ
て
、
来
迎
図
に
あ
ら
わ
れ
た
河
弥
陀
仏
の
荘
厳
形
式
を
整
理
し
、
そ
の
展
開
を

考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。
拙
稿
「
阿
弥
陀
設
に
お
け
る
荘
厳
形
式
に
つ
い
て
」
令
官
五

衛
的
世
界
の
論
理
』
所
収
〉
。

(

2

)

 

(
3
)
 

(

4

)

 

(
5
)
 

(

6

)

 

fヘ
7 
¥、dノ

(
8
)
 
浄
土
教
絵
画
を
体
系
的
に
整
理
し
た
近
年
の
研
究
に
は
、
関
崎
譲
治
「
浄
土
教
画
」

と
、
京
都
自
立
博
物
館
「
浄
土
教
絵
画
』
所
収
の
中
村
輿
二
「
捨
土
教
絵
画
」
が
あ

る。

(

9

)

 

井
上
光
貞
「
E
本
浄
土
教
成
立
史
の
研
究
』
(
第
二
章
摂
関
設
治
の
成
熟
と
天
台
浄

土
教
の
興
起
)
。
ま
た
か
つ
て
、
飛
急
時
代
か
ら
平
安
時
代
後
期
に
い
た
る
仏
像
の

「
場
」
の
展
開
を
整
理
し
た
際
、
あ
わ
せ
て
常
行
一
二
昧
堂
の
「
場
」
の
特
色
を
考
察

し
た
こ
と
が
あ
る
。
出
稿
「
仏
像
の
場
」
(
『
美
学
」
六
五
号
)

Q

秋
山
光
和
『
平
安
時
代
世
部
画
の
訴
究
』
G

(
m
N
)
 

(

社

)

志
心
僧
都
の
捧
土
思
想
に
つ
い
て
は
、
井
上
光
点
「
百
本
浄
土
教
成
立
史
の
研
究
し

〈
第
二
章
〉
を
参
照
し
た
。
ま
た
、
浄
土
教
思
想
と
迩
講
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

大
串
純
夫
「
来
迩
芸
術
論
(
一
s
e
i
l

五
)
」
(
由
華
五
九
七
、
六

O
一
、
六

O
回
、
六

C

五
、
六

O
八
号
)
と
村
上
修
一
一
寸
浄
土
教
芸
街
と
弥
陀
信
仰
』
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

ιc
・、。

コヤ戸、

1ν

(

ロ

)

金
制
峯
寺
関
誌
陀
聖
衆
来
迫
図
で
は
左
幅
上
部
の
雲
中
に
阿
部
詑
三
尊
が
え
が
か

れ
、
知
思
民
阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
図
で
は
、
両
面
右
上
方
の
患
空
中
に
浄
土
を
示
す
宝

楼
閣
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

読
下
し
文
辻
、
内
藤
藤
一
一
郎
「
臼
本
仏
教
図
録
史
(
上
ど
に
よ
る
。

(
日
)

な
お
『
観
無
長

ノ、

四

(
は
)

(
日
)

寿
経
』
と
善
導
の
「
観
経
四
帖
政
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
同
門
書
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
。

註
ロ
と
同
じ
。

註
日
と
同
じ
。

(
時
)

(

打

)

内
藤
藤
一
郎
『
日
本
仏
教
図
像
史
(
上
)
』
c

奈
良
時
代
の
東
大
寺
に
阿
菰
詑
堂
が
あ
っ
た
こ
と
時
『
東
大
寺
要
録
(
巻
第
四
)
』
に

「
南
河
弥
陀
常
一
」
と
記
載
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
文
書
に
よ
っ
て
、
本
尊

に
は
珂
弥
陀
浄
土
変
相
図
一
鋪
を
か
け
、
ま
た
高
さ
一
丈
六
尺
の
八
角
宝
殿
に
珂
弥

陀
・
観
音
・
勢
五
の
三
尊
橡
を
安
寵
し
、
左
右
に
背
戸
菩
提
十
頼
、
羅
漢
二
桓
(
い

ず
れ
も
乾
譲
造
)
を
記
す
る
な
ど
、
ひ
と
つ
の
浄
土
変
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
し
か
し
こ
の
堂
は
平
安
時
代
の
中
ご
ろ
(
永
禄
一
克
、
九
八
九
)
に
大
黒
で
倒

れ
た
ら
し
く
、
要
録
が
編
集
さ
れ
た
嘉
承
一
冗
年
(
一
一

O
六
)
に
は
す
で
に
存
在
し

て
い
な
か
っ
た
。

(
凶
)

光
明
皇
后
の
た
め
に
建
立
さ
れ
た
法
華
寺
浄
土
読
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
な
お
定
説

を
み
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
福
出
敏
男
「
奈
良
持
代
に
お
け
る
法
華
寺
の
造
営
」

(
「
日
本
建
築
史
の
研
究
』
所
収
)
。
井
上
光
貞
「
日
本
浄
土
教
成
立
史
の
研
究
』
(
第

一
章
律
令
時
代
に
お
け
る
浄
土
教
)
。

山
本
興
二
「
阿
弥
陀
来
通
図
の
構
成
に
つ
い
て
の
一
試
論
」
(
「
美
捺
史
』
六
九
号
)
。

覚
禅
抄
(
大
義
経
版
)
巻
第
七
、
阿
弥
陀
(
下
)
第
三
九
図
。

(

山

口

)

(
鈎
)

(

幻

)

(

泣

)

中
野
玄
三
氏
「
傷
過
の
芸
術
」
(
「
日
本
史
研
究
』
一
一
六
号
)
。

『
国
華
』
三
二

O
号
、
お
よ
び
「
国
宝
全
集
』
コ
二
二
号
。

源
豊
宗
「
来
迎
。
芸
指
」

註
お
と
向
じ
。

(

お

)

(

U

A

)

 

(
「
仏
教
美
術
』
二
号
ヲ

(
お
)

源
豊
宗
氏
に
よ
る
美
術
史
研
究
の
方
法
論
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
出
稿
「
美
術
史
学

の
価
値
」
(
『
木
野
評
論
』
二
号
〉
で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

町
田
甲
一
『
概
説
毘
本
美
術
史
』
一

O
入
、
一
二
八
頁
。

谷
信
一
「
体
系
日
本
史
叢
書
・
美
術
史
』
二
六
五
頁
Q

大
串
純
夫
「
来
週
芸
術
論
」
(
「
国
華
』
五
九
七
、
六

O
一
、
六

Omm、
六

O
五
、
六

(
お
)

(
幻
)

(
銘
)



(
m
L
 
。
八
日
万
三

山
本
興
二
「
来
退
問
の
正
面
構
図
か
ら
斜
め
構
関
へ
の
展
開
」
(
「
仏
教
芸
術
』
七
八

口
ヴ
)
9

山
吉
を
後
補
と
み
る
説
も
あ
る
が
、
い
ま
だ
定
説
と
な
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
a

た
と
え
ば
、
文
化
財
抹
護
委
員
会
編
『
国
主
事
典
』
の
解
説
。

浜
岡
隆
「
高
野
山
号
一
衆
来
追
凶
の
間
史
的
背
示
|
|
常
行
三
味
か
ら
聖
一
衆
来
迎
へ
L

午
u

ミ
ュ

i
ゼ
ア
ム
い
一
九
一
口
万
三

-
不
動
・
昆
沙
門
」
の
協
侍
構
成
に
つ
い
て
は
第
一
章
で
述
べ
た
。

浜
町
隆
「
金
剛
三
昧
院
絹
本
著
色
阿
弥
詑
三
寺
保
と
明
遍
を
め
ぐ
る
浄
土
教
」
(
「
仏

教
去
術
」
五
十
七
号
)
。

ぃ
以
部
川
立
博
物
部
一
括
土
教
絵
画
い
の
解
説
山
た
だ
し
、
「
弘
治
三
年
」
は
画
保
の

は
じ
め
て
つ
く
ら
れ
た
と
き
で
は
な
く
、
表
共
が
務
理
さ
れ
た
と
き
で
あ
ろ
う
。

大
串
純
夫
「
何
日
守
の
弥
陀
聖
衆
来
迫
障
に
つ
い
て
」
(
「
美
橋
研
究
』
一
一
五
号
)

G

こ
の
ほ
か
天
慶
八
年
〔
九
四
五
)
藤
原
忠
一
平
が
山
開
寺
か
ら
九
品
来
迫
図
を
送
ら
せ
、

絵
仏
師
定
豊
に
命
じ
て
西
方
浄
土
図
を
え
が
か
せ
た
と
い
う
記
録
も
あ
る
(
『
貞
信

公
記
町
一
天
産
八
年
七
九
十
八
ヨ
条
)
G

「
図
」
を
送
ら
せ
る
と
い
う
か
ら
、
移
動
可
能

な
軌
装
形
式
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
Q

京
都
国
立
博
物
館
町
浄
土
教
絵
画
』
図
寂
八
回
。

同
崎
譲
治
『
浄
土
教
雨
」
図
版
八
二
。

M
内
崎
譲
治
「
浄
土
教
一
向
」
図
版
八
三
。

hM
部
同
立
博
物
部
(
浄
土
教
絵
画
」
図
版
一

cco

同
時
譲
治
『
浄
土
教
雨
」
一
凶
寂
九

O
G

京
都
同
立
博
物
郎
「
浄
土
教
絵
画
』
図
版
八
五
。

ぃ
以
部
国
立
持
物
，
部
「
浄
土
教
絵
画
』
問
問
販
一
(
)
一
二
。

ベ
住
町
要
業
」
第
六
京
「
問
時
念
仏
」
第
二
「
臨
終
行
議
」
。

(
m
N
)
 

F

む
)

f¥fヘ

34 33 
(
部
一
)

(
幻
)

(
お
)

(
持
)

(
必
)

(
ハ
制
、
)

(
位
)

(

昨

日

)

(
羽
)
)

(
訪
)

(
必
)

(
訂
)

(

必

)

(
必
)

(
部
)

『
栄
華
物
語
』
(
「
は
な
の
う
て
な
し
)
由

『
後
拾
遺
往
生
伝
』
「
平
推
茂
」
の
長
。

「
同
裟
緯
抄
』
(
大
蔵
経
本
)
、
巻
第
五
十
三
「
阿
弥
陀
し
第
三
形
象
事
。

註
必
と
同
じ
。

勿
論
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
の
は
一
一
胞
の
画
保
に
一
場
面
の
米
追
を
倍
長
的
に
え

が
く
形
式
の
こ
と
で
あ
る
a

既
述
の
よ
う
に
、
河
弥
詑
来
迎
の
抗
写
自
体
は
す
で
に

当
麻
長
茶
羅
中
の
「
九
品
来
退
問
」
や
、
円
仁
に
よ
る
叡
山
東
塔
常
行
三
味
堂
の
九

品
浄
土
図
」
(
さ
ら
に
は
最
盛
常
一
昨
絵
の
「
九
品
来
辺
国
」
)
に
そ
の
詰
例
が
あ
る
か

ら
、
こ
れ
ら
先
行
の
形
式
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
尚
像
形
式
の
来
迎
図
が

成
立
し
た
か
、
の
問
題
で
あ
る
a

関
陣
譲
二
円
浄
土
教
画
』
図
版
七

O
、
七
一
。

た
と
え
ば
、
山
本
興
二
「
阿
弥
陀
米
迎
図
の
構
成
に
つ
い
て
の
一
試
論

-
2美
術
史
』

(
日
)

(
泣
)

(
日
)

六
九
号
)
。

臨
終
の
床
に
横
た
わ
る
人
び
と
が
往
生
の
導
き
手
と
し
て
来
通
図
を
ま
つ
る
「
行

義
」
段
、
決
し
て
平
安
末
期
に
は
じ
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
か
ら
も
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
平
安
中
期
以
前
に
斜
め
構
図
の
来
迎
国
が

存
在
し
て
い
た
と
考
え
う
る
た
し
か
な
証
挺
は
な
い
か
ら
、
当
時
の
人
び
と
は
い
ず

れ
も
正
面
講
関
の
来
迎
図
を
臨
終
の
導
き
手
と
し
て
極
楽
往
生
を
と
げ
て
い
た
と
考

え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

『
天
台
の
秘
宝
・
辻
叡
山
」
図
版
一
八
六
、
一
八
七
。

註
討
の
閉
山
坂
解
説
、
お
よ
び
拙
著
「
古
寺
巡
礼
・
延
暦
寺
七
(
淡
交
社
)
の
解
説
。

註
げ
お
よ
び
註
話
。

井
上
光
貞
『
日
本
浄
土
教
成
立
史
の
研
究
」
(
第
二
章
)
。

鳳
盛
堂
に
お
け
る
仏
像
の
「
場
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
彫
刻
の
和
様
」
(
「
哲
学
研

究
』
五
二
六
号
)
で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

(

口

付

)

(
日
)

(
日
)

(

幻

)

(
部
)

(
一
九
七
八
・
一
一
一
・
一
五
)

ハ
五


